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　風に乗って、かぐわしい花の香りが室内に吹きこんでくる。

　すう、と息を吸うと、甘い芳ほう香こうが鼻び腔こうをくすぐった。

　ひと呼吸分、花の香りを楽しんだあとで、セラフィーナ・アランデルは、アイスブルーの瞳ひとみをひたと手元に向けた。

「そっと。そぉっ、と……」

　囁ささやくような声でそう繰くり返かえしながら、セラフィーナは右手に持った瓶びんをゆっくりと傾かたむける。

　窓際に置かれた長いテーブルには、赤い色をした親指ほどの大きさの小さな器うつわがいくつも並んでいる。

　セラフィーナはそこに、粘ねん度どのある土色の液体を注そそいだ。

　決して器用な性た質ちではないから、セラフィーナの眼まな差ざしは真剣そのものだ。

［カシュー？］

「カシュカシュ、触さわってはだめよ？」

　テーブルの上でのんびりと日光浴をしていたカシュカシュが近づいてきたが、セラフィーナは器から目を逸そらさないまま、そっと言った。

［カ？］

　セラフィーナの視界の隅すみに、カシュカシュが触りたそうにうずうずと指を伸ばしては引っこめるさまが映うつるが、主あるじの言葉を守って、その場にとどまった。

　己おのれの賢かしこいペットににこりと笑って、セラフィーナはあらためて作業を再開した。

　液体は赤い器に落ちるなり、パリパリと音を立てて固まってゆく。

　器いっぱいに注いだあとで、同じ形状のものを被かぶせると、糸をぐるぐる巻いてしっかり固定。

「できた、……かしら？」

　セラフィーナは出来上がったばかりのそれを手に取り、光にかざしてみた。

　真しん紅くの器が陽ひ射ざしに触ふれて、きらきらと輝く。

　美しかった。

「できたわ」

　セラフィーナは喜びに唇くちびるの端をきゅっと上げる。そうしてふたつ、三つと同じものを作っていった。

　全部で五つ作り上げると、作業をしていたテーブルの上に、丁てい寧ねいに並べた。

［カシュー？］

　我が慢まんできなくなったのか、カシュカシュが小さな手を伸ばして、つん、とつつく。

「この赤い器は、わたしが去年作ってしまった富ふ貴き華か虫ちゆうが脱ぬぎ捨てた殻から。こっちの液体は、今年作った土もどき……富ふ貴き華か土どを希き釈しやくしたものよ。アンドリュー殿でん下かから分けていただいたの」

［カァッ！］

　アンドリューの名がセラフィーナの口から零こぼれた瞬間に、カシュカシュはビクッと震ふるえ、赤せき褐かつ色しよくの毛を逆さか立だてた。そして不安げにきょろきょろと辺あたりを見回してから、カキュゥ、と安あん堵どしたように鳴いた。

　カシュカシュは、どういうわけかアンドリューが大の苦手なのだ。

　セラフィーナは興こう奮ふんするカシュカシュの背中をそっと撫なでながら、出来上がったものをじっと眺ながめ見る。

「殿下は、富貴華虫と富貴華土を一緒にすると化学反応が起きて、面おも白しろいことが起きるよと仰おつしやったの。富貴華土に入れる希釈剤を変えると、その都つ度ど違った反応をするそうよ。今日は普通のお水で希釈してみたのだけど、どうかしら？」

　だが一向に変化を見せない。

「おかしいわね」

　器のひとつに手を伸ばしかけたその時、扉とびらを叩たたく音が聞こえた。

「はい？」

「セラフィーナ嬢じよう様さま、イヴァン殿下がお越しです」

　セラフィーナの侍じ女じよであるパメラが、そろりと顔を覗のぞかせた。

　開いた扉から入室してきたのは、燃えさかる炎のように鮮あざやかな赤褐色の髪と、陽を弾はじいて強い光を放つ茶の瞳を持つ男。

　つい先日、正式に婚こん約やくの儀ぎを交かわした、イヴァン・ハミルトン──ハミルトン王国の第二王子である。

「イヴァン様」

　セラフィーナは目を細めて微笑ほほえみ、立ち上がる。だが並べていた富貴華虫と富貴華土の合体作品にうっかり手の甲がぶつかり、テーブルの上からひとつ、ふたつと落としてしまった。

「あ」

［カキャ？］

　カツン。

　慌あわてて床に目をやれば、しっかり糸を巻いていたはずのそれの合わせ目から、じわじわと白い煙けむりが噴ふき出してきた。

「……あら？」

　セラフィーナが首を傾かしげた次の瞬間──。

　シュワワワワワァァァ──ッ！

　猛もう烈れつな勢いで煙が立ち昇のぼった。

［カシューッ！］

　驚いたカシュカシュは、開いている窓から飛び出してしまう。だがセラフィーナは反応を見せた合体作品に、嬉うれしそうに目を輝かせた。

「ああ、刺激を与えればよかったのね」

「セラフィーナ!?」

「嬢様……ッ！」

　慌てるイヴァンとパメラの声が聞こえてくるが、真っ白な煙が室内に充満して、互いの姿をすっぽりと隠かくしてしまう。

　窓を全開にしていたのに、煙の勢いは凄すさまじくて周囲が見えない。

「イヴァン様、お帰りなさいませ。ウィルグレッドの様子はいかがでしたか？」

　姿が見えないから、セラフィーナはイヴァンがいると思おぼしき方角へ向けてそう訊たずねる。

「嬢様、何吞のん気きなことを言ってんですか……ッ！　早くこちらへいらしてくださいな！」

　パメラの喚わめく声が聞こえるが、やはり姿はまったく見えない。

　さらに、

「あら、これ、煙ではない、のかしら？」

「セラフィーナ！」

　煙と思ったそれは、触ることができた。弾だん力りよくがあってやわらかく、触り心地は抜ばつ群ぐんだが、もくもくとものすごい勢いで膨ふくれ上がったのだ。

　その物体が、今にもセラフィーナを押し潰つぶさんばかりに迫せまってきた。

「あ、ちょ、これはピンチ……」

　押し戻そうとしたが、セラフィーナの細い腕ではまったくの無む駄だだった。後退させられているうちに、足を取られて転ころんでしまった。

「あ、圧死は避さけたい、ぅ、む……ッ」

　それはぎゅうぎゅうと迫ってきて、セラフィーナの鼻と口を塞ふさいだ。

　これでは息ができない。

　圧死か窒ちつ息そく死か……。

　どちらも嫌いやだわと、朦もう朧ろうとしながらもそんなことを考えていたセラフィーナだったが、

「セラフィーナ！」

　イヴァンの声が聞こえたかと思うと、口と鼻を塞いでいたそれが、いきなりプシュッと音を立ててしぼんでいった。

「セラフィーナ、無事か!?」

「あ……」

　床に座すわりこみながら見上げた先には、剣を手にしたイヴァンの姿があった。

「イヴァン様、お助けいただき、ありがとうございます……」

　ふわふわしたそれは、イヴァンの鋭するどい剣により切り裂さかれてしぼんだのだろう。

　セラフィーナは安堵の息をつくと、くたくたと壁にもたれかかった。

「セラフィーナ？」

　イヴァンは焦あせった顔のまま膝ひざを折ると、今にも床にくずおれそうなセラフィーナを抱だき起こした。

　力強い腕に引き寄せられるなり、セラフィーナは閉じかけていた瞳をハッと見開いた。

　見る者に鮮せん烈れつな印いん象しようを抱いだかせる、赤褐色の髪と鋭い双そう眸ぼうが、目の前に迫っている。

　人差し指の長さほどの距離の近さに、鼓こ動どうが高く鳴り、それを機にどんどん速くなってゆく。

「あ……」

　にわかに身を強こわ張ばらせるセラフィーナを不ふ審しんに思ったのか、イヴァンが近く覗きこんできた。

「どうした？　どこか痛むのか？」

　心配そうに目を眇すがめるイヴァンに、鼓動はもはや最速だ。全力疾しつ走そうをしたかのように、目の前がぐるぐると回った。

「イヴァン様、あの」

「ん？」

「わたし、このままでは死んでしまいそうなので……」

　だから少し距離を取りたいのですがと言おうとしたセラフィーナだったが、イヴァンは途中でサッと顔を引きしめる。そしてそのまま一気に抱き上げられてしまった。

「あっ！」

「グレン、すぐに医者を呼べ！」

「はい」

「嬢様、どうされたんです!?」

　踵きびすを返すグレンと、顔を強張らせるパメラが視界に映る。

　イヴァンに抱き上げられて、意識がふう、と遠くなりかけたセラフィーナだったが、勘かん違ちがいさせていることに気づいて、慌てて首を振った。
















「お医者様は不要です。大丈夫ですから」

「だが今、死んでしまいそう、と言ったじゃないか」

「あ、ですからそれは……」

　行きかけたグレンも、パメラも、セラフィーナの次の言葉を待っている。もちろんイヴァンもだ。

　三人の目に晒さらされて、セラフィーナは小さく肩をすぼめた。

「セラフィーナ？」

「あの、イヴァン様に触れていただくと、死んでしまいそうなほど鼓動が速くなってしまうので、できましたら少しだけ距離を取っていただけたら、と思った次第です」

「──」

「──」

「──」

　三人三様の沈ちん黙もくが、この場を満たした。

　最初に反応したのは、イヴァンの従者、グレンだ。

　深く俯うつむき、肩を震わせて笑うのをこらえている。

　次いでパメラはホッと肩から力を抜いたあとで、赤くなった頰ほおを押さえながらため息をつく。

　そしてイヴァンはというと。

　まじまじとセラフィーナを見み下おろし、まるで怒っているかのような険けわしい目つきをしていた。

「あの、イヴァン様？」

　もしやイヴァンを怒らせるようなことを言ってしまっただろうかと、セラフィーナは内心で今自分が口にしたことをもう一度繰り返してみた。

「あっ、もちろん触れていただくことが嫌なわけではないんです。ただドキドキするあまり、口から変なものが飛び出してきそうで。あ、変なものがなんなのか、わたしも分からないんですけど……、イヴァン様？」

　セラフィーナが喋しやべっている途中で、イヴァンは足早に歩きだした。

「イヴァン様？」

「殿下!?」

　後ろからグレンとパメラがついてくる。だがイヴァンは、ちょっとそこで待ってろ、とふたりに言うと、どんどん歩いていってしまう。

　どうしたのだろうと、ドキドキしたままそっとイヴァンを仰あおぎ見ると、唇を引きしめたままだ。だが部屋を出て、廊ろう下かを進み、陽の下に出ると、イヴァンの目元がうっすらと赤くなっていることに気づく。

　セラフィーナを抱いたまま身軽に外に飛び出したイヴァンは、白と水色の花が咲き誇る庭へと進んだ。

　庭にはそこかしこに柱ちゆう廊ろうがある。

　イヴァンはそのうちのひとつに向かうと、休息用にと造られたベンチにセラフィーナを下ろした。

「イヴァン様？　あの……」

　イヴァンの行動の意味が分からなくて、小首を傾げるセラフィーナを、第二王子はちらりと見下ろしてくる。

「俺が近づくと鼓動が速まる？」

「あ、はい」

「触れても？」

「はい。このようなことは初めてなので、どう対処したらいいのか分かりません。どうしたら鎮しずまるのでしょう？」

　イヴァンはちょっと困ったように笑うと、隣に腰かけ、セラフィーナの金の髪に触れてきた。長くやわらかい髪を指に巻きつけ、解ほどき、また触れる。

　くん、と軽く引かれて、少しだけ近づく。

「イヴァン様……」

「俺にも分からないな」

「え？」

「だが、鎮めなくてもいいんじゃないか？」

　イヴァンは髪から手を離すと、そのまま肩から二の腕、一の腕と指を滑すべらせた。そして左の手の甲に触れると、セラフィーナの薬指に嵌はめられた指輪を撫なでる。

　イヴァンから贈おくられた、役目を終えた『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』から作られた指輪は、満天の星を抱いた夜のように美しく輝いている。

　手を、攫さらわれた。

　優しく握にぎられて、指輪越しに唇を落とされた。

　触れ合ったところがじんとしびれて、掌てのひらが汗ばむ。

　鎮めなくてもいいとイヴァンは言ったが、このままでは本当に息が止まってしまいそうだ。

　じんわりと目の縁ふちが熱くなってくる。

　イヴァンがそっと顔を寄せてきた。

　頭の中は真っ白で、もう自分が何を考えているのかも分からなかった。ただ、イヴァンがどんどん近づいてくるのを、目を丸くして見ていることしかできない。

　だが、息すらも感じられるほどの彼ひ我がにまでなった時、突とつ如じよとしてセラフィーナの頭の中に、無視できない大きな疑問が浮かんだ。

「イヴァン様、ひとつうかがってもよろしいでしょうか？」

「……今？」

「はい、今でなければいけないんです」

　間近でじっと見つめられて、胸の内が爆発しそうだ。それでも目を逸らさずに見つめ返していると、イヴァンは軽く息をついて、少しだけ距離を取ってくれた。

「なんだ？」

「不ぶ躾しつけな質問ですみません。あの、接キ吻スをする際に、呼吸はどうしたらいいのでしょう？　やっぱり止めるべきですか？」

　今後のために、ものの本をいろいろと読んでいるのだが、キスをする時に息を吸ってもいいのかどうかなど、どこにも書いていなかったのだ。だから今訊きかなければ、自分はとんでもない間違いを犯おかしてしまうかもしれない。

　知らないことをそのままにはしておけないセラフィーナは、なんに対しても勉強熱心だった。

　イヴァンは目を丸くしていたが、すぐに笑うのをこらえているのか、口元をひくつかせた。

「別に止めなくてもいい」

「え、いいのですか」

　てっきり息を止めないといけないと思っていたのだが、予想は外はずれていた。

　やっぱりちゃんと訊いてよかったと安堵しながら、セラフィーナは胸に手を当てて深呼吸をした。そして素直に目を閉じる。

　くす、と笑い声がしたが、あらためて近づいてくる気配。

　セラフィーナはきつく瞼まぶたに力を込めて、イヴァンの訪おとずれを待った。

　息をしてもいいとイヴァンは言った。言ったが……

「鼻息がイヴァン様に当たってしまいます。どうしたらいいのでしょう……！」

　今にも唇が触れる寸前に、セラフィーナは思わずそう叫さけんでいた。

「──」

　そろりと目を開けると、視界には啞あ然ぜんとしたイヴァンがいた。

　だがそれも一瞬のことで、イヴァンは弾けるように噴き出す。

「イヴァン、様？」

「おま、え……、鼻息って……っ！」

　一瞬前までの甘やかな雰ふん囲い気きなど吹き飛び、苦しげに腹を押さえながら、イヴァンは笑い続ける。

　何か妙なことを言ってしまったのだろうなと思うのだが、イヴァンが笑う理由が分からない。

　分からないから、首を傾げるばかりのセラフィーナだった。










　三方を海に囲まれたハミルトン王国は、周辺国から『神が愛したこのうえなく美しい国』と評されている。

　春夏秋が短く、冬の長いこの国だが、花が絶たえることはない。

　ことに、『富ふ貴き花か』と呼ばれる花は、奇き跡せきの花と言われていた。

『富貴花』は、王都ハミルティアの花庭でしか咲かず、また、ハミルトン王国の王族とその血に繫つながる貴族しか咲かせることができないとされているからだ。

『富貴花』は普通の花ではない。

　決められた日に種を蒔まき、決められた時間に決められた量の水をやり、雑草はもれなく抜いて特別な肥料をやる。

　そうして大切に育て上げた『富貴花』は、花開く瞬間に過あやまたず触れることで、どの国にもない、特別な結晶花……『富貴華石』となるのだ。

　セラフィーナ・アランデルは、王都から馬車で十日間はかかるアランデル領を離れ、富貴花を咲かせるための学校に入学した。二年と百日ほど前のことだ。

　だが高価なものほど壊こわしてしまうことから、学校では『壊しのセラフィーナ』という不ふ名めい誉よなあだ名をつけられていた。

　国の宝といわれている『富貴花』を咲かすため、セラフィーナはこつこつ真ま面じ目めにがんばっていたのだが、一年目も二年目も『富貴花』を咲かせることができなかった。

　それどころか、『富貴花』からとんでもないものを作りだし、王都や学校を、混乱の渦うずに巻きこんでしまった。

　退学を言い渡された日の夜、セラフィーナはひとりの男と出会った。

　彼が咲かせた『富貴華石』を誤って壊してしまったことから、その代だい償しようとしてセラフィーナは、相手の氏うじ素す性じようも知らないまま、結婚の約束をすることになった。

　彼の名は、イヴァン・ハミルトン。この国の第二王子である。

　その後、ハミルトン王国を守護する『守護富貴華石』を巡る騒そう動どうに巻きこまれたが、事件もひとまずは一段落し、セラフィーナはイヴァンの居きよ所しよである北の翼よく棟とうに戻ってきている。

　ハミルトン王国の国王、アルダス・ハミルトンに紹介され、正式にイヴァン第二王子の婚約者としてお披ひ露ろ目めされたり、有力貴族たちから邸てい宅たくに招まねかれたり、アンドリュー第一王子の許いい婚なずけであるヴァレリア・エメリーのお茶会に誘さそわれたりと、セラフィーナは多忙な日々を過ごしていた。

　合間には王家に嫁とつぐための心得を勉強し、またセラフィーナが必要と考える知識を得るために本を読む。

　だがセラフィーナが一番時間を割さいているのが、実験室での研究だった。

　北の翼棟から渡り廊下で繫がった実験室は、三階建ての建物の一階にある。

『時間がある時に、『富貴華石』を使って実験をおこないたいのです』

　アンドリュー第一王子が責任者を務つとめる科学省に、セラフィーナが足を運ぶのは差さし障さわりがある。

　イヴァン第二王子の婚約者である自分が、アンドリューの住む南の翼棟──の敷しき地ち内ないにある科学省に行けば、宮殿内でどんな噂うわさをたてられるか分からないからだ。

　セラフィーナ自身は噂などまったく気にしないが、自分の浅はかな行動のせいで、イヴァンやアンドリューが悪く言われるのは避けたかった。

　そんなセラフィーナの思いを汲くんでくれたイヴァンが、長く使われていなかったこの建物を好きに使っていいと言ってくれたのだった。

　ところがこの建物、どうもきなくさい噂が流れているらしい。

　パメラいわく、

『何代か前の北の翼棟の主あるじの愛あい妾しようが、ここで命を断たったというんですよ……！　それ以来、ここには幽霊が現れるって！』

　なのだそう。

『相手がひとだったら、どんなに恐おそろしくても立ち向かっていけますけど、触さわれない、得体の知れないものはどう相あい対たいしたらいいのか分からないじゃないですか！』

　そう叫んでパメラはブルブルと震えたが、そういうものかしらとセラフィーナは首を傾げたものだ。

『こちらが触れないのだったら、向こうも触れないじゃない？　触ふれられないのならば、そんなに恐れることはないと思うのだけれど』

　という、セラフィーナの考えには、パメラは賛さん同どうしてはくれなかった。

　実験室にいる間、責任感の強いパメラはセラフィーナの傍そばにいようとしてくれるのだが、小さな物音ひとつで悲鳴をあげるので、少々困っている。

　その悲鳴によって、あまり器用ではないセラフィーナが失敗する確率が一気に上がるからだ。

　それでも、「どんなに怖こわくてもお傍におります」と言ってくれる健けな気げな我が侍女に、部屋に戻っていてくれてもいいのだけど、と言うのも憚はばかられた。




「おまえの侍女は、意外と繊せん細さいなんだな。いるかどうかも分からない幽霊を怖がるとは」

「意外と、ですか？　パメラは小さな頃から得体の知れないものがとっても苦手なんです」

「大たい抵ていの人間は、得体の知れないものは苦手だと思うぞ」

　イヴァンはくすくす笑いながら、手にしたカップからお茶をひと口飲む。

　実験室での失敗後に、ふたりはあらためて自室に移動した。

　夕日を溶かしこんだような美しいオレンジ色のお茶は、イヴァンが出かけたウィルグレッドという港町でセラフィーナにと買ってきてくれたお土産みやげだ。

　ふたりの前には、お茶のほかに、レナレナというお菓か子しが置かれている。

　レナレナはイヴァンが好きな焼き菓子だ。苦味のあるこっくりした食感のスポンジ生き地じに、ひたひたとシロップを含ふくませてある。このシロップは風味付けに香りのいい酒を使っていて、子どもより大人に好まれる菓子だった。

　セラフィーナの舌には苦みが強いので、ふわふわに泡あわだてたクリームをたっぷりつけて口に運ぶ。

　ひと口菓子を食べたあとでカップを手に取り、お茶を飲んだ。

　花畑の中にいるような、甘い香りが口の中にふわりと広がる。

「イヴァン様も得体の知れないものが苦手ですか？」

「あいにく会ったことがないから分からないな。おまえは？」

「わたしですか？」

「幽霊は苦手じゃないんだろう？」

「実際にお会いしてみないと、苦手かどうかはわたしも分かりません」

　そう返すと、イヴァンはなおも笑う。

　ふたりの時だけに見せてくれる、やわらかなイヴァンの笑顔を前に、セラフィーナはまたも鼓動を高めた。

　ほかのひとがいる時には決して浮かべないイヴァンの笑みを、セラフィーナは大切に胸の中に仕し舞まう。

　こういう何げない会話も、セラフィーナにとっては宝物だ。

　正式に第二王子の婚約者としてお披露目されたセラフィーナだが、イヴァンに毎日会えるというわけではなかった。

　セラフィーナが北の翼棟に戻ってきてからも、イヴァンはそのほとんどの日を外に出ていた。

　いずれも『守護富貴華石』が据すえられている地の見回りをしているのだが、それだけではなかった。

　アランデル領内の聖堂に据えられた『守護富貴華石』を交換する際に、セラフィーナとパメラは何者かに襲おそわれた。その人物たちのうち、何人か逃亡した者がいるのだという。

　探たん索さく隊たいがその行方ゆくえを追っているのだが、まだ捕とらえられていない。

　イヴァンは探索隊とは別に行動をしていて、従者のグレンのみを連れているのだが、それがセラフィーナには少し不安だった。

　イヴァンの剣技は素す晴ばらしく、軍の総大将以上だと聞いたが、相手がどれほどの手て練だれなのか分からないのだから。もしかしたら、卑ひ怯きような手を使われることだってあるかもしれない。

　ほかの探索隊と一緒に行動しないのだろうかと訊きたいのだが、何か理由があるのかもしれないと思えば、口出しをするのは憚られた。

「ウィルグレッドに据えられた『守護富貴華石』の様子はいかがでしたか？」

　実験室での失敗騒動で訊きそびれていた質問を、再度舌に乗せる。イヴァンはあまり話したくなさそうに、微かすかに眉み間けんにしわを寄せたが、黙だまりこむことはなかった。

「前回見てきた時と変化はない。まだ充分にもちそうだ」

　よかった、とセラフィーナは胸を撫で下ろした。

「イヴァン様、ですがわたしのこの『壊し手』が必要な時は、必ず仰おつしやってくださいね」

「──」

　だがこの言葉には、イヴァンは口を閉ざす。

「イヴァン様」

『守護富貴花』のことを話す時、イヴァンはいつもこうだ。

　古い『守護富貴華石』をそのままに新しい『守護富貴華石』を据えると、力が反発してしまう。だから『守護富貴華石』を据え換える際には、古い方を壊さなければならない。

　だがこの『守護富貴華石』、剣や斧おの、劇薬など、どんな手段を用もちいても壊れない。

　唯ゆい一いつ壊せるのが、『壊しの王』の力を持つひとの手……セラフィーナの『壊し手』である。

　それなのにイヴァンは、セラフィーナが壊しの力を使うことを良しとしない。

『守護富貴華石』を壊す時、セラフィーナは意識を失うほどの衝しよう撃げきを受けてしまうから、というのがその理由だった。

　イヴァンはセラフィーナを大切に想ってくれている。

　できることなら『守護富貴華石』を壊させたくない、と。

　けれど『守護富貴華石』を壊せるのは、自分だけ。ならばこの手をどんどん使ってほしいとセラフィーナは思うのに、イヴァンはうなずいてくれなかった。

「でしたら、イヴァン様、せめて『守護富貴華石』を調べる機会をいただきたく存じます。『守護富貴華石』の傍に行ってはならないというのであれば、書物ででも」

　イヴァンはそれすらも渋しぶっていたが、セラフィーナがアイスブルーの大きな瞳でじっと見つめ続けると、根負けしたように苦笑した。

「中央図書館の鍵かぎをおまえに預あずけよう。そこで好きなだけ調べてみろ」

「はい……！」

　北の翼棟にも蔵書数五万冊という、立派な図書館があるが、中央図書館にはその十倍もの書物があるのだ。

　しかも図書館の最さい奥おうにある小部屋には、鍵がかけられた、王家に縁ゆかりのある書物が静かに眠っているのだという。

　その小部屋に入れるのは、王族と宰さい相しよう、侯こう爵しやく家けの者だけだった。

　そこへ入ってもいいという許しをもらったセラフィーナは、俄が然ぜん目を輝かせた。

「俺からも質問。さっきの実験は、何を作るつもりだったんだ？」

　話を変えようとしたのか、あるいは本当に興味があるのか、イヴァンが問いかけてくる。

「アンドリュー殿下から、富貴華虫と富貴華土を混ぜると、楽しいことが起こるとうかがったのですが、何ができるのかはわたしも分かりません」

「分からないのに実験をしたのか？」

「イヴァン様、実験とはある程度の見通しがあってするものと、何ができるか分からないけれど何かできそうだからするものと、二種類あると思うのです。前者も素す敵てきですけれど、予想がつくものですよね。でも後こう者しやは、いろんなことを想像しながらできるんです。それって、とっても楽しいと思いませんか？　もしかしたら素晴らしい発明品を作り上げることができるかもしれないんですから！」

　目を輝かせてそう言うセラフィーナに、イヴァンは微かに口元を引きつらせた。

「……そう、いうものか？」

「はい！　アンドリュー殿下のように、皆みなに役立つ発明品が作れたらとっても嬉しいのですけれど」

　難しいものですね、とふう、とため息をつくセラフィーナに、イヴァンは苦笑しながら、左手を取った。

　急に触れられて、セラフィーナはどきりとする。

「おまえがしたいことをすればいい。だが怪け我がには気をつけろ。その身にあまり傷をつけるな」

　手の甲に唇を押し当てて、イヴァンは微かに目を細めた。

「おまえはおまえ自身のものだが、俺のものでもあるんだからな」

「え」

　──わたしは、イヴァン様のもの……。

　事実としてそうあらためて認識した途と端たんに、ぽう、と頰が熱くなる。

　頭に血がのぼって、卒そつ倒とうしてしまいそうだ。

「返事」

「あ……、は、はい、充分に気をつけます」

　こくこくと首を縦たてに振る。

　セラフィーナがうなずくのを見て、イヴァンは微笑む。

　その笑顔に見み惚とれて、息が止まってしまいそうだった。
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「動どう悸き、息切れ、眩暈めまい？　それは病やまいではなくて？」

「病……ではないようなのですが。ヴァレリア様はそういった経験はございませんか？」

　ヴァレリア・エメリーは漆しつ黒こくの大きな瞳を天てん井じように向けて、幾いく許ばくか考えていたが、にっこり笑っていいえ、と首を振った。

「……そうなんですか」

「たとえばどんな時に？　今後のために、ぜひうかがっておきたいわ」

　顔を寄せてくるヴァレリアは、エメリー国の第三王女であり、ハミルトン王国の第一王子、アンドリューの許婚でもある。

　夜の闇やみを紡つむいだような長い髪と同色の瞳を持つ、まさに姫の中の姫といった美しい女性だ。

　以前危機に陥おちいった際に救ってくれたヴァレリアを、セラフィーナは敬けい愛あいしていた。

　五日に一度、ヴァレリアは茶会に誘ってくれる。

　そのたびにセラフィーナは、北の翼棟の菓子職人が作ってくれたお菓子を持参して、ヴァレリアの部屋で楽しいひと時を過ごしていた。

　今日は暖かな陽射しに誘われて、茶会の場はサンルームだ。

　サンルームの四よ隅すみには、鳥とり籠かごが設置されている。中には異国の珍めずらしい鳥がいて、いつも美しい鳴き声を聞かせてくれた。

　向かい合って座っていたふたりだったが、互いの距離がもどかしいのか、ヴァレリアは席を移動してセラフィーナの隣に腰を下ろした。

　すかさず彼女の侍女であるリリがケーキのお皿を、シャシャがお茶のカップを、ヴァレリアの前に移動させる。

「どんな時かと申しますと、圧倒的にイヴァン様のお傍にいる時です。イヴァン様が微笑まれたり優しいお言葉をかけてくださったりすると、……こう、胸の奥の方から鼓動が迫せり上がってきて。胸から何かが飛び出してしまいそうになるんです」

　ヴァレリアは、話を聞いている間は何度かうなずいていたが、最後にはやっぱり首を傾げた。

「そうなの。これからともに過ごすお方なのに、そんなにドキドキしてしまったら困るわね。殿下に申し上げて、少しお顔を合わせなければいいのでは？」

「申し上げたのですが、そのままでいいのではないかと仰って。それに……」

「それに？」

「お会いできないと、寂さびしいのです」

　ヴァレリアはまあ、とやわらかく微笑んだ。

「すてき。貴女あなた恋をしているのね」

「え、あ、はい」

　自分の想いを隠そうという気持ちが希き薄はくなセラフィーナは、ヴァレリアにそう言われて素直にうなずいた。

「わたくしの一番上の姉は、エメリー国内の貴族に嫁いだのだけど、相手は軍人のうえに三十歳年上で、会話もちぐはぐ、好みの料理も装よそおいも歌もお芝しば居いも違うと嘆なげいていらっしゃったわ。それに比べてアンドリュー殿下はとても愉ゆ快かいなお方ですし、年齢も同年代。わたくしは幸運といっていいのでしょうね」

　おっとりとそう言いながら、ヴァレリアはお茶を口に運んだ。

「……ヴァレリア様」

「物語のような恋ができる貴女が羨うらやましいとは思わないけれど、なんだかとっても楽しそう」

　ふふ、とヴァレリアは笑った。

　王子や王女といった身分のひとたちは、好き嫌いで結婚をするのではないのだと、セラフィーナはあらためて知った。

　だが出会いがどうであれ、時を経へれば互いをなくてはならない大切なひとと思うようになるのは、決して難しくないのではないか。

　セラフィーナとて、イヴァンから「俺の妻になれ」と言われた最初の頃は、今のような感情を持っていなかったのだから。

「ヴァレリアー」

　と、その時、ヴァレリアの部屋に陽気な声が響き渡った。

　ヴァレリアはすっと立ち上がると、面おもてに上品な笑みを浮かべる。

「アンドリュー殿下」

　アンドリュー第一王子は、居間に隣接しているサンルームに目を向けると、金の髪が波打つほどに、跳はねながらやってきた。神秘的な薄うす紫むらさき色いろの瞳は、好奇心いっぱいに輝いている。

　完かん璧ぺきなハミルティーナ、という言葉がこれほど似合うひとはいないだろう。

　神の姿を象かたどったとも言われている、美しい王子だ。

「いらっしゃいませ」

　ヴァレリアが会え釈しやくをすると、アンドリューは首を傾けて、許婚の頰に軽くキスをした。

　絵のように美しいふたりの仲なか睦むつまじげな様子は眼がん福ぷくものだ。

　ごく自然なキスを目の前で見たセラフィーナは、ほう、と小さな息をついた。

　何せセラフィーナときたら、息をしていいのかとか鼻息がとか、そんなところで足踏みしてしまっているのだから。

「アンドリュー殿下、セス様、いらっしゃいませー」

「アンドリュー殿下、いらっしゃいませ。お久しぶりでございますわ、セス様」

　双ふた子ごのリリとシャシャはアンドリューに丁寧に頭を下げたあとで、花のように笑いながら王子の従者であるセスに駆かけ寄る。

「ご、ごきげんよう、リリ殿、シャシャ殿。久しぶりというけど、昨日きのうも会っているでしょう……って、ぅわ……っ」

　セスが、王子の後ろで珍ちん妙みような声をあげている。

　セラフィーナが目をやると、爪つま先さき立った双ふた子ごの侍女が、セスの左右の頰にそれぞれキスをしているところだった。

「ちょ、リリ殿、シャシャ殿……！」

「うふふふ。セス様、お顔が真っ赤ですわ」

「可か愛わいいですー」

　それぞれ両手を取ってぎゅうぎゅうとしがみついてくる双子に、セスは目を白黒させている。

「リリとシャシャはセスが大好きなのよ」

　ヴァレリアは微笑ましげに顔を綻ほころばせながら、セラフィーナと啞あ然ぜんとしているパメラにごく軽くそう説明した。

「仲がよろしいのですね」

「……ていうか、セスさん、大丈夫なんですか」

　卒倒してしまうのではないかと思うほど、セスは顔を真っ赤にしている。パメラは気の毒そうにそう言った。

「セラちゃん、来てたんだ。ね、富貴華虫と富貴華土、実験してみた？」

　従者の受じゆ難なんを気にも留とめず、アンドリューはセラフィーナを見るとパッと顔を綻ばせた。

　セラフィーナはつい先日の実験の顚てん末まつを話して聞かせた。

　実験が大好きなアンドリューは、薄紫色の瞳をキラキラさせながら、セラフィーナの話に聞き入り、最後には声をあげて笑った。

「すごいなあ、さすがはセラちゃん。僕や研究員たちとはひと味もふた味も違うものを作るね。僕がやった時には煙しか出なくて、物質化はしなかったもん。まあ、煙は煙で役に立つと思うんだけど。目くらましとか！」

　アンドリューは、セラちゃんが作ったのを僕にちょうだい、と上じよう機き嫌げんだ。

「……様、アンドリュー様」

　それからもほかの実験物のことで話が盛り上がるアンドリューの後ろで、セスが双子を貼りつかせたまま、こそこそと声をかけてくる。

「ん？　何？」

「ヴァレリア様に、例のことをお訊きするためにこちらにうかがったのでは？」

　隣でにこにこ笑いながらアンドリューの話を聞いていたヴァレリアは、自分の名が出ると、小首を傾げた。

「あ、そうだったそうだった。ヴァレリアー、ちょっとこれ見て」

　アンドリューは手にしていた紙を、金の縁飾りのある美しい卓たくの上に広げた。

　光こう沢たくのある紙には、隅から隅までびっしりと文字が書かれていた。

「二は十つ日か後ごの舞ぶ踏とう会かいについてまとめてみたんだ。ヴァレリアがしたいことも教えて」

「わたくしは、殿下のなさることに異議を申し立てることはいたしません。どうぞよきようにお計はからいくださいませ」

「ヴァレリアは何がしたい？　国の主おもだった貴族が勢せい揃ぞろいするんだ。僕は面白い余よ興きようがしたいんだけど、セスが僕だけの舞踏会じゃないんだから、君の意見も聞いた方がいいって言うからさ。ね、舞踏会場に、鳥や動物を放すのってどう思う？　和なごむと思うんだけど、セスは鳥が上から粗そ相そうをしたらみんな困るからやめた方がいいってさ」

　ヴァレリアはおっとり笑いながら、文字に目を走らせる。

「仮面舞踏会ですのね。どんな仮面にいたしましょう。殿下はどのようなものをおつけするのですか？」

「動物たちも仮面をさせたら嫌がるかなあ。あ、僕今いいこと思いついた。それで？」

「はい？」

「何かしたいこと、ないの？」

　ヴァレリアは微び笑しようした。

「殿下のなさることが、わたくしのしたいことでございますわ」

　アンドリューはヴァレリアの漆しつ黒こくの瞳を、じっと見据えた。だがそれも一瞬のこと、すぐに自みずからの許婚同様ににっこり笑うと、そう、とうなずいた。
















「分かった。じゃあこのまま進めるね」

　持ってきた紙をくるくると丸める。

「舞踏会、とは？」

　結婚も間近なふたりが、舞踏会を催もよおすのは何か意味があるのだろうかと、セラフィーナは首を傾げる。

「イヴァンから聞いてない？　王族の場合、結婚前に貴族たちを集めて舞踏会や晩ばん餐さん会かいを催す習わしなんだ。いわゆるお披露目だね」

「お披露目、ですか？」

「そう。王族の結婚の儀には、限られた者しか出席できないし、披ひ露ろう宴えんもおこなわれない。ハミルティア都内でパレードをするけど、それはハミルトン国民に知らせるためだし。だから貴族たちと顔を合わせる機会を一度作るってこと。それを結婚する本人たちで計画するんだよ」

　そうなのですか、とセラフィーナはうなずく。

「というわけで、もちろんセラちゃんにも来てもらうからね。イヴァンと一緒においで」

「あ、はい。喜んでうかがわせていただきます。──ただ、舞踏会、ですか？」

「そうだよ。いろんな曲を宮きゆう廷てい音楽家たちに弾ひいてもらうから、セラちゃんも楽しんでね」

「……」

　セラフィーナはふっつりと黙りこんだ。

「セラちゃん？」

「あ、……は、はい」

「どうかしたの？」

　アンドリューとヴァレリアに顔を覗きこまれたセラフィーナは、ちょっと肩をすぼめて告白した。

「……わたし、ダンスをしたことがないんです」

「まあ」

「え、そうなの？」

　ふたりに驚かれて、ますますセラフィーナは身を縮めた。

　王族はもちろん、貴族ともなれば、幼い頃からダンスを習うのは当然のこととされている。それだけ夜会や舞踏会が盛んだからだ。

「あ、しようとしたことはあるんです。ただ、ダンスの先生に、半日で匙さじを投げられてしまって……」

『貴女は一生ダンスをしなくて結構』

　そう告げたダンスの先生の声が、鮮やかに耳によみがえった。

　アンドリューとヴァレリアは、互いの顔を見合わせている。

「ならばリリとシャシャをお貸ししましょう」

「え？」

「わたくしの侍女たちは、とってもダンスが上手なの。きっと貴女のよき教師になると思うわ」

「リリさんとシャシャさんを？」

「ええ。時間は夕ゆう餉げをいただいたあと就しゆう寝しんまで。リリ、シャシャ、セラフィーナにダンスを教えてやってね」

「承知いたしましたー、ヴァレリア様ー」

「舞踏会までに、セラフィーナ様を一流のダンサーにしてみせますわ」

　双子の侍女は、にっこり微笑む。

　可か憐れんな笑みなのに、どうしたことか、セラフィーナの背筋には寒けが走ったのだった。
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「いちにいさん、いちにいさん。セラフィーナ様、円ワ舞ル曲ツは三さん拍びよう子しでございますわ。リリの手拍子をよくお聞きくださいませ」

　セラフィーナより小さいのに、シャシャの手は大たい層そう力強かった。

　ぐいぐい引き寄せグルグル回るものだから、セラフィーナはフラフラヨロヨロ、歩きはじめたばかりの幼おさな子ごのように、おぼつかないことこのうえない。

「ええ。聞いているつもりなのだけれ、ッ、ど」

　途中で、シャシャが風を感じるほどにグン、と回るから、セラフィーナの語尾もまた、トン、と跳ねる。

「ずれてます、ずれてますわ！」

「ごめんなさ、ッ、い」

　またしてもグルンと回るシャシャに引きずられるようにして、身体からだが回転する。

「がに股またになっておりますわ！　ドレスで隠れているからといって安心してはなりません。爪先は真まっ直すぐに、外側に向けてはなりませんわ！」

「え、……ッ、ええ！」

　慌てて両りよう脚あしを真っ直ぐにするが、すぐにシャシャの厳きびしい声が飛んだ。

「膝ひざ！　そんなにガチガチではまるでからくり人形のようですわ。もっとなめらかに、滑るように！」

「なめらか、ッ、に……」

「ステップを気にしすぎて背中が丸まっておりますわ！　カシュカシュなら背が丸まっていても可愛らしいですが、ダンサーが背を丸めては格好がつきませんわ。背筋は真っ直ぐ、下を見ない！」

「ま、真っ直ぐ……！」

　慌てて背中に棒を入れたように伸ばしたその時、ついに脚が言うことを聞いてくれなくなった。

　ガクン、と膝を折るセラフィーナに、パメラが慌てて走り寄った。

「大丈夫ですか、嬢様」

「だ、大丈、夫」

　夕餉のあとすぐにレッスンは始まったのだが、時刻はすでに日付をまたごうとしている。その間かん休みなし、ぶっ通しで踊ったために、セラフィーナはもうヘトヘトだ。

　普段使わない筋肉を酷こく使ししたようで、全身がミシミシと軋きしむ。

　ダンスは、傍はたから見ているよりはるかに難しく、とんでもない体力を使うものだった。

　まず、背筋をピンと伸ばし続けることからして難しい。

　音楽に乗りながらさまざまなステップを踏ふむこと、パートナーと呼吸を合わせること。それだけでも大変なのに、舞踏会場ではほかに何十組、何百組もの踊り手がいるのだ。それらを避よけながら、かつ美しく踊るなんて、今のセラフィーナには神かみ業わざのようにしか思えない。

　すべてをバランスよくおこなわなければ、ちぐはぐすぎて見る者の失笑を買うことは間違いなかった。

　ステップだって基本中の基本しか教えてもらっていないのに、セラフィーナは最初の第一歩からしてつまずいていた。

　先生役のシャシャは、可憐な顔と華きや奢しやな姿ながら、信じられないほどタフだった。

　床に座りこんで、大きく肩を波打たせているセラフィーナに対し、彼女は少しも息を乱していない。

「大変申し上げにくいことですが、セラフィーナ様はリズムが取れない体質のようですわ」

「……リズムが取れない体質」

「ダンスはリズムが取れませんと。見るに堪たえないダメダメダンスになること必ひつ至しですわ」

「つまりわたしは、ダメダメダンスしかできないということね」

「大変申し上げにくいことですが」

　申し上げにくいと二度言いつつも、シャシャは容よう赦しやがなかった。

「嬢様は信じられないくらい根気のある方ですが、信じられないくらい運動音おん痴ちですからねえ」

　パメラの言葉が耳に刺さる。

「ついでにリズム音痴ということは、歌も音痴ではないでしょうかー？」

　とどめにリリの、無邪気な声。

　音痴尽くしと三人から言われてしまったセラフィーナは、はふう、とため息をついた。

「お疲れのようですから、今こ宵よいはこれにておしまいにいたしましょう」

　シャシャの言葉に、だがヨロヨロと立ち上がる。

「嬢様？」

「申し訳ないのだけれど、もう少し付き合ってほしいの」

「はい？」

「このままではイヴァン様にご迷めい惑わくをおかけしてしまうわ」

　なんにつけ音痴であることは、もう仕方がない。

　とりあえずは二十日後の舞踏会を乗り切れるように、ベストを尽くさなければ。

「今夜はもうお休みになられた方がよろしいですわ。お身体に障さわってしまいます」

「そうですよ、嬢様」

「ヘトヘトの状態で踊っても、身につかないと思いますー」

　侍女たちの、はっきりきっぱりした、だが親身な言葉に、セラフィーナは押し黙った。そして三人の言うことももっともと、素直にうなずく。

「それではセラフィーナ様、パメラさん、これにて失礼いたしますわ」

「セラフィーナ様、ゆっくりとお休みくださいませー」

「リリさん、シャシャさん、遅くまでありがとう。明日もよろしくお願いします」

　リリとシャシャはにっこり笑ってうなずくと、深々と頭を下げ、可憐にくるりと一回転する。

「あ、セラフィーナ様、背筋は真っ直ぐに顎あごを引いて、肩も左右に振れることのないように、普段から意識してくださいませー」

「まずは姿勢を正しくを一番に、けれど自然に、身体を強張らせずに、ですわ」

「心がけます」

　双子の侍女たちは、レッスンの間、立ちっ放し踊りっ放しだったにもかかわらず、軽かろやかな足取りで広間をあとにした。

「見習わなければ……」

　今受けたアドバイスをさっそく実じつ践せんすべく、セラフィーナはピンと背筋を伸ばす。だが途端に腰に痛みが走って、うう、と小さくうめいた。

「どうやらダンスが得意じゃないようだな」

　からかうような声が、ダンスレッスンをしていた広間に響ひびく。あ、とセラフィーナが顔を上げると、大扉の前に腕を組んだイヴァンが笑みを浮かべていた。背後には影のように従うグレンの姿もある。

「イヴァン様」

　リリとシャシャと入れ替わるようにやってきたイヴァンは、広間中央に立つセラフィーナに歩み寄ってきた。

「ダンスは嫌いか？」

　イヴァンは、悪戯いたずらっぽく目を覗きこんできた。

「嫌いではありません。ただ、これまでまったく興味がなかったので」

　なるほどとくすくす笑いながら、セラフィーナの手を取る。

　セラフィーナが首を傾げたのと、イヴァンが繫いだ手をぐいと引き寄せ、もう一方の手を背に回してきたのは、ほとんど同時のことだった。

「あ」

　触れられ、近づかれれば、条件反射のようにセラフィーナの鼓動は高まる。

「踊ってみるか」

「あ、ですが基本中の基本もまだ……」

　喋しやべっている途中で、イヴァンは動きはじめた。

　その動きは、教師であるシャシャのものより格段にやわらかく、セラフィーナは奇跡的に脚を動かすことができた。だが長い間レッスンを受けて疲れた脚は、なかなか思うように動かない。

　イヴァンの胸に突っ伏しそうになったところを、背に回った腕がしっかりと支えてくれる。

「あ」

「肩から力を抜け。遅れてもいいから、俺の進んだ方に動け」

　イヴァンが右脚を出せば、セラフィーナは左脚を下げ、身を引かなければならない。けれどそれができない。動きが遅れれば相手にぶつかるし、ダンスの様よう相そうを呈ていしていないことになる。

　イヴァンはゆっくりと円を描えがくが、セラフィーナはやはりついてゆくことができなかった。

　それどころか、イヴァンの足の甲を思いきり踏んづけてしまう。

「ああ、すみません……！」

「気にするな。それにしてもおまえはつくづく世間の期待を裏切るな」

「世間の期待、ですか？」

「完璧なハミルティーナの容よう貌ぼうをしているのに、外と中のギャップが本当に激しい」

　セラフィーナは近い場所にあるイヴァンの顔を見上げる。

「世間様の期待を裏切るのは仕方ないとして、イヴァン様はお困りですか？」

「おまえの外と中が違うことが、か？」

「はい」

　イヴァンはニヤリと唇を歪ゆがめた。

「まったく困らないな。むしろその方がいい」

「ええと、それはダンスができない方がいい、ということでしょうか？」

「ふ、ダンスができなくても一向に構わないということだ。だが踊れないまま舞踏会に出るのは恥はずかしいか？」

「イヴァン様の恥はじになるのは困ります」

　その言葉に、イヴァンはちょっと子どもっぽい顔で笑った。

「ではおまえがつまずきそうになったらこうしようか」

　そんな言葉が耳に飛びこんでくるなり、セラフィーナはイヴァンに引き寄せられ……ふわりと宙に浮く。

「あっ」

　イヴァンを見下ろすほどに高く持ち上げられていた。

　ええっ？　と驚くパメラの声が背後から聞こえてくる。

「イ、イヴァン様？」

「曲が終わるまで、ずっとこうして支えながら踊ろう」

　イヴァンは軽々とセラフィーナを抱き上げながら、そのままくるりと回った。

「イヴァン様、それでは周囲の方々に迷惑をかけてしまいそうですよ」

　口元に笑みを浮かべながら、グレンが控ひかえめに進言する。

「周りに寄ってこないというなら、やってみる価値がありそうだ」

「……その前に笑われそうですけども」

　ぽそりと呟つぶやくパメラの声は、イヴァンにしっかり聞こえたようだ。

「面と向かって俺を笑えるヤツがいれば、むしろ見てみたいものだな」

　笑う顔が、少々剣けん吞のんだ。その悪そうな顔を、だがセラフィーナはじっと見つめた。視線に気づいたイヴァンはすぐに穏おだやかな顔に戻ると、セラフィーナを見返す。

「おまえは笑われるのを厭いとうタイプじゃないだろう？」

「厭いはしませんが、ダンスの練習はこれからも続けます」

「俺の恥にならないように？」

「はい」

　イヴァンは足を止めると、セラフィーナを下ろした。少し目を伏せて、だがふわりとやわらかな笑みを向けてくれる。

「がんばるのはおまえらしいが、あまり無理はするな」

「無理は、ちょっとくらいはした方がいいと思います。ほどほどでは、ほどほどのことしかできません」

「……」

　イヴァンは驚いたようだが、すぐにそうだなとうなずいた。

「ではどれだけ上達するのか、楽しみにしていよう」

「精いっぱい努力いたします」

　今の自分ではどれほど踊れるかかなり不安だが、とにかく二十日間、努力を重ねようとセラフィーナはあらためて決心する。

「舞踏会用のドレスを誂あつらえよう。おまえに似合いそうな布をいくつか部屋に持っていかせるから、好きなものを選べ」

「イヴァン様、それは慎つつしんで辞退申し上げます」

「……どうして？」

　断られるとは思っていなかったのか、少々不機嫌そうに首を傾げるイヴァンに、

「もう何着も美しいドレスを誂えていただいております。その中から選ばせていただきますので」

　セラフィーナが北の翼棟で暮らす間に、イヴァンは両手の指を超えるほどの数のドレスを誂えてくれた。

　そのどれもが、目もくらむような、美しく高価なドレスばかり。

　ヴァレリアとのお茶会や招かれた貴族の館やかたへ足を運ぶ際に、その都度頂いたドレスで行くのだが、まだ袖そでを通したことのないものもあるのだ。

　セラフィーナがそう説明しても、イヴァンの機嫌は悪いままのようだ。その理由がセラフィーナには分からないから、困ったまま首を傾げる。

「セラフィーナ様、愛いとしい婚約者に美しいドレスを誂えるのは、イヴァン様ご自身の目の保養のためであり、男の道楽であり、自じ慢まんをするためなのですよ」

　傍に控えるグレンが、すかさずそう進言する。

「目の保養、道楽、自慢、ですか？　あの、自慢とは誰に？」

「もちろん、自分以外の世界中の男たちにです」

　そう言って、グレンはにっこり。

「……そう、いうものなのですか？」

　イヴァンを仰ぎ見ると、セラフィーナの婚約者は、言いすぎだと己の従者を睨にらんでいた。だがグレンは、本ほん音ねでございましょう？　とばかりに澄すました顔をしている。

　と、背後のパメラが、小さく声をかけてきた。

　振り返ると、こっそり耳打ちをしてくる。

　その言葉を聞いたセラフィーナはうなずいて、イヴァンに向き直った。

「イヴァン様、ドレスはまだ着ていないものもあるのですが、そう言っていただくのはとても嬉しいです。よろしくお願いいたします」

　ぺこりと頭を下げると、イヴァンは突然意見を翻ひるがえしたセラフィーナを不思議に思ったようだが、すぐにうなずいた。

「明朝には手配させよう。──ああ、立たせたまま悪かったな。早く部屋に戻って休め」

　過か酷こくなダンスレッスンのあとだからか、立っているだけなのに、セラフィーナの脚はぷるぷると震えていた。身体が右に左に揺ゆれることに気づいたイヴァンが、手を取って歩きだす。

「おまえの侍女はなんと言ったんだ？」

　さっき耳打ちをされただろう、と問うてくるイヴァンに、セラフィーナはにこりと微笑む。

「『自分の意見をお伝えするのが正しい時もございましょう。けれど殿下の機嫌の良し悪あしを握っているのは嬢様なんですから、ここはちゃっちゃとうなずくに限りますよ。嬢様だって、イヴァン殿下のご機嫌が麗うるわしい方が嬉しいでしょう？』と」

　一字一句違たがえずそう告げると、パメラが、ひい、と奇妙な声をあげた。同時にグレンが噴き出す。

「ちゃっちゃと、ねえ」

　イヴァンがちらりとパメラを見ると、セラフィーナの侍女は、身体を強張らせながら、ダラダラ汗を流している。

「パメラさんが仰っていることは全面的に正しいですね」

　縮こまるパメラの前にさり気なくグレンが移動して、にこにこ笑う。

　イヴァンはふんと鼻を鳴らして笑った。

「セラフィーナ、俺の機嫌はおまえが握っているんだから心しておけ」

「イヴァン様が嬉しいと、わたしも嬉しいです」

　微笑んでそう言うと、イヴァンはちょっと意味が違うんだがなと苦笑した。
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　その場所は、ひとの声はおろか、物音ひとつしない。ひんやりとした静せい謐ひつな空気の中にいると、自然に足音は最小限に、呼吸すら憚はばかるように、静かに動こうという気持ちになる。

　中央図書館。

　ハミルトン宮きゆう殿でんの、王が住まう中央部にある図書館だ。

　入り口エントランスは、高さ四階分もの吹き抜けで、そこから真まっ直すぐに廊ろう下かが伸びている。

　廊下には臙えん脂じ色いろの絨じゆう毯たんが隙すき間まなく敷しかれており、少々の足音はしっかりと吸収してくれる。

　その廊下の左右には、ぎっしりと本棚が並んでいた。

　黒こく樹じゆと呼ばれている、とても硬かたくて美しい木目を持つ木を使った本棚の高さは、成人男性が精いっぱい手を伸ばしても届かないほどだ。

　それゆえ、あちこちに踏み台が用意されている。

　また図書館内には、そこかしこに長なが椅い子すが置かれていた。

　そこに座すわっているひとびとは、皆みな真剣に書物に視線を落としており、しわぶきひとつ聞こえない。

　セラフィーナは、図書館独特の雰ふん囲い気きと大量の紙の匂いにうっとりしながらも、そのまま廊下を進んだ。奥に行くにつれ、さらに気温が下がったように感じる。

　図書館の照明は、本が痛まないようにという配はい慮りよから、光度の低いものだ。

　オレンジ色の淡あわい照明を頼りに、セラフィーナは図書館の一番奥にまで向かった。そこにいた、椅子に座った図書管理人が、じろりとセラフィーナを見上げた。

　こんにちは、と声をかけると、老年の男は、口の中でもぞもぞと何かを呟つぶやく。

「最上階の図書室へ行きたいのですが」

　図書管理人はセラフィーナをじろじろと見る。

「ここから先は、決められたお方しかお通しすることはできない」

　あ、とセラフィーナは小さく声をあげると、斜ななめ掛がけにしていた小こ振ぶりのバッグの中から、ひとつの鍵かぎを取り出した。

　くすんだ金色のその鍵は、『富ふ貴き花か』の紋もん章しようが刻きざまれている。

　はい、と管理人に見せると、老人は大きな目でぎょろりと鍵とセラフィーナを交互に見つめる。そうして鍵束を手にすると、億おつ劫くうそうに立ち上がった。

　老人の前には、金属でできた門があり、頑がん丈じようなそれには鍵が掛かっていた。管理人はその鍵を開けると、門を押し開けた。

　門の先にあるのは、螺ら旋せん階段だ。

　この階段を上のぼりきったところに、セラフィーナの目的の図書室があるのだ。

　老人は手元にあった角灯ランプを、ほら、と差し出す。

「あの？」

「足元が暗いから、時折階段から落ちる方もおられるのだよ」

「ありがとうございます」

　セラフィーナは礼を言うと、さっそく螺旋階段を上がった。

　なるほど管理人の言うように、灯あかりが乏とぼしいから自分の足先がほとんど見えない。

　慎重に一歩ずつ進み、無事滑すべったり落ちたりせずに上がりきると、階段の終わりには、小さな踊り場と金属でできた扉とびらがあった。

　鍵を差しこんで回す。

　扉はギ、ギ、ギ、とかすかな軋きしみをあげて開いた。

　中は暗く、セラフィーナは手にしていた角灯で室内をかざした。

「……すごいわ」

　中央図書館には、入り口と奥に、六角の形をしたふたつの塔が据すえられている。入り口部分の塔は吹き抜けとなっているが、奥の塔にあたるここには、王家の書物が並んでいた。

　広さは、そうない。セラフィーナが暮らす北ほく翼よくの自室よりも小さいほどだった。

　壁に沿って本棚が並んでいる。三六〇度、本、本、本だ。

　本棚以外には、中央に配された卓たくと椅子しかない。

　厚く敷き詰められた絨毯を踏みしめながら、セラフィーナは部屋に進み入る。

　繊せん細さいな細さい工くの施ほどこされた本棚の、その中に収おさめられている書物が、角灯に照らされてキラキラと光った。

「光る本？」

　等とう間かん隔かくに据えられている照明にひとつずつ灯りを点ともすと、本棚に近づいて確かめてみる。

「背表紙に金きん箔ぱくが貼はってあるのね」

　想像していたほどの数はなかったが、どの本の背表紙も、意い匠しようを凝こらした贅ぜい沢たくな造りのものばかりだった。

　動物の皮や毛皮、極ごく彩さい色しきの鳥の羽で装そう丁ていされた本。

　宝石そのものを埋うめこんだ本。

　ここにしかない本もたくさんあるのだろうなと、セラフィーナはいったいどれから手に取ろうか、迷いに迷う。

　読書好きなセラフィーナは、目の前に本があれば、あるだけ読んでしまいたい性た質ちだった。

　灯り吊つるしに、手にしていた角灯を掛けると、セラフィーナはうずうずしながら、目についたタイトルの本を、次々に取り出した。

『ハミルトン王国の歴史』、『初代王　ベネディクト・ハミルトン』、『神より与えられし富貴花』、『富ふ貴き華か石せき』……などなど。

　ただし興こう奮ふんしていても、『富貴華石』があしらわれていると思おぼしき本には、決して手を出さない。

　──本が破は損そんしてしまっては、あまりにも悲しいもの。

「パメラにも来てもらった方がよかったかしら」

　王家の図書室には鍵を持つ者しか入れないし、本を選ぶのに時間がかかると思い、パメラには自室にいてもらったのだが、ひとりで運べるか少し不安になった。

「運べるだけ運んで、また来ればいいわね」

　セラフィーナはあっさり思い直すと、好奇心に駆かられて、手に取った本の中をチラリと覗のぞく。

　最高級とされている紙──森と澄んだ水が豊富な、セラフィーナの故郷であるアランデル領で漉すいた紙だ──は、インクが滲にじまず、また色を褪あせさせず、いつまでも美しい。そこに、手書きの文字が並んでいた。

　読みたくなるのを我が慢まんして、卓の上に丁てい寧ねいに並べ置く。

　何冊か取り出しているうちにセラフィーナの目が吸い寄せられたのは、この中にあってはあまり目立たない、赤せき褐かつ色しよくの背表紙の本だった。

　単純にイヴァンの髪の色に似ていたから、という理由だったのだが、セラフィーナはその本を本棚から取り出した。

　ほかのものは背表紙にもタイトルが書いてあるのに、この本にはなかった。

　表紙を見ると、うっすらと茶の文字が見えるが、ほとんど消えかけていて、読むことができない。

　古い本で劣れつ化かしてしまったのだろうかと疑問を抱いだいたセラフィーナだったが、本の角は綺き麗れいに尖とがっている。

　首を傾かしげてページをめくった時、ギ、ギ、ギ、と音を立てて扉が開いた。

　赤褐色の本を手にしたまま、セラフィーナは一カ所しかない出入り口を振り返った。

「先客ですか」

　王族とごくわずかな者しか入室できないこの図書室にやってきたのは、セラフィーナが知る人物ではなかった。

　美しい銀色の長い髪、同色の口髭ひげ、長身瘦そう軀く、その身に纏まとうのは漆しつ黒こく。

　セラフィーナは初めて会った時のイヴァンを思い出した。

　夜の花はな庭にわで、イヴァンもまた黒衣姿だったからだ。

　だがその表情はイヴァンとは少しも似ておらず、怜れい悧りな印いん象しようを受ける水色の目が、うっすらと眇すがめられる。

　年齢は、セラフィーナの父よりさらに上だろう。四十代半なかばか、あるいは見た目より、もう少し年配なのかもしれない。

「イヴァン殿下よりこちらの鍵を賜たまわったのですか？　セラフィーナ・アランデル」

　男の声は、温度を感じさせない、ひやりと冷たいものだった。

「はい。……あの、失礼ですが、お名前をうかがってもよろしいでしょうか？」

　その問いに、男は不快げに目を眇めると、肩を竦すくめた。

「王子の将来の妻となる者が、この国の宰さい相しようの顔も知らないとは。もの知らずにも程がある」

「宰相……。では、マキャナリー侯こう爵しやく様さまでいらっしゃいますね」

　失礼いたしましたと頭を下げると、男──マキャナリーは、薄く唇くちびるを歪ゆがめた。

　マキャナリーは『西の侯爵』と言われている。文字どおり西方に特に強い影響力を持っており、国王の覚えもめでたい男だ。

『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』破壊事件の首しゆ謀ぼう者しやクレメンツは『東の侯爵』と呼ばれ、このマキャナリーとはライバル関係にあった。だがクレメンツの失しつ脚きやく以降、マキャナリーの力に拮きつ抗こうする者はひとりもいない。

　彼は今や、国王に次つぐ権力の持ち主で、宮きゆう廷ていではふたりの王子より発言権を持っているとすら囁ささやかれていた。
















　マキャナリーはセラフィーナの詫わびる言葉を無視して、一歩、二歩と近づいてきた。

　男は驚くほど背が高かった。イヴァンも高いが、同じくらいだろうか。

　瘦やせているのに、男には圧倒的な威い圧あつ感かんがあった。距離が近くなればなるほど圧あつ迫ぱく感かんが増してくる。

　この国の頭ず脳のうとも言われている男ならではの迫力だろうか。

　だがセラフィーナは後ずさることなく、その場にしっかりと立っていた。

　マキャナリーは鼻はな眼鏡めがね越ごしに、セラフィーナをじっと見み下おろしてきた。かと思うと、ふいに手を伸ばし、セラフィーナの左手を摑つかんだ。

　その手はひんやりと冷たい。まるで少し前まで氷を握にぎっていたかのようだ。

「侯爵様？」

「『守護富貴華石』……いや、違う。これは『かつて守護富貴華石であったもの』ですね」

　マキャナリーが視線を注そそいでいるのは、セラフィーナの左手に嵌はめられている指輪だ。

　セラフィーナはその言葉を聞いて、ハッと目を瞠みはった。

　イヴァンは以前、「宮廷で『守護富貴華石』のことを話した時、『守護富貴華石』が壊こわれることは万にひとつもないと笑われたし、そもそも『守護富貴華石』が国を守ってくれているなんて信じていない輩やからばかりだ」と言っていた。

　だからふたりの王子は、自分たちだけで『守護富貴華石』の据え換かえを決行したのだ。

　その件については、一向に好転していないはずだ。

　イヴァンが今も『守護富貴華石』の据えられた地へ赴おもむいているのは、王や中ちゆう枢すうがいまだに彼の言うことを信じていないからではないのか？

「侯爵様は、『守護富貴華石』の力を信じておられるのですか？」

　もし信じているのなら、イヴァンやアンドリューの手助けをしてほしい。

　そう願うセラフィーナを、だがマキャナリーは感情のうかがえない眼まな差ざしで見下ろしてくる。

「信じていると言ったら？」

「ならばぜひ、各地に据えられた『守護富貴華石』の調査をしてはいただけませんか？」

「調査」

「はい」

　セラフィーナは、『守護富貴華石』の寿じゅ命みょうが今や尽きかけていること、近いうちに力の暴ぼう走そうは避さけられないこと、それを回かい避ひするためには新しい『守護富貴華石』に換えなければならないことを、マキャナリーに説明する。

「ですから、ぜひふたりの殿下への援えん助じよをお願いしたいのです」

　セラフィーナが話している間、マキャナリーは黙だまったままひと言もなかった。

　そうしてセラフィーナが返答を待って、ひたすらに侯爵を見上げていると、マキャナリーは退たい屈くつそうに息をついた。

「それは王子らが勝手にしていることでしょう。宮廷が力を貸す段階にはありません」

　そうそっけなく返されてしまったセラフィーナは、思わず彼に一歩詰め寄った。

「何ゆえ援助をしていただけないのでしょうか？　国の危機ですのに、陛へい下かも宮廷の方々も、あまりにも泰たい然ぜんとされすぎてはいらっしゃいませんか？」

　その時、マキャナリーの双そう眸ぼうが、底光りするほど強い光を放った。

「その発言は陛下を侮ぶ辱じよくしている」

「侮辱、ですか？　いいえ、決して侮辱などしておりません」

「陛下のなさることに対し、意見すること自体、不ふ敬けいに当たる。もし今ここに陛下がおられたら、君は首を刎はねられてしまっても文句は言えません」

　セラフィーナは大きな瞳をいっそう見開いたが、口を噤つぐむことはなかった。

「では、もし仮に、陛下が間違った道へ進もうとした時、誰がお諫いさめするのでしょう。誰もが口を噤めば、正しい言葉は、陛下のお耳には届かないのではないでしょうか」

　それは、セラフィーナにとっては心からの言葉であり、本音だった。だがマキャナリーはセラフィーナが言い終えるなり、唇を軽く歪めた。

　それはとても微かすかなもので、よくよく見ていなければ分からない程度の笑みだった。だが心から楽しいとか面おも白しろいとか、そういった感情から溢あふれた笑顔ではなく、何かを哄こう笑しようしているように、セラフィーナには感じられた。

　何を嗤わらっているのだろうか。自分の言葉は、そんなにおかしかったのだろうか？

　マキャナリーの笑みは淡あわ雪ゆきのように消えて、すぐに人形めいた無表情に戻る。

「正しいおこないをしさえすれば、正しい世界になる。……本気でそう信じているとしたら、ずいぶんと純真な娘だ。──セラフィーナ君、君は本当に、王子に嫁とつぐ覚かく悟ごができているのですか」

「え？」

「『壊しのセラフィーナ』。壊しの王の力を強く引いている君が、咲かしの王子たるイヴァン殿下と添そう覚悟が本当にあるのかと、訊きいているのです」

　──『守護富貴華石』のことばかりでなく、わたしが『守護富貴華石』を壊す力を持っていることもご存じなのね……。

「それは、どなたから訊かれたのですか？」

「それ？」

「イヴァン様とわたしが、咲かしの王と壊しの王の力を持つことを、です」

　単刀直入、ずばり訊たずねると、マキャナリーは、真意をうかがえない冷えた眼差しで、セラフィーナを見据えた。

「ひとの目はどこにでもあります。精度のいい耳も」

　マキャナリーはそう言いながら、セラフィーナに手を差し出す。

「あの？」

「その本を」

　請こわれて、セラフィーナは素直にマキャナリーへと赤褐色の本を渡す。

　マキャナリーは本を開くと、最初のページに素す早ばやく目を滑らせた。そして、ごくほんのわずかに口元を歪めて笑う。

「この本はわたしが先に読ませてもらいます」

　よろしいですねと言われて、セラフィーナはうなずくが、なんの本なのか興味が募つのった。

「それは、なんの本ですか？」

　だがその問いは軽く無視されてしまう。

　マキャナリーは黒いマントを翻ひるがえすと、あとはもう何も言わずに図書室を出て行ってしまった。

　ひとり残されたセラフィーナは、空からになった両手を見つめ、そうしてマキャナリーが出て行った扉に目を向けた。

「……正しいおこないをしさえすれば、正しい世界になる。そう考えるのは間違っているということ？」

　マキャナリーの言葉の意味が、セラフィーナには理解できなかった。
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　ハミルトン宮殿から、馬で一日かからずに行けるレストンには、『守護富貴華石』が据えられている。

　王都ハミルティアの南東に位置するここは、ハミルトン王国内でも気候が温暖なため、王侯貴族の別荘、別邸が多く建てられていた。

　またレストンは、『芸術のレストン』とも呼ばれている。

　古くから、『富貴華石』や他国から輸ゆ入にゆうした鉱こう物ぶつを加工するための工房が建ち並んでいるからというのと、芸術家や職人が多く住んでいるからというのが、ふたつ名の理由だ。

　美しいものに敏びん感かんな者たちが集まっているからか、町全体が、まるでひとつの芸術品のように美しい。

　ところが完かん璧ぺきに整備されていると思いきや、思いも寄らぬところに計算された隙すきがある。

　たとえば大通りごとに建ち並ぶ家々の壁や屋根の色は決められているのだが、ひょっこり一軒だけ、まったく違う意匠のものが建てられていたり、町全体が遊ゆう戯ぎ場じようのように彩いろどられているが、一角のみ無む彩さい色しきの場所があったりするのだ。

　遊び心いっぱいであり、レストンは何度足を運んでもさまざまな顔を見せる、楽しい町だった。

『富貴華石』にちなんだ美術館や博物館もたくさんあるから、長く滞たい在ざいしていても飽あきることがない。

「セラフィーナ様はきっと気に入られるでしょうね」

　馬上であっても、半歩後ろにつくグレンが、揃そろえられた紺と赤の屋根に目を向けながら、ふと思いついたようにそんなことを言った。

「そういえば、レストンはアンドリューも気に入っていたな」

　己おのれの兄を思い出したイヴァンも、微かに唇に笑みを浮かべる。

　セラフィーナもアンドリューも、新しいものを作るということが、とても好きなようだ。

　何ができるか分からないからこそ楽しい、作る意味があるとは、セラフィーナの弁べんだが、無む駄だになるかもしれないことをわざわざ好んでするという感覚が、イヴァンにはなかった。

　だがそれはイヴァンの考えで、セラフィーナがしたいというのであれば、反対するつもりはもちろんない。

　怪け我がさえしなければ、好きなことをして、いろいろなことに楽しみを見み出いだせばいいと思っていた。

「あのふたりは本当に好みが似ている」

「妬やけませんか？」

　グレンが悪戯いたずらっぽく笑いながら訊ねてくる。イヴァンは軽く目を瞠みはり、だがすぐにじろりと我が従者を睨にらみつけた。

　グレンは小さく肩を竦めると、にっこり笑う。

「冗談です。似すぎていると逆に恋愛関係には発展しないといいますし」

　その言葉には、ちょっと癪しやくだがイヴァンも賛さん同どうする。

　自分とかけ離れた性格のセラフィーナに心惹ひかれたのは、紛まぎれもない事実だ。

　似ていたら、あるいはこんな感情は抱いだかなかったかもしれない。

　とはいえ、セラフィーナとアンドリューが近い性質をしているというのは、それはそれで複雑な気分になるが。

　軽口を叩たたいているうちに、王家の離り宮きゆうの門前に差しかかった。

　王都の宮殿の規き模ぼとは比べようもないが、それでも収容人数が千を超す大広間や、招待客を、使用人を含めて宿泊させることができる程度の広さは備そなえている。

　門前には番人がふたり、背筋を伸ばして立っていた。

　彼らは抜かりなく門前の大通りを進む者たちひとりひとりに目をやっているから、イヴァンは少し馬を急がせて道を走った。

　そのまま速度を落とさず、一気にレストンの聖堂がある森まで向かった。

　離宮から聖堂まで、さほど時間はかからず、徒歩でも来られる距離だ。

　レストンは以前から温暖と言われており、また季節的にも短い夏がもうすぐやってくることもあって、外がい套とうがなくてもまったく問題なかった。

　だが夏が近いとはいえ、やはり以前より温度が上がっているように体感する。

　森の中に入ると、イヴァンは速度を落とし、こんもりと生おい茂しげった木々の中を進む。

　ハミルトン宮殿から一日以内で来られるという距離であることから、レストンには頻ひん繁ぱんに足を運んでいる。

　前回やって来た時には、レストンの聖堂や『守護富貴華石』に、異常はなかった。だが聖堂に近づくにつれ、イヴァンの目が厳きびしさを増した。

　馬はイヴァンの思いを察してか、次第に脚あしを速めてゆき、しまいには走りだした。後ろにつくグレンの馬も同様だ。

　そしてレストンの聖堂前に到着したイヴァンは、馬上から聖堂入り口に鋭するどい視線を注ぐ。

「イヴァン様」

「アランデル領の聖堂と同じだな」

　金属で作られた入り口扉には、剣や斧おので切り裂さかれたものとは明らかに違う、恐おそらく薬品で溶とかされたと思おぼしき穴が、ぽっかりと空あいていた。





[image: ]






「レストンの聖堂が？」

「『守護富貴華石』に異常はなかったがな」

『富貴花』の様子を見回っていたイヴァンは、花庭の外で待つアンドリューに目を向けないまま、ぶっきらぼうにそう告つげた。

「聖堂の扉を壊したけど、『守護富貴華石』にはまったく手を出さなかったの？　それとも、壊そうとしたけど無理だったのかな？」

「後こう者しやだ。劇薬らしいものを『守護富貴華石』にかけた形跡があった」

『守護富貴華石』を据えるための祭さい壇だんは、『守護富貴華石』の硬かたさとは比ぶべくもないが、それでも天然石の中では一番硬いとされているものを使用している。意図して傷つけでもしない限り、劣化はほとんどない。だがその祭壇が、無む残ざんにも抉えぐれていたのだ。

　劇薬がそこに落ちたからだろう。

　セラフィーナと侍女のパメラがアランデル領内の聖堂で襲おそわれた時、クレメンツ側の者たちが手にしていたのも劇薬だった。

　その時、ほとんどは拘こう束そくできたのだが、数人を取り逃がしていた。

　逃にげ延のびた者たちが、行動を再開したのだろうか。

「ねえ、イヴァン」

「駄目だ」

　アンドリューが何事か言いかけるのを制して、イヴァンは首を振った。

「まだ何も言ってないだろう？」

　むう、と子どものように唇を尖らせる兄に、イヴァンは大おお仰ぎようにため息をついてみせた。

「どうせレストンの聖堂に行きたい、もしくはなんの劇薬か調べるために扉を持ってきたい、のどっちかだろう？」

「すごい。イヴァンは僕の頭の中を透とう視しでもできるの？」

「何莫ば迦かなことを言ってる。おまえが行くのは言ごん語ご道どう断だん。劇薬を調べるのはまあいいが、それだって、たいした成果は得られないだろう」

「劇薬が国内のものか国外のものかくらいは分かるよ。それがとても珍めずらしいもの、希き少しようなものだとしたら、入手経路も限られてくる。そこから突とつ破ぱ口こうが開けるかもしれない」

　普段から突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだすアンドリューだが、意外にも真まっ当とうなことを口にする。

「なるほど、確かに一理ある」

「だったら……！」

「研究員たちをやって、扉を取ってこさせろ。おまえがわざわざ足を運ぶ必要はない」

　ばっさりとそう言いきると、アンドリューは不満も露あらわに眉み間けんにしわを寄せた。

「次期王たるおまえが、そう簡単に外に出られると思うな」

「継けい承しよう権けん第二位の君に言われたくないんだけど」

「第二位にすぎないからな」

　澄ましてイヴァンが言うと、アンドリューにしては珍しく、むむ、とうなって黙りこんだ。

　権力にまったく価値を見出せないイヴァンにとって、王子という身分はありがたいどころか邪じや魔までしかない。

　出しゆつ奔ぽんしたって構わないとすら、幼い頃は考えていた。

　だが今は、少し違う。

　もしイヴァンが、自分の自由を優先させて身分を捨てたあとで国に凶きよう事じが訪おとずれたとしたら、絶対後こう悔かいするし、その思いを一生引きずることだろう。

　王子という身分であればこそできることがある。

『守護富貴華石』の件もある。

　なすべきことを終えてからでなければ、やりたいことをする気にもなれない。

　ともあれ今は、国の危機を乗り越えなければならないのだから。

「大体おまえ、結婚の儀ぎの前の晩ばん餐さん会かい準備はどうした。もう二十日もないのに、招待状も届いていないぞ」

「舞ぶ踏とう会かいなんてしてる場合じゃないと思うんだけど。……あ」

「『あ』？　なんだ？」

　突然アンドリューは、何かを思いついたように上空を睨みつけ、そしてふいににっこりと顔を綻ほころばせた。

「……何を企たくらんでいる」

「なんにも企んでないよー」

　噓うそだ。

　イヴァンだけでなく、傍そばに控ひかえていたグレンもセスも、同じ言葉を胸の内で呟いた。だがアンドリューはにこにこ笑いながら、まるでその場から走りだしそうな足取りでイヴァンから距離を取った。

「研究員たちに、レストンの聖堂の扉を取ってきてもらうよ。それで劇薬の種類を特定する。分かったらすぐにイヴァンに知らせるね」

　じゃあ！　と勢いよく手を振って歩きだしかけたアンドリューは、だが何を思ったのか引き返してきた。

　イヴァン、と手て招まねきをする。

　セラフィーナほどではないが、よくものを壊すアンドリューには、絶対にこの『富貴花』の花庭には入らないようにときつく言っている。

　弟の言葉を守って、アンドリューは決して彼の花庭に足を踏み入れようとしない。

「なんだ」

「今日は、もう外には出ない？」

　イヴァンが宮殿の外に出るのは、『守護富貴華石』の確認と、国家転てん覆ぷくを狙ねらっていたクレメンツの、今も行方ゆくえがしれない仲間の捕ほ獲かくのためだ。

　それ以外の時間はといえば、『富貴花』の花庭の世話をしている。

　セラフィーナが、イヴァンと数日に一度会えればいい方というのは、自分以外の者でもできることですら、己がしているからだ。

　花庭の世話はイヴァンにしかできないが、『守護富貴華石』の確認も犯罪者の捕獲も、本来ならば他者にさせればいいことだった。

　だがイヴァンは、そうしない。

　自分の目で確かめなければ気が済まないということと、理由はもうひとつあった。

「今夜は『守護富貴花』が咲きそうだからな」

「そう」

　アンドリューはうなずくと、『光こう耀ようの王子』と呼ばれるままの、光に満ちた眼差しを細めて、イヴァンの頭をぽんぽん、と撫なでた。

「……は？」

　イヴァンはアンドリューより背せ丈たけも体格も勝まさっている。自分より小さな兄に、頭をぽんぽんされたイヴァンは、思いきり眉間にしわを寄せて不快感を露わにした。

「君にも、もう少し気心の知れたひとができるといいね」

「……」

「君を慕したっているひとは案外たくさんいるよ。特に軍なんかにね。あんまり根こんを詰めて動かないように。自分の体力を過信していると、あとで痛い目に遭あうよ」

「……痛い目ってなんだよ」

「お兄ちゃんからの忠告はちゃんと聞いてね」

　アンドリューはやんわりと目を細めて笑うと、今度こそ踵きびすを返し、セスを従えて花庭をあとにした。

「気心の知れたひと、ね」

　兄は言葉を選んだようだが、言いたいことは伝わった。

　要するに、もっと信頼できる者を作れと言っているのだ。

　アンドリューが管理する、科学省の研究員たちのような。

　総勢五十人ほどいる科学省の研究員たちは、アンドリューを心から敬愛している、変わり者集団である。

　おかしなものを作っては大おお騒さわぎをしている連中で、ごくごくまれに、役に立つものがひょっこりできることもあるが、大たい抵ていはガラクタだ。

「アンドリュー殿下は、イヴァン様のことが心配でならないようですね」

　グレンをちらりと見たが、イヴァンはすぐに花庭に戻る。

　今は硬い蕾つぼみの数は、そう多くはない。だが四年以上『富貴花』を育ててきたイヴァンの目には、普通の『富貴華石』が咲くものと、特別な『守護富貴華石』が咲く『富貴花』との区別がつくようになっていた。

『守護富貴華石』を抱いだく『富貴花』の花びらは、うっすらと発光しているのだ。それは陽光のように強いものではなく、月の如ごとく蒼あお白じろくはかない光。

　花が開くまでは触ふれることはできない。イヴァンは慎しん重ちように蕾を見て回ってから、花庭を出た。

「おまえも何か言いたそうだな」

　十年間、常に傍にいるグレンの目を見れば、腹に何を溜ためているのか察することができる。

　グレンは、ひょいと肩を竦めると、いつものように笑みを浮かべた。

　貴婦人らには大絶賛される笑顔だが、イヴァンには見慣れた癖くせのあるものと映うつる。

「セラフィーナ様が北の翼よく棟とうにいらしてから、イヴァン様は少し変わられたように感じておりました」

　からかうなと、じろりとグレンを睨むが、相手の双眸は揶や揄ゆするものではなかった。

　つと黙りこんだイヴァンに、グレンは諭さとすような穏おだやかな口く調ちようで続ける。

「イヴァン様が傷つかれたら悲しむ方がおられます。それをどうぞお心に留とめていていただきたいのです」

　グレンが言いたいのは、アンドリューと同じことだった。

　何から何まで自分でしようとするイヴァンが気にかかるのだろう。

　──だが。

「あいにく自分で見聞きしたものしか、信じない性た質ちなんだ」

　イヴァンの応こたえに、グレンはふと苦笑した。

「ええ、存じ上げておりますよ」

　長くともにいるこの従者のことは信用している。

　やることなすこと頭が痛いが、異母兄のことも。

　そして、大切にしたいと願う婚約者も得た。

　けれど彼ら以外で、信じるに足る者の名は、イヴァンの脳のう裏りには浮かばなかった。
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　ハミルトン王国第一王子アンドリュー・ハミルトンと、エメリー国第三王女ヴァレリア・エメリー主しゆ催さいの舞踏会の招待状には、王家の紋章である『富貴花』が四よ隅すみに刻こく印いんされている。

　百年経過しても色褪あせない高級紙で作られた招待状だが、なぜか真ん中には小指の先ほどの窪くぼみがあって、セラフィーナは軽く首を傾げた。

「何かしらこれ」

　隣に立つパメラに招待状を見せると、侍女はああ、とうなずいた。

「ここ、ほかの招待状には『富貴華石』が嵌めこまれているらしいですよ。『富貴華石』なしは、嬢様専用ってわけですね」

　なるほど、『富貴華石』に触れると壊してしまうことを知るアンドリューの配慮かと、セラフィーナは小さく笑う。

　続いて招待状に記しるされた、日時と場所に目を落としたところで、セラフィーナはあら、と小さく声をあげた。

「また何か？　嬢様」

「場所は、南の翼棟ではないのね」

「じゃあどこで？　中央広間ですか？」

「『レストンの離宮にて』とあるわ」

「レストン、……てことは、招待客の貴族の方々は、レストンへゾロゾロ大移動ってことですか？」

「そうね」

「それは壮そう観かんでしょうねえ。箱馬車がつらなっていくさまが想像できますよ」

「レストンって、『守護富貴華石』が据えられているところだわ」

　数日前にもイヴァンが出かけていたはずだ。

「え」

　アランデル領で『守護富貴華石』がらみで襲われた出来事が、パメラにはトラウマになっているようだ。『守護富貴華石』と聞いた途と端たん、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「そうだわ。レストンで舞踏会がおこなわれるのなら、イヴァン様も聖堂へ行くことを許可してくださるかもしれないわね」

　急にセラフィーナは目を輝かせた。

　毎夜レッスンをしているというのに、なかなかダンスが上達しないことで、セラフィーナは最近へこみ気味だったが、これで舞踏会も楽しみになってきた。

　だが、

「おやめくださいな、嬢様……！」

　パメラが慌あわてて首を振った。

「やめるって、何を？」

「もちろん、聖堂行きとそれをイヴァン殿下にお願いすることでございます！」

「どうして？　いずれは『守護富貴華石』を壊さなければならないのだから、自分の目で様子を見るのも大事だと思うのだけれど」

「嬢様は『守護富貴華石』を壊した時、ご自分がどんなご様子になるか分からないから吞のん気きなことを仰おつしやられるんですよ。絶たえずうなされて、顔色なんて青どころか真っ白で……！」

　パメラは拳こぶしを握って力説する。

　最初に『守護富貴華石』を壊した時、セラフィーナは意識を失った。

　あの時セラフィーナは、頭の中を真しん紅くに塗ぬり潰つぶされ、何者かが争う様子や恐おそろしい叫さけび声が聞こえ、そして全身を切り裂かれたような激しい痛みを感じた。

『守護富貴華石』が長い間受け続けてきた、ありとあらゆる『負ふ』にまつわるものが、一気に流れこんできたのではないかと、セラフィーナは想像していた。

　痛みは、怖こわい。

　けれどセラフィーナには、もっと怖いものがある。

　それは、この国が壊れてしまうこと。

　国家という漠ばく然ぜんとしたものではなく、セラフィーナにとっての国とは、そこに暮くらす大切なひとたちのことだ。

　セラフィーナは、己や、己の大事なひとたちが暮らすこの国を失いたくない。

　それはとても単純で、だがそれゆえにとても強い思いだった。

「嬢様を『守護富貴華石』に近づけたくないと仰ることに関しては、あたしはイヴァン殿下に全面的に賛成です。もしかしたらもっと別の手段があるかもしれないじゃないですか」

「パメラは、わたしが聖堂に行くのは反対？」

「大・反・対、です！」

「……そう」

　セラフィーナは小さくため息をついた。

　皆セラフィーナの身を慮おもんぱかってくれるのは嬉しいが、だからといって自分が何もしないというのも違う気がする。

　壊しの力を持っているのなら、それを使うのは正しいことなのではないか？

『正しいおこないをしさえすれば、正しい世界になる。……本気でそう信じているとしたら、ずいぶんと純真な娘だ』

　正しい、という言葉が引き金になって、図書室で会ったマキャナリーを思い出した。

　正しいこと。正しいおこない。正しい世界。

　間違ったこと。間違ったおこない。間違った世界。

　それらはイコールで繫つながらないのだろうか。

　物事を真まっ直すぐにしか考えられないセラフィーナにとって、この問題はどうにもこうにも難問だった。

「とにかく嬢じよう様さま。レストンには、舞踏会にお呼ばれして行くのですから、何はともあれダンスの習得ですよ。昨夜はちゃんとステップができてましたから、今夜もがんばってくださいね」

「……そうね。まずはダンスだわ」

　舞踏会まであと十日。

　普段履はかない踵かかとの高い革かわ靴ぐつでレッスンをしているから、足の裏はマメだらけだ。痛みと違和感に、ただでさえ鈍にぶい動きがさらに緩かん慢まんになって、ステップはたどたどしいことこのうえない。

「あとはドレスですね。仮かり縫ぬいは済んでいますし、明後日あさつてくらいには届くそうですよ」

　楽しみですと、パメラは自分のことのように嬉しそうだ。

　イヴァンにつけてもらったふたりの侍女も、仮縫いにやってきた仕立て屋も小物係も、皆やたらと張り切っていて、着る本人が戸と惑まどうほどだった。

「舞踏会の主役はアンドリュー殿下とヴァレリア姫なのだから、招待客は普通のドレスでいいと思うのだけれど」

「ヴァレリア姫より目立つのは確かに控ひかえるべきでしょうけども、嬢様、忘れてはいらっしゃいませんか？」

「え、何を？」

　セラフィーナが首を傾げると、パメラはなんで分からないんですかと不服そうに唇を尖らせる。

「イヴァン殿下のご婚約者として、初めて公式の場に出席なさるってことですよ。嬢様をひと目見ようとしている貴族の方々もわんさかいらっしゃるはずです。イジワルな方々は、きっとあら探しする気満々ですよ」

「……ああ」

　そういうことかとうなずくが、それはセラフィーナにとってさしたる問題ではなかった。

　貴族たちがどんな目でセラフィーナ自身を見ようと、気にはならない。

　ただ己のおこないが、イヴァンやアンドリュー、ヴァレリアたちに迷めい惑わくにならなければいいと思うだけだ。

「嬢様は興味なさそうですけど、精いっぱい着飾らせていただきますよ。ほかの貴族のお嬢様以上、ヴァレリア姫未満を目指しますからね！」

　嬢様も心得ていてくださいなと、パメラは俄が然ぜん張り切っている。

　セラフィーナのことを思って言ってくれていると分かるから、少々難なん儀ぎではあるけれど、小さく笑ってうなずいた。
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『芸術のレストン』の大通りを進む箱馬車の中から、セラフィーナは興味深く外を覗く。

「王都にやってきた時にもびっくりしましたけど、レストンも個性的な町ですねえ」

　逆側の窓からやはり大通りに面した店々を見るパメラの目も、大きく見開かれっ放しだ。

　レストンの店は、看板ひとつをとっても個性的だった。

　王都ハミルティアは、洗せん練れんされながらも、そこはたくさんのひとびとが集まる都のため、さまざまな色彩に溢れている。

　そんな王都に対し、『芸術のレストン』は整然とした印象の中に、ときおりハッと目を瞠みはる奇抜な建物があって、セラフィーナはわくわくと胸を弾はずませた。

　到着したレストンの離宮もしかりだ。

　離宮内の建物のひとつ、舞踏の間がある宮は、とても楽しい形をしていた。

　広間は第一から第五まであり、そのうち中央広間は、千人を収容できる。

　この建物を中央にして、回かい廊ろうが八本。うち正面東側の回廊を除のぞく、七本の回廊の突き当たりには五階建ての塔がある。

　東側の回廊は、ほかと比べて短く、広間への玄関ホールとして使われていた。

　玄関ホールといっても、一度に五百人は収容できる広さがある。

　面白いのは、五階建ての塔の外壁の色が、すべて異なっていることだ。

　白、水色、黄、薄うす紫むらさき、薄緑、赤褐色、黒。

　塔はそれぞれ、白の塔、などと色の名で呼ばれていた。

　この塔には、王族もしくは近しい血筋や間柄の者たちが泊まる。

　もちろん塔以外にも、敷地内には宿泊ができる屋敷がいくつもあるし、レストンは保養地としても有名で、名のある貴族たちならば、大抵は近場に別邸を持っていた。

　セラフィーナは、中央の大広間から東南の位置にある、水色の塔を宿泊室として与えられた。

　一階には控えの間と侍女たちの部屋、二階は居間、三階は食事を摂とったり寛くつろいだりする部屋、四階は衣装部屋、五階は寝室と、侍女たちはてきぱきと振り分ける。

「セラフィーナ様、そろそろお召し変えをいたしましょう」

「え、まだ暗くもなっていないけれど、早くない？」

「ちっとも早くなんてありませんわ。さ、セラフィーナ様」

　ふたりの侍女は満面に笑みを浮かべながら、さあさ、と四階の衣装部屋へと誘いざなう。

　衣装部屋に入った途端、セラフィーナは目を瞠った。

「準備万端ですよ、嬢様！」

　パメラが眩まぶしいほどの笑顔で、ぐっと親指を立てた。

　部屋には、身に着ける順に、ドレスや小物がずらりと並んでいた。

　やる気満々の三人の侍女たちに引っ張られ、セラフィーナはあれよあれよという間に、身に着けていた服を剝はがされる。

　まずはと着けたのはコルセットだ。

　腰を強調させるために、コルセットは必ず着けなければならないのだが、今回のものは、まったく締めつけられる感じがしない。

「……苦しくないわ」

　思わずそう言うと、ふたりの侍女は、うふふと笑った。

「今回は最新のコルセットをご用意させていただきました。お腰をスラリと見せるためにはコルセットが必要不可欠ですが、締めつけすぎては健康を損そこなってしまいます。そこで、お着けする方に痛みや苦しみを与えないようなコルセットが、最近になってようやく作られるようになったのです」

「そうなの。仕立ての仕事も日につ進しん月げつ歩ぽね」

「はい。どうぞ、ドレスをお着けくださいませ」

　侍女たちが、これが一番似合いますよと太たい鼓こ判ばんを押してくれたのは、透とう明めい感のある淡いオレンジ色の布だった。

　光が当たる角度によっては、金色や黄色といった暖かな色彩に見える。

　夜会や舞踏会で着用するドレスは、デコルテ部分が露わになったものが最近の流行だ。

　腰をきゅっと絞しぼった形は引き続き人気があって、今回イヴァンに誂あつらえてもらったドレスもその流行が意識されている。

　この形のドレスは、以前着た時には深呼吸ができないほど締めつけられたのだが、コルセット同様に、まったく苦しくなかった。

　よかったわと、内心でホッと安あん堵どする。

　精いっぱいレッスンをしたが、いまだ不安が残るダンスに加え、身体からだを締めつけるドレスを着たら、上手に足を動かせる自信がまるでなかったのだ。

　だがふわりと軽かろやかなこのドレスならばと、ほんの少しだけ、その不安がやわらいだ。

「侍女繫がりの情報ですと、ヴァレリア姫は紫を基調としたドレスや『富貴華石』をお召めしになられるそうですよ」

「ヴァレリア様は、紫色がとてもよくお似合いだものね」

　セラフィーナは美しいドレスを纏まとうヴァレリアを思い浮かべて、思わず小さく微笑ほほえんだ。

　ドレスを着ると、さあどうぞと鏡の前に置かれた椅子へと誘いざなわれる。

　ひとりはセラフィーナの後ろに立って髪を、もうひとりとパメラは前にひざまずいて化け粧しよう道具をあれこれと出す。

「舞踏会ですので、帽ぼう子しは厳げん禁きんです。ですから皆さん、結ゆい上げた髪に、宝石や『富貴華石』、リボンやレースでできた大振りな髪飾りをお着けになりますが、セラフィーナ様は金の御お髪ぐしがとてもお美しいので、むしろ飾りは控えめになさった方がよいかと」

　器用な侍女は、セラフィーナのサイドの髪とオレンジ色のリボンを編あみこみして後ろでひとつにし、高い位置でまとめる。その編みこみをしたところに、『富貴花』を模もした小さな髪飾りを、いくつも留める。

「この髪飾りは……」

　思わず自分の左手に嵌はめられた指輪に目を落とす。

「はい。イヴァン殿下からの贈おくり物ですわ。ドレスの邪魔にならないならば、これを使うようにと仰られたものですから」

　セラフィーナは目を丸くして、だがすぐにふっと笑みを浮かべた。

　研けん磨まされた、夜の闇やみのような宝石でできた髪飾りは、過去『守護富貴華石』だった石に間違いない。

　セラフィーナは『富貴華石』を身に着けることができない。だが役目を終えた『守護富貴華石』ならどうかと、以前イヴァンは指輪を作ってくれた。

　今着けている髪飾りもそうなのだろう。

『富貴華石』を着けられないセラフィーナにと、イヴァンは考えてくれたのだ。

　セラフィーナの金の髪の上に、黒い石の花はとても美しく映はえた。

　一方化粧の方はといえば、侍女とパメラがふたりして色の吟ぎん味みをしていた。

「紅べにはやはり、ドレスに合わせて少しオレンジがかったものの方が統一感があっていいわね」

「そうね。今こ宵よいは仮面舞踏会だから、口元はとっても重要だわ」

　仮面といっても、顔のすべてではなく、上半分を隠かくすタイプのものだ。

　肌はだにいろんなものを塗りたくられ、白粉おしろいをはたかれ、頰ほお紅べにを差され、紅を塗られる。

　されるがままだったセラフィーナは、お化粧、終わりましたよ、とパメラに言われて、鏡に映る自分を初めて見た。

　劇的に変わったということはないが、少しだけ大人びて見えた。

「さあ、最後の仕上げですよ」

　石のない、細い金の鎖くさりが雫しずくのように何重にも垂たれた首飾り、長いレースの手袋、艶つややかな革靴と、次々に身に着けてゆく。

「はい、できました。素す敵てきですよ、嬢様！」

　立ち上がったセラフィーナを見るパメラとふたりの侍女の目には、「力作！」という文字が浮かんでいるように見えた。

「ありがとう。腰が楽でホッとしたわ」

　正直な感想をつい口にしたセラフィーナだったが、三人はそれを聞いてがくっと肩を落とした。

「嬢様、もう少し違った感想は……いえ、嬢様にそれを望むのは間違ってますね」

　三人を代表して、パメラが乾いた笑いを頰ほおに張りつかせながら、諦あきらめたようにそう言ったのだった。
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　舞踏会の始まりは、通常の夜会と比べ、少し早い時間に設定されていた。

　開始時間は午後七時。

　セラフィーナは時間に充分間に合うようにと、少し早めに四階の衣装部屋から階下へと下りる。すると二階の居間に、セラフィーナを待つイヴァンの姿があった。

　カシュカシュを膝ひざに乗せ、長椅子で寛くつろぐイヴァンを見た途端に、セラフィーナの脚あしが少しだけ速まる。

「イヴァン様」

　声に、イヴァンの目がセラフィーナに向かう。そしてセラフィーナの姿を映した双そう眸ぼうが、軽く見開かれた。

　立ち上がったイヴァンは、目の前に立つセラフィーナへ微笑む。

「よく似合っている。仮面で隠すのがもったいない……と言いたいところだが、隠しておいた方がいいか」

「隠しておいた方がいいような、おかしなところがございますか？」

　パメラを筆頭に、侍女たちは褒ほめてくれたけれど、妙な部分があるのだろうかとちょっと不安になる。

　だがイヴァンは喉のど奥おくで低く笑うと、違う、と首を振った。

「隠しておかなければ、ほかの男たちが花に群むれる蝶ちようのように寄ってきそうだってことだ。……意味が分からない、という顔をしているな」

「ええと、はい。あの、おかしなところはない、のですね？」

　もちろん、とイヴァンはうなずいたから、ホッとする。

　安堵したセラフィーナは、あらためてイヴァンの姿に、控えめに視線を滑らせる。

　普段剣を腰に佩はくからか、短い丈たけの上着を好むイヴァンだが、今夜は舞踏会のため、長めのものを着ている。

　首元を隠す形のその上着も、長い足を包む下衣も黒だ。

　それが、燃えるような髪とよく合っていて、目を奪われる。

「セラフィーナ？」

「あの、とっても素敵です」

「ん？」

「濃こい色のお召し物は、イヴァン様にとってもよくお似合いで、思わず見み惚とれてしまいました」

　思ったことをそのまま口にすると、イヴァンは言葉が詰まったように、一拍黙りこんだが、ひとつ空から咳せきをすると、微かに笑った。

「……そうか」

「はい」

「あのー、そろそろ刻こく限げんでございますよ」

　互いを褒ほめ合うふたりの後ろから、そう声をかけてきたのはグレンだ。

「……分かった」

　途端に仏ぶつ頂ちよう面づらになったイヴァンだったが、セラフィーナに手を伸ばす。

　さり気なく背に掌てのひらを当てられて、少し肩が震えた。

「寒いか？」

「あ、いえ、違います」

　ふいに触れられると、鼓動が跳はね上がる。けれど、ドキドキして息が止まりそうになっても、イヴァンの温もりを感じる距離にいられることこそが、セラフィーナにとって一番の喜びだった。










　回廊を進み、玄関ホールまで行くのかと思いきや、イヴァンは水色の塔の入り口につけさせた箱馬車に、セラフィーナを乗せた。

　おまえたちも来いとイヴァンに言われたグレン、カシュカシュを抱いたパメラも乗ると、馬車はすぐに走りだす。

「あの、玄関ホールに行かれるのでは？」

「あんなところに行ったら最後、飢うえた猛もう獣じゆうたちの餌え食じきだ」

「猛獣？　もしやアンドリュー殿下は、本当に動物を広間に放はなったのですか？」

　ヴァレリアの部屋でアンドリューが嬉しそうに話していたが、もし本当に動物を放つのだとしても、害のないものかと思っていたと、セラフィーナは目を丸くする。

　ところがイヴァンも、同じように驚いていた。

「は？　あいつ、そんなことをするつもりなのか？」

「動物を放つという案は、セス殿が必死にお止めして、回避されたはずですが」

　グレンが絶妙なタイミングで口を挟はさむ。

「あ、そうなのですか。ではイヴァン様、猛獣とは？」

「猛獣っていうのは、呼ばれた客たちのことだ」

「……ひとのことですか？　ひとが猛獣……」

　首を傾げるセラフィーナに、パメラがひっそり耳打ちする。

「嬢様、猛獣のようなひとびとという意味ですよ」

「猛獣のようなひとびと」

「あとで嫌でも分かるから覚悟しておけ」

「猛獣のようなひとびとがいらしても驚かないように心しておきます」

　こくりとうなずいたセラフィーナに、イヴァンは苦笑する。

［カーシュ？　カシュ］

　いつもと違う様子に、カシュカシュも興奮しているのか、パメラの膝の上でも落ち着かず、ぴょんぴょん跳ね上がる。

「カシュカシュ、静かにしなさいな」

　パメラがそっとカシュカシュを抱く手に力を込めた。

「カシュカシュも今夜はお洒落しやれをしているんですね」

　カシュカシュは、いつもの赤いリボンではなく、金色のリボンをつけていた。

　グレンが赤褐色の毛をやんわりと撫でると、カシュカシュはもっとというように、自みずからぐりぐりと頭を押しつけてくる。

［カーシュ！］

「このリボン、アンドリュー殿下からの贈り物なんです。招待状と一緒に、これをカシュカシュに、と」

［カ、キャ？］

「アンドリューが？」

「はい。『これをつけてぜひ一緒に来てね』と。もちろん迷まい子ごになったら困るので、舞踏会場に連れてはいきませんが、何かの折に、殿下にお見せできればと思っています」

　セラフィーナがそう言うと、それまではしゃいでいたカシュカシュが、急に落ち着かない様子を見せた。

　そしてここが避難場所だとでもいうように、イヴァンの膝に乗ると、身を丸くする。

　そんなカシュカシュを見て、グレンはくすくす笑った。

「今の様子をごらんになられたら、アンドリュー殿下は消しよう沈ちんなさるでしょうね」

「前にアンドリューにかぶりつかれたのが、よほど怖かったのか」

　アンドリューの名が出た途端怯おびえるカシュカシュの背を撫でながら、イヴァンも苦笑する。

「セス殿の話では、わたしたちが到着する前に、すでに食いつく勢いで迫せまっていたようですよ。アンドリュー殿下は、無類の動物好きかつ可か愛わいいもの好きですからね」

　その場面を見ていなかった四人だが、あまりにもリアルに想像できてしまい、一緒になって噴き出した。

　やがて到着した場所は、ひと気のほとんどない、北側の出入り口だった。

　舞踏の間に直接入ることができ、出入り口には屈くつ強きような守り手がふたり、目を光らせ、また数人の従じゆう僕ぼくが控えている。

　王家の紋章を掲かかげた箱馬車が到着するなり、従僕たちが駆け寄る。馬車の踏ふみ台を下ろすと、静かに扉を開けた。

　イヴァンの手に助けられて馬車から下り、そのまま開かれた扉の中に入ってゆく。

　扉の先は玄関ホールだが、そこは静けさに包まれていた。

　ホール右手には階段があり、四階分ほど上った先に、閉ざされた扉があった。

「控えの間にございます。刻限までどうぞこちらでお寛くつろぎを」

　従僕は控えめにそう告げると、扉を押し開けた。

　明るく広い控えの間に通されたセラフィーナは、思わずまあ、と声をあげた。

　壁一面が窓になったそこから下方を覗くと、大広間が一望できたのだ。

「すごいひと……！」

　大広間には、セラフィーナが想像していた以上の、たくさんのひとびとがごった返していた。

　広間は劇場のような形をしていた。前方に舞台があり、そこでは百人からなる宮廷音楽家たちが優ゆう雅がな音を奏かなでている。

　そしてダンスをする大広間と、その周囲をぐるりと囲むように、一階、二階、三階とボックス席が作られていた。

　控えの間はそこよりさらに上にあって、大広間をつぶさに見下ろせる。

　これでもかとばかりに着飾った貴婦人と、それをエスコートする男性。

　女性は皆華はなやかなドレスと、それに負けないくらい派手な仮面を着けている。

　たとえば極彩色を持つ鳥の羽を使ったものや、金銀宝石『富貴華石』をあしらったものなど、シャンデリアの光を受けて、キラキラ輝いている。

　セラフィーナが着ける仮面は、ドレスの布と同じものを使用している。縁に金糸で繊細な刺し繡しゆうを施しており、セラフィーナのほっそりした面おもてにとても合っていた。

　イヴァンもまたシンプルなもので、飾りが一切ない黒の仮面を着けている。

「確かにあそこに正面きって足を運んだら、ものすごく注目されたでしょうね」

　パメラは首を竦めながら、こわごわと下を覗く。

「あんなにひとがいらっしゃるのに、踊れるのかしら」

　セラフィーナの不安はそこだった。

　リリとシャシャに、昨夜までみっちりダンスレッスンを受けていたセラフィーナは、どうにか相手の足を踏まない程度までに成長していたが、それは広いダンスホールで、たったひと組で踊ったからだ。

　あんなにひとがいたら、絶対にぶつかってしまうだろうと、ちょっとため息が零こぼれる。

　と、そこへ。

「失礼いたします。アンドリュー殿下がお越しにございます」

　従僕の声に、そこにいた全員が入り口に目をやった、次の瞬間──

「やあみんな、来てくれてありがと……、あれ、頭が突っかかるなあ？」

「……」

「……」

「……」

　イヴァンとグレン、パメラは目を剝むいて絶句している。

　充分に広いはずの入り口で、得体の知れない何かが、中に入れずに戸惑っている。

　入れないのは当然のこと。

　得体の知れないその何かは、頭がヒトではなかった。

　いかにも手作りをしましたよ的な雰囲気満まん載さい、カカ科の獣けもの……カシュカシュにそっくりな、だがカシュカシュの頭部とは桁けた違ちがいな大きさの、被かぶり物ものをしていたのだ。

［カキャ──────ッッ！］

　カシュカシュの絶ぜつ叫きようが、室内に響き渡る。

「入れない～、イヴァンー、引っ張って！」

　くぐもっているが、その声は確かにハミルトン王国第一王子、アンドリュー・ハミルトンのものだ。

　絶句したままその場に立ち竦んでいたイヴァンが、ハッと我に返る。

「その被り物を取れ！」

「ええ？　これひとりじゃ取れないんだよ」

「だったら、はじめからそんなもの被るな！」

「だって今日は仮面舞踏会だよ？　やっぱり自分の好きな仮面をつけたいじゃない」

「それは仮面じゃない、被り物だ。大体それをつけて、どうやって踊るんだ」

　莫迦かおまえはと、イヴァンは容よう赦しやなく第一王子を罵ば倒とうする。

「ねえカシュカシュは？　カシュカシュ、おいでー。おまえのお兄さんだよーなんてね！」

　ひとりご満まん悦えつなアンドリューだが、カシュカシュはとっくに逃亡済みだ。

　部屋の隅でぷるぷる震えている。

「……素敵」

「──え？」

　セラフィーナの唇から零れた呟きに、イヴァンは信じられない言葉を聞いたとでもいうように、目を丸くする。だがそれに気づかないセラフィーナは、頭がつかえて部屋に入れない人物にうっとりと見入った。

「……セラフィーナ、今、なんて言った？」

「なんて素敵なんでしょう。あの巨大さといい、あのざくざくした縫い目といい、耳まできちんとつけているところといい、カシュカシュに似せよう、可愛くしようという、大変な努力がうかがえますわ」

　セラフィーナはふらふらとアンドリューイン被り物に近づくと、間近で一心に見つめる。
















「アンドリュー殿下、素す晴ばらしいですわ」

「ありがとー、セラちゃん。セラちゃんならそう言ってくれると思ったよ！」

「製作工程を教えていただけますか？　それに、わたしもぜひ被ってみた……」

「おやめくださいまし、嬢様～～～ッッ！　あたしたちの努力の結けつ晶しようを水すい泡ほうに帰きすおつもりですか──ッ！」

　背後でパメラが慌てふためく声がするが、ふたりは今にも手と手をしっかと握り合いそうだ。

「アンドリュー様、刻限にございます。そろそろ壇だん上じようへ参られませんと」

　廊下にいるアンドリューの背後から、セスの力ない声が聞こえてきた。

「え、もうそんな時間？」

「左さ様ようにございます。アンドリュー様、今一度、考え直してはいただけませんか？　その被り物はあまりにもあまりにも……」

　うっすら涙を浮かべるセスだったが、主あるじはまるで聞いていない。

「じゃあ、行こうか！　イヴァン、セラちゃん、下でまたね！」

　被り物が重いのか、フラフラしながらも、アンドリューは機き嫌げんよく廊下を歩いてゆく。

「……」

「さすがアンドリュー殿下。こちらの想像の斜め上をいきますね」

「あれは斜め上どころじゃないだろう」

　感心するグレンの言葉に首を振って、イヴァンは深々とため息をついた。










　ざわめいていた会場が、主役ふたりが登場した途端、奇妙な静けさに包まれた。

　隣国エメリーからやってきた、黒髪、黒い瞳のヴァレリア姫は、ハミルトン国では、『黒こく耀ようの姫』と呼ばれている。

　黒耀の姫は面おもてに上品な笑みを浮かべていて、ハミルトン国内の貴族の目から見ても、心から賛さん辞じを贈るほどに美しい。

　今宵の姫の装よそおいは格別だった。

　肩を出すタイプのドレスは、深ふか紫むらさき色いろから薄紫色のグラデーション。足元へ近づくにつれ、淡い色となってゆく。

　華きや奢しやな首には、紫や透明な『富貴華石』をふんだんに使った、大振りのチョーカーをつけている。

　髪型はエメリー国ふうに結ゆい上げたところに、チョーカーと同じ色の『富貴華石』の簪かんざしを、普段より多くつけていた。

　黒と紫色に包まれたヴァレリアは神秘的で、大広間に集まったひとびとは、感かん嘆たんの息を零す。

　これから先、紫色のドレスや『富貴華石』が流行の最先端として、貴婦人や貴族令嬢たちの人気の的まととなるだろう。

　が。

　次代の国王の第一継承権を持つ、光り輝く『光耀の王子』と呼ばれている、ハミルトン王国第一王子、アンドリューに目を移すなり、誰もがぽかんと口を開け絶句する。

　──アンドリュー、……殿下？

　広間にいた誰もが、そう疑問符を脳裏に浮かべただろう。

　美しい金の髪も、神秘的な薄紫色の瞳も見えない。

　なぜならば王子は、頭をすっぽり隠す、巨大な動物の被り物をしていたからだ。

「本日はわたくし、ハミルトン王国第四十九代アルダス・ハミルトン国王が長子、アンドリュー・ハミルトンと、エメリー国第八代国王が第三王女ヴァレリア・エメリーの婚前の儀に足を運んでもらい、大変感謝している」

　被り物の中から聞こえてくる声は確かにアンドリューのもので、しかも言っていることは至し極ごく真っ当であることから、招待客たちはさらに混乱するというありさまだ。

「未来の義あ姉ね上うえは、ずいぶんと肝きもが据わっている」

　被り物をしているアンドリューの隣で、ヴァレリアの笑顔は少しも揺るがない。

「お似合いのおふたりですね」

　セラフィーナはイヴァンを見上げて、にこりと微笑む。

「……まあな。アンドリューの妻になるには、あれくらい度量がないと務つとまらないか」

　イヴァンとセラフィーナは、壇上に程近い王族専用のボックス席に腰を下ろしていた。

　そこは、大広間より少し高い位置にあり、周囲からの視線を集めやすい。

　招待客らは、壇上の第一王子とその婚約者に視線を注ぎつつ、時折チラチラとボックス席のふたりも見ていた。

　だがイヴァンとは決して目を合わせないようにしているのか、ふと第二王子が首を巡めぐらせると、慌てて視線をよそへと飛ばす。

　やがて主催者であるアンドリューの言葉が終わり、止まっていた音楽が、静かに流れ始めた。

　アンドリューとヴァレリアは壇上から下り、さっそく音楽に乗って踊りだす。

「殿下、お顔がぶつかりそうですわね」

　ヴァレリアはそう言いながらも上う手まく背を反そらして、巨大な被り物をつけるアンドリューにぶつからないように踊る。

「今度はもうひと回り小さく作るよ。ヴァレリアも被る？」

　だがその問いには、ヴァレリアはふふ、と笑うだけで、うなずくことはなかった。

「相当重いでしょうに、アンドリュー殿下は踊りが素晴らしくお上手ですね。ヴァレリア様もとっても素敵」

　ボックス席にいたセラフィーナは、うっとりとふたりに視線を注ぐ。

　遠えん慮りよしているのか、第一王子たちの周囲で踊る者はほとんどいない。

「せっかくレッスンしたんだ。少し踊るか？」

　イヴァンに言われたセラフィーナは、ぴんと背筋を伸ばして、はいとうなずいた。

「そんなに緊きん張ちようするな」

　イヴァンはくすりと笑うと、席から立ち上がる。

　傍についていた従僕が、すかさずボックス席の扉を開けた。

　セラフィーナも続いて立ち上がった、その時。

「あ」

　ひとでごった返し、皆が仮面を被る中に、セラフィーナは『それ』を見つけた。

　上半分を隠すタイプの仮面ばかりのところに、その面は、顔全体を覆おおうものだった。

　人形のように白い面おもてに、赤や黄色、紫といった色を使って、螺旋模様が描えがかれている。

　──アランデル領で、クレメンツ侯爵たちがつけていた仮面だわ……。

「どうした」

　立ち上がった途端、身を強こわ張ばらせたセラフィーナを振り返ったイヴァンが、視線を辿たどる。そうして、セラフィーナ同様に、眉間にしわを寄せた。

　その姿は、すぐに大勢の招待客たちの間にかき消されてしまう。

「あ」

　慌てて身を乗り出したセラフィーナを、イヴァンが押しとどめる。

「おまえはここで待っていろ」

「イヴァン様が追われるのですか？　でしたらわたしも一緒に」

「駄だ目めだ、ここにいろ。もしここに居いづらければ、控えの間に戻っていろ。分かったな」

　イヴァンはそう言い置くと、扉から飛び出していってしまった。

「あ……」

　自分も行きたい。だがイヴァンの足手まといになることはセラフィーナにも分かっていた。だからついていきたい気持ちをぐっと抑おさえて、この場にとどまる。

　ふうとため息をついて肩を落としたセラフィーナは、大広間に目をやる。

　曲が変わっていた。

　一曲踊ったから充分と思ったのか、アンドリューとヴァレリアの姿もない。

　どちらにいらっしゃるのだろうとあちこちに目をやると、見知らぬひとびとの視線が、セラフィーナを見ていることに気づく。

「……？」

「ごきげんよう、アランデル領アランデル男だん爵しやくが長子セラフィーナさん」

　声をかけてきたのは、真紅のドレスを纏った、華やかな貴族令嬢だ。

　ドレスの裾すそが幾いく重えにも広がり、まるで満開の花のように美しい。

　黒い仮面は、金と真紅の刺し繡しゆうで縁取りをされていて、大たい層そう目立っている。

　彼女は数人の男女の取り巻きを連れて、すう、とボックス席に近づいてきた。

「こんばんは」

　セラフィーナもまた頭を下げて挨あい拶さつをする。

　この舞踏会に参加する時、『仮面舞踏会』という性質上、相手に氏うじ素す性じようを訊ねてはいけないと言われていた。だが先方がこちらの名前を知っている時に訊ね返さないのは、非礼に当たらないのだろうかと、セラフィーナは内心で首を捻ひねっていた。

「広間には下りていらっしゃらないの？　あら、イヴァン殿下はいずこへ？」

「所用があり、少し外はずされています」

「まあ、パートナーに放っておかれるなんて可か哀わい想そう。わたくしの取り巻きの誰かを貸してあげてもよろしくてよ」

　羽根飾りのついた豪ごう奢しやな扇おうぎで口元を隠しながら、くすくすと笑う。と、その場にいた者たちも、同じように笑いだした。

　何を笑っているのか分からないセラフィーナだったが、その申し出には首を振った。

「ありがたいのですが、それはお断りいたします」

「あら、ではずうっとそこに座っておられるの？　せっかくの舞踏会なのに」

「噂うわさで聞いたのですけど、セラフィーナさんはダンスがとってもお得意とか。ぜひ華か麗れいなステップを見せていただきたいのだけれど」

「さ、さ、セラフィーナさん、下りていらして」

　令嬢たちは次々に、手袋に包まれた手を伸ばしてくる。

　セラフィーナは目を丸くして、いいえと首を振った。

「そのような噂が流れているのですか？　その噂は正しくありません。わたしはダンスが得え手てではありませんので」

「ま、そんな謙けん遜そんを。もし仮に、本当にたとえようもなく下へ手ただとしても、パートナーがなんとかしてくれますわ。ほら、子し爵しやく家けの次男であられるこちらのお方、とってもダンスがお上手なんですのよ」

　令嬢たちは少し耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声で笑う。

「さあどうぞ、この手を取ってください、お美しい方」

　子爵家の次男という男が、セラフィーナの手首をぐいと摑んだ。

「あ」

　ボックス席の、腰の高さほどの扉が閉まっていなかったのか、音を立てずに外側に向けて開いた。

「ぅわ」

　その扉に激突した子爵家の次男が仰のけ反ぞって倒れ、手を引かれたセラフィーナは、席から大広間へ落ちてしまう。

　とはいえ、大広間と一階ボックス席は、五段程度しか高さは違わない。

　だがセラフィーナは不幸なことに、類たぐいまれな運動音おん痴ちであった。

　ああっ、と声をあげながら、目の前にいた貴族令嬢たちに倒れかかってしまう。

　当然セラフィーナを避よけようとした彼女らだったが、窮きゆう屈くつなドレスを纏っているために、令嬢たちの動きもまた緩慢だった。

「きゃあ！」

「いやっ」

　結果セラフィーナは、令嬢たちを下敷きに大広間に落ちてしまった。

「い、痛い～～～ッ、は、早くどいて……！」

「ごめんなさい、少し待ってくだ……あっ」

「いやっ、ドレスを踏まないで……！」

「ちょっと、早く上からどきなさいよ！」

「あ、今……」

　皆たっぷりと布を使ったドレス姿のために、立とうとしても足を取られてなかなか起き上がれない。

　慌てて従僕たちが飛んでくるが、その前に、セラフィーナの目の前に黒い皮手袋に包まれた手が差し出された。

「ご親切にありがとうございます」

　セラフィーナはその手を借りて、ようやく立ち上がることができた。

　だが親切なそのひとを見上げた瞬間、あっと声をあげた。

　そこに、今まさにイヴァンが追っているはずの仮面があったのだ。

　背後で、「痛い」とか「なんてこと」とか喚わめく令嬢たちの声は、今のセラフィーナの耳にはまったく入ってこなかった。ただひたすらに注意深く、その人物を見つめる。

　アランデル領で会った仮面の者たちは、皆すっぽりとフードを被っていたために、髪の色も、一見して男女の区別もつかなかった。

　だが今セラフィーナの前にいる者は、銀髪であること、長身瘦そう軀くであること、男性であることを隠していなかった。

　そしてセラフィーナは、その人物に見覚えがあった。

「──マキャナリー侯爵様」

　仮面ですっぽり顔を隠していても分かる。

　それは、以前王家の図書室で会った、マキャナリーにほかならなかった。

　マキャナリーは、だが無言のままセラフィーナを大広間の中央へと誘う。

　手を取られたままだったセラフィーナは、戸惑う間もなく、音楽に乗ってダンスをすることになってしまった。

「あ」

　マキャナリーの流りゆう麗れいなステップに、セラフィーナもぎこちなく合わせる。

「マキャナリー侯爵様ですね？　その仮面は……」

「イヴァン殿下はどちらへ？」

　セラフィーナの質問を無視して、マキャナリーは問いかけてくる。

「……所用にて、少し外へ」

　そう返したあとで、セラフィーナは再度問いを投げる。

「マキャナリー侯爵様。その仮面は、アランデル領内の聖堂で、『守護富貴華石』を壊そうとしていた一味がつけていたものです。──何ゆえマキャナリー侯爵様がその面をおつけなのですか」

　仮面越しに、マキャナリーはじっとセラフィーナを見下ろしてくる。

「何ゆえ、か。理由を知りたいですか」

「はい、もちろんです」

「ではこれからわたしについてきてください」

「──え？」

「侍女をつけず、イヴァン殿下にもご内密に、ひとりで。そうしたら教えて差し上げますよ」

「……」

　いかがです、とマキャナリーは面の下で、目を眇める。

　まるでセラフィーナを試すような、あるいは獲え物ものが罠わなに掛かるのを待っているような眼まな差ざしだ。

「申し訳ないのですが、それはお断りします」

「理由を知りたくない、と？」

「知りたいです。ですがわたしは、イヴァン様に、ここにいろと言われました。そのお言葉を無視するわけには参りません」

「──」

　マキャナリーは、わずかの間、口を噤つぐんだ。

　その間も音楽は鳴り続け、ふたりの足は止まることはない。

「古い『守護富貴華石』を壊せるのはそなただけなのに、イヴァン殿下のご命令ならば壊さない、……ということですか」

「……」

　セラフィーナは、ハッと目を瞠った。

　マキャナリーの声は低く、感情をうかがわせない冷たいものだ。だがだからこそ、セラフィーナは冷静になって考える。

　己の力。己だけが持つ力。

　それを使わないのは罪ざい悪あくではないか。

　今、イヴァンがいないこの時こそ、レストンの聖堂の『守護富貴華石』を壊す好機ではないか。

　折りしも数日前に、新しい『守護富貴華石』を収しゆう穫かくしたことを、イヴァンから聞いていた。

　聖堂のあるレストンに来ているのだ。

　イヴァンはきっと、新しい『守護富貴華石』を持参しているに違いない。

　ならば、セラフィーナがまず聖堂に赴おもむいて、古い『守護富貴華石』を壊し、誰かにイヴァンを呼んできてもらって、新しい『守護富貴華石』を据えてもらえばいいのではないか……？

　イヴァンはセラフィーナの身を案じてくれている。

　けれどこれは、『壊し手』を持つセラフィーナがしなければならない役目ではないのか。

「国を生かすも殺すもそなた次第。──まあ、わたしはどちらでも構いませんが」

　曲が終わったと同時に、マキャナリーはセラフィーナの手を離し、その場から去っていった。

　大広間の真ん中で、セラフィーナはひとり佇たたずむ。

　行くべきか、とどまるべきか。

　イヴァンの言葉に従うべきか、命令を破ってでも、『守護富貴華石』を壊すべきか……。

「セラフィーナ様ー」

「お見事でしたわ！　お教えした甲か斐いがございましたわ！」

　ひとりぽつんと立つセラフィーナに、ふたりの少女が軽やかな足取りで近づいてきた。

　黒い仮面をつけているが、すぐにリリとシャシャだと分かる。

「リリさん、シャシャさん……。あ、ダンスレッスン、ありがとうございました。お陰かげでつつがなく踊ることができました」

　というか、マキャナリーとの会話の方に集中していて、ステップがどうだったのか、まったく覚えていないセラフィーナだ。

「とっても素敵でしたよー」

「お相手がイヴァン殿下でなかったのが少々残念でしたが、お美しかったですわ」

　双子はうふふと笑ったあとで、セラフィーナの両手を引っ張った。

「あの？」

「ヴァレリア様がお呼びでございますわ。ご相談したいことがあると」

「相談？」

「はいー。実は……」

　リリが耳打ちしてきた内容に、セラフィーナは思わず声をあげた。

「えっ!?」

　──アンドリュー殿下が行方不明なのですー。

　なんでもないことのように告げられたのは、とんでもないことだった。
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　仮面の人物を追って大広間から出たイヴァンは、東の玄関ホールで、グレンと合流した。

　グレンはセラフィーナの侍じ女じよ、パメラと控ひかえの間で待っていたのだが、上からイヴァンの様子を見ていたようだ。

　計はかったようなタイミングで、舞ぶ踏とう会かい場じようには携けい帯たい禁止だった武ぶ器き──剣を、イヴァンへ渡す。

「よく見えたな」

「目がいいんです」

　やんわりと微笑ほほえんだグレンとともに、イヴァンは人の波に逆らって足早に進んだ。

「せっかくの舞踏会でしたのに、セラフィーナ様は残念でしたね」

「一曲くらいは踊ってやりたかったがな」

　仕方がないと、イヴァンは肩かたを竦すくめる。

　仮面の男は馬車を使わず、そのままレストンの離り宮きゆうから出ていく。

　イヴァンとグレンもまた、相手に気づかれないよう、充分な距離を取って、外に歩を踏ふみ出した。

　レストンの町は、工こう房ぼうが多い西側、宝飾店が並ぶ東側、貴族たちの別べつ邸ていが並ぶ海岸側におおよそ分かれている。

　レストンの離宮の周辺は、道も整備され灯あかりも多い。まして今夜は王族主しゆ催さいの舞踏会が催もよおされている。貴族以外にも、物見高いレストン市民たちが見物にやってきていた。

　その、少なくはないひとびとの間を、イヴァンとグレンは静かに進む。

　次第に道を歩くひとも減り、貴族の別邸が建ち並ぶ区域へと、仮面の男は向かった。

「罠わな、ですかね？」

　イヴァンの内心とまったく同じことを、グレンが呟つぶやく。

「あからさまだしな。……ところで」

　イヴァンはピタリと足を止めた。一瞬戸と惑まどったグレンも、すぐにイヴァンの意い図とに気づいた。

　腰に佩はいた剣に手を伸ばし──振り向きざま、あとをつける不ふ逞ていの輩やからに剣先を突きつけた。

「わわ……ッ！」

　相手はひょいと後ろに跳とんだのはいいが、勢い余って尻しり餅もちをついてしまう。

「──アンドリュー殿下？」

　痛いぃ、と打ったところを擦さするアンドリューを、ふたりは啞あ然ぜんと見み下おろした。

「あ、見つかっちゃった」

「おまえ何をしてる……!?」

　声を潜ひそめながらも、イヴァンはぐいとアンドリューを引き起こす。

「何って、イヴァンたちは？　レストンの聖堂に行くんじゃないの？」

「……やっぱりここで舞踏会をすると決めたのは、それが目当てか」

　低い声に、アンドリューはえへへと笑った。

「そう！」

「そう！　じゃない！　おまえ、供とももつけずに何やってるんだ……ッ！」

「セスは僕の代わりに会場に置いてきちゃった。でも多分、もっと後ろの方から、護ご衛えい士したちがついてきてるよ」

「ここから分からないほど後方じゃ、いざという時おまえを守れないだろうが！」

　次期王たる者が軽はずみなことをするなと、イヴァンの声は厳きびしい。だがアンドリューの声は、常とは違っていた。

「それを言うなら君だってそうだろう。何から何までひとりでしようとして。そんなに周囲のひとが信じられない？」

「よく分かってるじゃないか。俺は、自分の目で見たものしか信じない。ひとは信じるものじゃない、まずは疑うものだ」

　イヴァンはきっぱりとそう言いきる。

　アンドリューは一瞬、痛そうに目を眇すがめるが、すぐにぐいと顔を近づけてきた。

「でも僕のことは信じているだろう？」

　断定口調に、イヴァンは虚きよを衝つかれて押し黙る。

「グレンのことも、セラちゃんのことも」

「──アンドリュー。俺が言いたいのは」

「だったら君が信じているひとが動くのを止めるな。それが嫌いやならもっと信じるに足るひとを増やせ。イヴァン、どっちを選ぶ？」

「……」

　見合うこと、しばし。

　イヴァンは反論ができずに口を噤つぐむ。

　アンドリューはふっと息をつくと、自分が先頭になって歩きだした。

「おい、アンドリュー」

「聖堂に行くんだろう。さ、早く！」

「大変残念なことですがアンドリュー殿下。わたしたちは聖堂に参るのではありません」

「え。じゃあどこに行くの。セラちゃんを舞踏会場に置いて」

「貴方あなた様もヴァレリア姫を置いてこられているとは申し上げないでおきましょう。仮面の者を追いかけているのですよ」

「仮面？　何それ」

「グレン」

　やめろ、とイヴァンが鋭するどく制止するが、従者はにっこり微笑む。

「アンドリュー殿下にもご同行願いましょう。護衛士がやってくるのを待つ時間はないかと。仮面の者をとり逃にがしてしまいます」

　イヴァンはそれでも眉み間けんにしわを寄せて迷ったが、仕方がないと、ため息をついた。

「足手まといになるなよ、アンドリュー」

「もちろん！　で、仮面の者って？」

「それは道々説明いたしましょう。さ」

　急ぎましょう、と言う声とともに、三人は仮面の者をあらためて追いかけた。

　幸い、今の騒さわぎは仮面の者に気け取どられなかったようだ。足音をしのばせて、三人は続く。

　グレンは声を潜めながら、アンドリューに仮面の者の正体について簡かん潔けつに話す。

「ああ、クレメンツの一味なのかあ。でもそんな仮面をわざわざつけて王家の舞踏会に来るかな？」

　アンドリューの疑問は、もちろんイヴァンの頭にもあった。

　だが、もし自分たちを誘い出す罠だとしても、返り討うちにして目的や仲間の存在を吐はかせるつもりでいた。

「聖堂の近くですね」

「……だな。聖堂に用があるのか？」

　このまま真まっ直すぐに進めば、森に着く。

　もしかしたらと思ったが、仮面の者は別の場所へと向かった。

「あれ、聖堂には行かないのかあ」

　残念そうなアンドリューの口を、イヴァンはシッと塞ふさぐ。

　仮面の者がちらりとこちらを向いたような気がした。素す早ばやく死角になるところへ身を潜ませると、仮面の者はそのまま闇やみに紛まぎれて、近くにあった別邸へと入っていった。

　石造りの塀へいに囲まれた屋敷を見上げる。

「この屋敷の持ち主は──」

「……マキャナリー侯爵様です」

　グレンが密ひそやかな声で告げる。

　ふたりの王子は、その名を聞いた途と端たん、ぴくりと肩を震ふるわせた。
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「ヴァレリア様、あのカシュカシュの被かぶり物ものをなさっているのは殿下ではないのですか？」

　被り物をしているせいか、フラフラしている男性にちらりと目をやるセラフィーナに、ヴァレリアは困ったように微笑んだ。

「違いますわ、セラフィーナ。あれは殿下の従者です」

「セスさんですか……！　え、では、殿下は従者もつけずに何処いずこへか行ってしまわれたのですか」

「護衛士がついております。多分、レストンの聖堂に向かわれたのね。皆が反対するからおひとりで」

　ほ、とヴァレリアはため息をつく。

「ヴァレリア様……」

「わたくしもついてゆきたかったけれど、主催者がふたりともいなくなるわけにはいかないし。……でも心配」

　ヴァレリアは不安を口にするが、もっともだ。

　確かな剣技を持つイヴァンが出かける時にだって、どうぞご無事でと願うのだから。

　アンドリューがどれほど強いのかは分からないが、ヴァレリアが心配をするのは、とてもよく分かる。

「聖堂へ行かれたのですね」

「ええ、恐おそらく」

『古い『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』を壊こわせるのはそなただけなのに、イヴァン殿下のご命令ならば壊さない、……ということですか』

　つい先刻聞いたマキャナリーの声が、耳に木こ霊だまする。

　自分を大事にしてくれるイヴァンを思って、迷って、悩んで。

　だが決断は一瞬だった。

　──イヴァン様、ごめんなさい。

「ヴァレリア様、わたしが聖堂に参ります」

「……え？」

　ヴァレリアは驚いたように目を瞠みはったが、セラフィーナが本気であることをすぐに悟さとったようだ。

　彼女の決断もまた、とても素早かった。

「リリ、シャシャ。セラフィーナについていって」

「お任まかせくださいませー」

「セラフィーナ様をお守りいたしますわ」

「馬車を使いなさい。それから護衛士も何人か連れていって。セラフィーナ、どうかお願い」

「はい」

　セラフィーナはうなずくと、双ふた子ごの侍女とともに、舞踏会場を出たのだった。










「リリさん、お願いがあるのです」

「はいー、なんでございましょう？」

「イヴァン殿下にも聖堂に来ていただきたいのです。何処におられるのか分からないのですが」

「お任せくださいませー。リリは捜さがし物ものがとっても得意なのです」

　聖堂まで行く道の途中で、リリは停車した馬車から身軽に飛び下りた。

　馬でついてきた護衛士のひとりに降りるように言うと、リリはひょいとその馬に跨またがった。

「セラフィーナ様、ふたり護衛士をお借りいたします。残りは連れていってくださいませー」

　華きや奢しやな身体からだつきながら、リリは運動神経が抜ばつ群ぐんのようだ。

　ハイッと馬の脇わき腹ばらを足先で軽く叩たたくと、勇いさましく走っていった。

「……すごいわ」

「次は乗馬の練習をなさいますか、セラフィーナ様。シャシャも乗馬は得意ですわ」

　御ぎよ者しやを務めるシャシャの問いに、セラフィーナは己おのれが乗馬したところを想像してみた。

「とっても魅力的だけれど、馬が動いてくれるイメージがまったくできないわ」

「では、やる気になりましたらぜひ仰おつしやってくださいませ」

　シャシャは、うふふと笑うと、すぐにまた馬車を走らせる。

　レストンの離宮から聖堂まで、思ったほど距離はなかった。

「そろそろ森に入りますわ、セラフィーナ様」

「アンドリュー殿下はいらっしゃらなかったわね。もう聖堂に到着されたのかしら」

　森の中には灯りひとつない。

　馬車に吊つるされた角灯ランプだけが、ほのかに森を照らす。

　時折、ギャアという獣けものの鳴き声が聞こえた。

　なんの獣かしらと、馬車の窓から外を覗のぞくが、真っ暗で姿はまったく見えない。

　ドレスのままで来てしまったから、剝むき出しの肩に震えが走る。

　──勝手に外に出たと知ったら、イヴァン様もパメラも怒るわね。

　せめてパメラに事情をとも思ったが、彼女はセラフィーナが聖堂に近づくのも反対していた。

　けれど今、何が大事なのかと考えれば、セラフィーナにとって一番正しいと思える答えはこれだった。

　──古い『守護富貴華石』を壊し、新しいものに換かえること。

　あとでお叱しかりを受けてもいい。

　セラフィーナは、自分がなすべきことをしたい。

「セラフィーナ様、到着いたしましたわ」

「アンドリュー殿下は、いらっしゃる？」

「先導させた護衛士たちに捜させておりますが、お姿は見えませんわ」

　セラフィーナが馬車から降りると、すかさずシャシャは角灯を差し出した。

　灯りを頼りに周囲を見回すが、アンドリューの姿は、やはりない。

「追い越してしまった……ということはないわよね」

「はい、それはもちろん気をつけておりましたから」

「……では殿下は、今何処にいらっしゃるのかしら」

　まさか何かトラブルに巻きこまれているのではないかと思うと、胸がドキドキする。

「あるいはすでに中におられるのではないでしょうか」

「え、聖堂は鍵かぎが掛けられているのでは？」

「先日科学省の方々が、扉を調べるとかで、交換をなさったそうですわ。ですからアンドリュー殿下は、この扉の鍵をお持ちなのかも……、あら？」

　シャシャが訝いぶかるように声をあげる。どうしたのかと、シャシャの視線の先を見ると……

「鍵がないわね」

　無人島エーヴリーやアランデル領の聖堂には、どちらにも頑がん丈じような鍵が掛けられていた。

　中にはこの国を守護する『守護富貴華石』が据すえられているのだから、それも当然だろう。

　だがここ、レストンの聖堂の扉には、どうしたことか鍵がひとつもないのだ。

「……殿下が入られたのか、あるいは科学省の方がうっかりして鍵をつけ忘れたのかしら？」

　シャシャとともに首を傾かしげるセラフィーナだが、鍵が開いているとなれば、中に入れる。

　セラフィーナは扉を押し開けた。

　と、以前にも嗅かいだことのある、花の香りをぎゅっと凝ぎよう縮しゆくしたような、濃のう密みつな匂いがどっと押し寄せてきた。

「……っ」

「すごい香りですわ」

　シャシャの小さな鼻が、ぴくぴくと動いている。

　レストンの聖堂は、アランデル領内のそれと、よく似た造りになっていた。

　広いひとつのホールとなっていて、奥の壁際に、何段か階段がある。その最上段に、『守護富貴華石』は安置されていた。

　角灯を高く上げて全体を見ようとしたが、上の方は闇に溶とけてまったくうかがえない。

　近づくにつれ、キィキィ、と石から声がする。

「……『守護富貴華石』」

　ついてきた護衛士たちは、思わずといったように、低いうめき声をあげ、気味が悪い、あれはなんだ、と呟いている。

　だがヴァレリアの侍女は豪ごう胆たんなもので、平然と巨岩を見上げている。

「セラフィーナ様、あれが、『守護富貴華石』なのですか？」

「ええ、そう」

「大変興味深いですわ。きっとヴァレリア様がごらんになられたら、驚かれることでしょう」

「……そうね」

　セラフィーナは一歩ずつ近づいてゆく。

「ところでアンドリュー殿下はおられないようですわ」

『守護富貴華石』に気を取られていたセラフィーナは、あっと我に返る。

「いったいどちらにいらっしゃるのかしら」

　そう呟いた時、外から声が聞こえてきた。

「こちらでございますわー」

　リリだ。

「へえ、聖堂っていろんな形があるんだね。僕が見たことがあるのは、宮きゆう殿でん内ないのものと、もう壊れちゃった最初のアーキン島のだけだけど」

　次いで聞こえたのは、アンドリュー。

　よかった、ご無事だと安あん堵どした途端に、足音も荒くイヴァンが聖堂に入ってきた。そして『守護富貴華石』のすぐ傍そばに佇たたずむセラフィーナを認めるなり、きつく目を眇めた。

「セラフィーナ、どうして来た」

　近づいてくるイヴァンに、すみません、と頭を下げる。

「けれど」

　セラフィーナは、す、と『守護富貴華石』に手を伸ばす。

「よせ！」

「イヴァン様、新しい『守護富貴華石』を安あん置ちしてください」

　キィィィン──！

　イヴァンが新しい『守護富貴華石』を持っているのは間違いないようだ。

　エーヴリー島でもそうだった。古い『守護富貴華石』は、新しい『守護富貴華石』の存在を感知すると、けたたましい悲鳴をあげるのだ。

　今のように。

　イヴァンが走ってくる。

　セラフィーナは心置きなく、古い『守護富貴華石』に掌てのひらを押し当てた。

「あ、あ、あ、あ……」

　ガクガクと、全身に震えが走る。

『守護富貴華石』に手が触ふれた刹せつ那な、セラフィーナの身体に、痛みにも似た激げき情じようが奔はしった。

　──これは『守護富貴華石』がこれまで受けた痛み、苦しみ。

　それが触れたところから伝わってくる。

　アアアアアアアアアアアアアアア────ッ！

『守護富貴華石』もまた悲鳴をあげ、ガラガラと崩くずれ落ちてゆく。

「セラフィーナ！」

　ぐらりと倒れるセラフィーナを抱だく、イヴァンの両手。

　──ごめんなさい、心配をおかけして。

　イヴァンこそ、痛みを得たような顔をしている。

　けれど。

『国を生かすも殺すもそなた次第』

　マキャナリーの、感情を一切排はいしたような冷静な声を、セラフィーナは思い出す。

　──イヴァン様。

　国の生き死にを決めるのは自分ではない。

　咲かしの王の力を持つイヴァンがいなければ、セラフィーナの手はただ壊す──枯からす──殺す──だけのものでしかない。

　生み、生かし、守護する、イヴァンがいなければ。

　だから、古い『守護富貴華石』を壊すことは決して避さけてはならない、己がなすべきことなのだと、セラフィーナは硬かたくそう思っていた。
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　もうどれくらい無言の時間が過ぎているだろう。

　美しく清潔に整えられた寝台の上で目覚めたセラフィーナは、そのすぐ傍に立つイヴァンの鋭い視線を受けて、小さく肩を竦めた。

　控えていたパメラは、セラフィーナが目覚めるや否いなや、食事を持ってきますと部屋から出ていってしまう。

　自室ではなかった。

　レストン離宮内の、セラフィーナにと与えられた水色の塔の五階。

　寝室として設しつえられたその部屋には、自分とイヴァンしかいない。

　だがイヴァンは何も言わず、ただ難しい顔でセラフィーナを見下ろすばかりなのだ。

「イヴァン様、あの」

　先ほどは勝手をしてすみませんでした、とまずは詫わびる。

　舞踏会場、もしくは控えの間にいろと言われていたのに、セラフィーナはその命令を破ってレストンの聖堂に行ってしまった。

　アンドリューを探すという目的もあったが、それは半分で、残りの半分は、古い『守護富貴華石』を壊す好機だと思ったのだ。

　イヴァンの想いを無にしたことは、セラフィーナも分かっていた。

「お食事の用意ができました」

　パメラが運んできた料理は、セラフィーナの体調を気き遣づかってくれる、優しい味のものばかりだった。

　野菜をやわらかく蒸むして、そこに擦すった木の実ととろみをつけた調味料をかけたもの。

　ざっくりと切った果実と、蜜みつを煮つめた餡あんが入った真っ白なパン。

　セラフィーナが大好きな、ヴァレリアからもらったイーレィティー。

　無言ながら雄弁なイヴァンの眼まな差ざしを受けつつ、セラフィーナはおずおずと食事を始める。

　ちらりとパメラを見るが、彼女も相当怒っているようだ。眉間にくっきりとしわが寄っていた。

　とても美お味いしいのに、喉のどを詰まらせながら、セラフィーナはそれでも出された料理をすべて食べきった。

　その間、イヴァンからはひと言もなかった。

　無言の圧力が伝わってきて、息をすることすら憚はばかられるほどだ。

　小さな声で、ごちそうさまでしたと言うと、パメラは食器を片付けるために、再び部屋を出て行く。

　あらためてふたりきりになると、イヴァンはこらえていたものをすべて吐き出すように、長いため息をついた。

「……イヴァン様」

「どこかつらいところはあるか」

「いいえ。少し身体が重く感じるだけで、つらくはありません」

「そうか」

　イヴァンはうなずくと、寝台の上に腰かけた。そしてセラフィーナの肩を摑つかみ、優しい力加減で引き寄せる。

　トン、とイヴァンの胸に頰ほおが触れて、微かすかに身が震えるが、同時に安堵もしていた。

　命令を破った自分を、イヴァンがこうして抱きしめてくれることに。

「おまえを塔の頂上にでも閉じこめておきたいな」

「……え？」

「おまえに与えた実験室、あそこは遠い過去、決して己に従わない気き丈じような娘に恋をした主あるじが、その娘を閉じこめていた場所だそうだ」

　ドキ、と心音が高く鳴った。

「薄暗い部屋の中にひとりきり。話し相手もいない、退屈を紛らわせる本もない、何もない場所で、出してくれと娘に懇こん願がんさせ、慈じ悲ひを請こわせることを狙ねらったようだ」

「……その娘さんはどうされたのですか」

「さあ。主の思おも惑わくに負けたか、見事逃げ果おおせたか。あるいは主を最後まで拒絶し続け、その部屋で一生を終えたか」

　イヴァンは呟く。なおもセラフィーナを抱く腕に力を込めた。

「身体を痛めつけることが分かっているのに、おまえは造ぞう作さもなく『守護富貴華石』を壊す。おまえは何を怖こわがるんだろうな。塔の頂上に閉じこめても、そこから飛び下りて逃げ出してしまいそうだ」

「塔の頂上から、ですか？　そんなムチャはしないと思いますが」

「そうか？」

　くすりと笑う気配が、頰に触れた胸から伝わってくる。

「だが、またおまえが『守護富貴華石』を壊しに行くような素そ振ぶりを見せたら、本気で閉じこめるから覚えておけ」

　緩ゆるんだ腕の中から、セラフィーナはハッと顔を上げた。

「それくらいしないと、おまえはどこにでも行ってしまいそうだからな」

「お待ちください。『守護富貴華石』を壊すのは、わたしがすべきことではないのですか？　わたしの身を案じてくださっているのならば大丈夫です」

「おまえの息が一時止まった、と聞いてもか」

「……え」

「医者の診み立たてだ。『守護富貴華石』に溜たまった澱おりが伝わり続けたら、おまえの身こそが壊れる」

　イヴァンの言葉は衝しよう撃げき的てきなものだった。

　このまま『守護富貴華石』を壊し続けたら、セラフィーナは永遠に息を止めたままかもしれない……イヴァンはそう告つげているのだから。

「で、すが……」

「もうおまえを聖堂には決して連れていかない」

　きっぱりとそう言いきられたセラフィーナは、混乱する。けれどこのまま黙ってイヴァンの言葉を受け入れてはいけないと、焦あせりながら口を開いた。

「イヴァン様、あの、わたし運動音おん痴ちで、ダンスのリズムも取れないし音痴でもありますけれど、でもとっても丈夫な身体をしています」

「──は？」

　何を突然言い出すのかと、イヴァンは目を丸くする。

「アランデル領にいた頃は、日々領内を歩いてまわりました。父様が、自領を知るには書類だけを読むのではなく、その場を見て、歩いてみなければ分からないことがあると仰って。ですからわたし、毎日たくさん歩いたせいか、とっても健康かつ健けん脚きやくなんです」

「……何が言いたい」

　低い声で問われたセラフィーナは、勢いよく言い放った。

「つまり、少々の衝撃を受けても、簡単にぽっくり死んだりしないと思うのです！」

　ふっつり黙りこんだイヴァンに、セラフィーナはぐいと顔を近づける。

「イヴァン様、国の七つの要所にある『守護富貴華石』のうち、据え換えなければならないものはあと三つ。わたし、これから毎日身体を鍛きたえようと思います。それはもう、イヴァン様を持ち上げることができるくらいに。身体を鍛えれば、『守護富貴華石』から伝わる痛みにも耐たえられるのではないでしょうか」

　ですからそんなに心配なさらないでください、と、そう続けようとしたセラフィーナの前で、イヴァンは苦しげに、だが微かな笑みを浮かべた。

「……イヴァン様？」

「おまえは本当に突とつ拍ぴよう子しもないことを言う」

　再び抱き寄せられる。

　イヴァンはセラフィーナの金の髪に、頰を押しつけた。そして、そっとこめかみに唇くちびるを押し当てる。

　イヴァンは優しく抱ほう擁ようしてくれる。けれどセラフィーナの言葉には、決してうなずいてはくれなかった。
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　レストンの離宮で催された舞踏会から、三日が過ぎていた。

　イヴァンはその日、滅めつ多たに足を運ばない南の翼よく棟とう──その敷地内にある研究室へと赴おもむいた。

「イヴァン殿下、イヴァン殿下ではありませぬか。ようこそお越しくださいました！」

　科学省の研究棟である、穹窿ドーム型の屋根の建物には、金こん輪りん際ざい足を運ぶつもりはなかったのだがと、イヴァンの面おもてには苦い思いが滲にじんでいる。だが入り口にいた研究員は、イヴァンと目が合うなり、満面に笑みを浮かべた。

「皆、イヴァン殿下だ。早く椅い子すを用意しろ！」

「椅子？　殿下にオススメできる椅子などここにはないぞ」

「つい先ほど白粉おしろいを盛大に噴ふき散らしてしまったから、どこもかしこも真っ白けだ！」

　十人ほどだろうか、研究員たちは右う往おう左さ往おうの大変な騒ぎだ。

　なるほど実験に失敗したばかりなのだろう、研究室内にはひとが動くたびに粉ふん塵じんが舞い上がって、とても落ち着けるような場所はない。

「椅子は必要ない。アンドリューは？」

「アンドリュー殿下でしたら、粉塵を思いきり吸いこんでしまわれたので、手ちよう水ず場ばにお運びいたしました。ですがすぐにお戻りかと」

「イヴァン殿下、どうぞこちらにてお待ちください」

　白い粉にまみれている中でも比較的まともな椅子を差し出されるが、イヴァンは軽く首を振った。

「アンドリューが戻ってきたら、花はな庭にわに来てほしいと伝えてくれ」

　そう言って踵きびすを返すイヴァンに、もう帰られるのですか、お待ちください、今お茶を用意いたしますからと、研究員たちは名残なごり惜おしげだ。

　アンドリューに心しん酔すいする研究員たちは、変わり者が多い……というか、変わり者しかいない。その者たちが、どういうことか、イヴァンに対しては不思議なくらい好意を寄せてくる。

　研究室内でアンドリューが自分のことをなんと説明しているんだと、どうにも居心地が悪い。

　誘いを断って、イヴァンはグレンとともに、馬ば車しや留どめに戻った。

「どうしてあそこの者たちは、ああも俺を引き止めたがるんだ？」

　後ろでグレンは悪戯いたずらっぽく目をクルリとさせた。

「イヴァン様をお慕したいしているのでしょう？　ひとはまったく違う性質の方は、毛嫌いするか憧あこがれるかどちらかと言いますし」

「……」

　微妙に複雑な顔をするイヴァンの後ろから、おーい、と声がかかる。

「イヴァーン！」

　叫び声が聞こえ、振り返った途端に、ドン、とアンドリューがぶつかってきた。

「う……っ」

「あ、しまった、嬉うれしすぎて勢いがつきすぎた」

　失敗失敗、とアンドリューは笑う。

「びっくりした。イヴァンがこっちに来るなんて、天変地異の前触れかって研究員たち、嬉しがりながら驚いてたよ」

　あまりにも満面の笑みを向けられて、イヴァンは心持ち身を引いていた。

「それでどうしたの？」

「あ？」

「何か僕に用事があるんでしょう？」

　ああ、とイヴァンはうなずいた。

「馬車に乗られますか？」

　グレンの言葉を機に、ふたりは馬車に乗った。

「お待ちください、アンドリュー様……！」

　後ろから盛大に喘あえぎながら、セスが追いかけてくる。

「セスも一緒でいい？」

　構わない、とイヴァンはうなずいた。




　密談をするなら、室内より走らせた馬車の中で。

　昔から言われていることだ。そうすれば誰かに聞かれる心配が、ほとんどない。

　イヴァンはその言葉を守り、グレンを御者に走る馬車の中で、密ひそかに己の考えと望みをアンドリューに話して聞かせた。

「──というわけだ。……ちゃんと聞いてるか、アンドリュー？」

　微動だにしないアンドリューに、イヴァンは訝しく眉間を寄せて問う。

「おい」

「はっ、あ、もちろん聞いてるよ。ただびっくりしすぎて意識が飛びそうになっちゃった……！」

　またわけの分からないことを、と顔を顰しかめるイヴァンの前で、アンドリューはその美び麗れいな面おもてに、にっこりと微笑を浮かべた。

「イヴァンが僕に頼みごとなんて、すごく嬉しい。君の望みはよく分かったから、その件は僕に任せて。期待しててね」

「……別に期待はしていないが、一応やってみてくれ」

「えー、期待してくれていいのに」

　不服だと言いながらも、アンドリューの顔には笑みしかない。

「それと、俺の方でもするつもりだが、『守護富貴華石』について詳細な内容を記しるした書物というのがあれば、それも読みたい」

「そうだな、父上にうかがってみるのが一番早いんだろうけど……、うん、まあ、まずは図書室に行ってみようか」

「でしたら、まずは蔵書目録を確認してみましょう」

　控えめに、セスが提案する。

「目録があるのか？」

「はい、イヴァン殿下。その目録には、ごく簡単なものではありますが、内容も記されております。そちらに目を通せば、ある程度の見当がつくかと」

　文官でもあるセスは、文書関係に強い。

「頼む」

「かしこまりました」

「『守しゆ護ご富ふ貴き花か』は今度いつ頃咲きそう？」

「しばらくはかかるはずだ」

　先日のレストンの聖堂で、新しい『守護富貴華石』は使ってしまった。今イヴァンの手元に、『守護富貴華石』はひとつもない。

　もともと『守護富貴華石』は、滅多に収穫できない。

　これまでは一年にやっとひとつというスパンだった。

　だが。

「最近『守護富貴花』が咲く周期が早くなってない？」

　アンドリューの首を傾げつつの問いに、イヴァンも軽くうなずいた。
















「なんでだろう？　セラちゃんと婚こん約やくしてからだよね」

「……」

　それは偶然だろう、と言いかけたが、イヴァンは思い直す。

　──本当に偶然だろうか。

　セラフィーナと出会ってから三み月つきあまり。その間に咲いた『守護富貴花』はふたつ。これまでにない速さだ。

　セラフィーナ、あるいは……『壊しの、王』？

　ハミルトン王国内の七つの地に据えられた『守護富貴華石』。

　すべての『守護富貴華石』が寿じゆ命みようを迎むかえつつある。そんな最さ中なかに『壊しの王』の力を持つセラフィーナに会い、『守護富貴花』が咲く。

　それらすべては偶然なのだろうか。

「それと、マキャナリー侯こう爵しやくには会った？」

「……いや」

　仮面の者が消えた屋敷の持ち主がマキャナリー侯爵だった、というのは、ふたりの王子にとって歓かん迎げいできることではなかった。

　宰さい相しようであり、ふたりの父王の腹心でもある、マキャナリー侯爵。

　かつて同じ爵位を持っていたクレメンツは、とても分かりやすい俗ぞく物ぶつであり、イヴァンもアンドリューも、まともに相手をしたことはなかった。

　だがマキャナリーともなれば、そうもいかない。

　父王が生まれた時から仕つかえているマキャナリーは、ほかの貴族たちと太い繫つながりを持っており、宮きゆう廷ていでの発言力も大きい。

　彼がひとこと異いを唱となえれば、進める方向に動いていた懸けん案あんが引っくり返ることとてある。

　マキャナリーは、まだ若いふたりの王子にとって難敵だった。

「中央に行くのが嫌なら、僕が行ってみるけど。グレンも行きづらいんじゃない？」

　アンドリューの言葉に、だがイヴァンは、いや、と首を振った。

「グレンからは逆にせっつかれている。早く行った方がいいってな」

「グレンは伯お父じさんとは仲良くないの？」

「『似ている部分が互いに分かるから、あまり近寄りたくない』みたいなことは言っていたが」

　グレンの母は、マキャナリーの妹だ。つまりグレンは、侯爵の甥おいということになる。

「今日にでも行ってくる」

「喧けん嘩かしないでね。イヴァンは彼とは相あい性しよう悪いから心配」

「……ひとのことは言えないだろう」

「うーん、僕が彼を避けるのは、グレンと同じような理由かな。ちょっとした同どう族ぞく嫌けん悪お」

「は？　おまえとマキャナリーが似ているってことは、グレンにも似てるってことになるぞ」

　それは、イヴァンにとっては意外な言葉だった。

　イヴァンから見て、アンドリューとマキャナリーは似に通かよった部分など少しもない。もちろんグレンとも、似ても似つかない。

　そう思ったのが顔に出たのだろう、兄王子は無意識の内に寄っていたらしい眉間のしわを、ふわりと解いた。

「イヴァンはなんだかんだいって真っ直ぐだね。お兄ちゃんはそういう君が好きだよ」

「……俺はそういうことをわざわざ口にするおまえが嫌いだ」

　にこにこ笑う兄王子と仏ぶつ頂ちよう面づらの弟王子だが、これでいて通じ合っているのだと、当の本人たちも従者らも分かっていることだった。

「ではイヴァン殿下、目録を調べたうえで、明日にはご所望の本をお持ちいたしますゆえ」

「頼む」

　はい、とセスはうなずく。

　だがその約束は果たされなかった。

　その日の夜、アンドリューから預かった鍵を手に、中央図書館の最さい奥おう、王家の書物が並ぶ図書室への扉を開けた、セスの目に映うつったのは……。

「本が……！」

　図書室にあった蔵書の半数がなくなっていたのだ──。
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　馬車の中で交わしたアンドリューとの密談後、今日にでも行ってくる、と言った手前、イヴァンはマキャナリー侯爵の居きよ所しよへと向かった。

　マキャナリーの屋や敷しきは宮殿の敷地内にある。しかも王が住まう宮殿の中央にもっとも近い場所を与えられていた。

　イヴァンは、マキャナリー宅へ向かう途中、自分が管理している花庭に寄った。

　先刻さつきアンドリューと話したことが気になっていたのだ。

　最近の花庭は、以前より確実に早く花が咲く。

　まるで急せいているように。

　それは、この花庭だけだろうか。貴族の娘たちが世話をしている花庭の方はどうなのだろう。

「そういえばセラフィーナ様の妹さんが、今季『富貴花』の学校へ入学されましたね」

「そうだったな。……確認してみるか」

「セラフィーナ様に行ってもらったらどうですか？」

　その名を耳にした途端に、イヴァンは軽く顔を顰しかめた。

「……セラフィーナは、今後『守護富貴華石』には関わらせない」

「セラフィーナ様はそれをご承しよう知ちなさったのですか」

「するわけないだろう」

　犠ぎ牲せい的精神。

　イヴァンからすれば、セラフィーナの行為はそのひと言に尽きる。だが当の本人は、犠牲を払っているなどとは、欠片かけらも心の内にないのだ。

　無む垢く、というのとは少し違う。あれでなかなかいろいろと考えているところがある。

　言うなれば。──善良。

　悪意というものが、この世には確実にあることを理解していないのかもしれない。

　どれほど大切に、真っ直ぐに育てられたのか。イヴァンが生きてきた環境とは、似ても似つかないに違いない。

　なぜセラフィーナが『壊しの王』の力を持つのか。

　アランデル家は、古い家系だ。血を遡さかのぼれば、王族の……それも恐らく、王に近い者の血を受うけ継ついでいるのだろう。

　アランデル家の血筋の者はたくさんいるはずなのに、どうしてセラフィーナなのか。

　たまたまなのかもしれない。イヴァンだって、なぜ自分が『咲かしの王』の力を持つのかなんて知らないし、あえて調べるつもりもない。

　だが、それでも思ってしまう。

『壊しの手』を持つ者が、セラフィーナでなければよかったのに、と。

　ほかの誰かなら、『守護富貴華石』を壊すことによってその者が不調をきたしたとしても、冷静でいられただろう。壊せと、心を揺らすことなく命令できたに違いない。

　自分とセラフィーナの役割が逆であったなら、こんなに悩むこともなかった、とも思う。

　あんなに華きや奢しやな娘が、この国の溜まった澱をまともに受けなければならないことが、イヴァンには我が慢まんならない。

　セラフィーナがいくら大丈夫だと言っても、こればかりは聞けなかった。

　だが、セラフィーナに壊しの力を使わせないということは、即すなわち古い『守護富貴華石』は壊せない……ひいてはこの国が滅ほろびることに繫がる。

　このまま自分がひとりで動き続けても限界があり、成果はたかが知れている。

『気心の知れたひとがたくさんできるといいね』

　悔くやしいが、アンドリューの言うとおりだ。

　これまで信頼できる者をつくってこなかったのは自分自身。それゆえ今、こうして進みあぐねている。

　大切なものを守るためにはどうすればいいのか。

　イヴァンはこれから考えなければならない。

「イヴァン様、あれを」

　考えに耽ふけっていたイヴァンは、グレンの声に、ハッと花庭を見た。

「……蕾つぼみか」

　前回『富貴花』が開いたのは、ほんの二十日前のことだ。しかもその時に、『守護富貴華石』を収穫している。

　花庭を見渡してみて、イヴァンはきつく唇を引き結んだ。

　淡あわい月の光のように発光する蕾──あれは『守護富貴華石』を抱いた『富貴花』だ。

　まだたった二十日。それなのにまた『守護富貴花』が咲くなど、これまでにないことだった。

　何が起こっているのだろう。

『守護富貴花』が咲くことに、なんらかの規則性があるのか。

「いよいよ『守護富貴華石』のことについて、あらためて調べ直さないといけないようだな」

　セスがいい書物を見つけてくれるのを祈いのるばかりだ。

　その後向かったマキャナリー宅に当の侯爵が不在だったため、空振りに終わった翌日、イヴァンは図書室の蔵書の約半数が、何者かによって奪われていた、というありがたくない報告を、セスから受けた。

　窓のない図書室の出入り口はひとつだけ。その門もん扉ぴは図書室の管理人が持つ鍵がなければ開けることができない。

　中央図書館自体、日が暮れれば閉館する。

　ひと気のない、夜の犯行だった。

　衛えい兵へいが動いているが、いまだ捕つかまらず、犯人の特定もできていない。
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「これはようこそ、イヴァン殿下。そして我が甥おいよ、久しぶりだな」

　マキャナリー侯爵家の居間は、質はいいが素そ朴ぼくな家財で溢あふれていた。

　奥方の趣味だろうか。彼のイメージには少々そぐわない。

　ハミルトン王国は森林が多いために、家具の一切は木材でできている。

　その中でも高価な木というものがあって、硬くて色褪あせることのない黒こく樹じゆ、やわらかくて加工がしやすく、また長く芳ほう香こうを楽しめる白はく樹じゆ、成長は遅いが木そのものが珍めずらしくて美しい濃こ紫むらさき色いろの紫し樹じゆなどがある。

　マキャナリー侯爵の居間の家具は、白樹がふんだんに使われていた。

　森林の中にいるかのような清すが々すがしい香りが、室内にやわらかく漂ただよう。

　イヴァンは中央の長椅子に、グレンはその背後に背筋を正して立つ。

「昨日も来ていただいたと。大変申し訳ないことをいたしました」

　詫びには軽く首を振ることであっさり流し、イヴァンは単刀直入に問いを投げた。

　レストンの別邸に、仮面の者が出入りしているようだが、と。

　クレメンツ元侯爵がアランデル領内でつけていた螺ら旋せん模も様ようの仮面のことは、宰相たるマキャナリーも当然知っている。

　だがマキャナリーは髪一筋ほどの動どう揺ようも見せず、はて、と首を傾げた。

「まったく思い当たりませぬ。わたしはてっきり、アンドリュー殿下主催の舞踏会のことで来られたのかと思っておりましたよ」

　マキャナリーが話している間に侍女がやってきて、ふたりの前に香こう気き豊かな茶を置く。

　それにはまったく目も向けず、イヴァンは舞踏会？　と問い返す。

　普段から滅多に表情の動かないマキャナリーの面が、わずかに笑みらしきものを浮かべた。

「貴方様が所用で出られていた際に、ご婚約者とダンスを少々」

「──」

「セラフィーナ・アランデル嬢は、わたしがつけていた仮面をしきりに気にしていましたな。……おや、聞いておられませんか？」

　セラフィーナがマキャナリーとダンスをしたことなど聞いていない。が、それも当然かもしれない。

　舞踏会が催された日、セラフィーナは三み度たび『守護富貴華石』を壊し、意識を失った。目が覚めたあとには、舞踏会のことなど話す機会もなかったのだから。

　そしてその日以降、イヴァンはセラフィーナとまともに顔を合わせていない。

「……侯爵がつけていた仮面、とは？」

「持ってこさせましょうか？」

　ジョージナ、と部屋に控えていた侍女に声をかけると、彼女は一いつ旦たん退席し、そして舞踏会につけていたという仮面を持ってきた。

　その仮面を見るなり、イヴァンは微かに目を瞠る。

　クレメンツがつけていた仮面と酷こく似じしていた。

「侯爵。──これは」

「さて、どなたか分からないが、舞踏会の数日前にこちらに届けられたのですよ。なんの目的があるのかこちらはまったく関知しておりませんが、何かの目印かとも思い、舞踏会につけて参ったのです」

　さらさらと説明されるが、とても信じられるものではない。

　だが仮面の件は、マキャナリーの方から言い出したのだ。言われなければイヴァンは知らないことだった。

　なぜあえて口にしたのかと、その理由を考えれば、あまりいいことは思いつかない。

　──宣戦布告、というわけでもないだろうが。

　マキャナリーの意い図とが摑めない。

「そういえば、中央図書館の本が盗まれたそうですね。まったく由ゆ々ゆしきことです」

　本を盗むなど、とマキャナリーは軽く首を振る。

「侯爵は犯人に心当たりは？」

「さぁ、それは。あの図書室に王家の方々や『富貴花』のことが書かれた本が置かれているのは周知のこと。だが本当に秘すべき事柄を記した書物は、あそこにはありませんからね」

「……」

　マキャナリーはさらりと、イヴァンすら知らなかったことを口にした。

「本当に秘すべき事柄を記した書物」

　マキャナリーは、ふと唇に笑みを浮かべた。

「殿下は知らずともよいことですよ」

　暗に、自分は王家についておまえより詳くわしいぞと言われていることに、イヴァンは当然気づく。

　不快感に眉まゆ根ねを寄せるが、マキャナリーは平然としたものだ。

「何やら動いておられるようですが、殿下はどうにも手て緩ぬるい」

「伯お父じ上うえ。お言葉が過ぎます」

　普段には決して聞かない、グレンのきつい口く調ちように、彼の伯父は軽く肩を竦めた。

「おまえもだよ、グレン。殿下の後ろをただついてゆくだけなど、誰にでもできる」

　マキャナリーは静かな声で、だが容よう赦しやなく言い放つ。

「殿下、中途半端な真ま似ねは控えるべきかと。するならとことんする、しないなら何があっても傍ぼう観かん者しやでいる。中途半端が一番いけない」

「俺を半端と言うか」

　マキャナリーは返事はしなかったが、うっすらと目を細めて微笑んだ。

「ああ、そうでした」

　これを、とマキャナリーは手にしていた本を卓上に置く。

「……なんだ」

「以前図書室でお会いした際、セラフィーナ嬢が興味を示していた本です。先に読ませてもらいました」

　お渡しいただけたらありがたいのですが、と差し出してくる。

　なんの変哲もない赤せき褐かつ色しよくをした装そう丁ていの本だ。

　表紙の文字が掠かすれていて、よく見えない。

　だが表紙を捲めくったところにある文字に目を落とすなり、イヴァンはふと押し黙る。

　じっと文字を見つめ、そうしてから男を見据えた。

「預かろう」

「よろしくお願いいたします」

　マキャナリーは深く頭を下げる。

【咲かしの王と壊しの王】

　それが本のタイトルだった。
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　歩きやすくしっかりした縫ほう製せいの靴くつを履はいたセラフィーナは、北の翼棟の螺旋階段を、上から下まで、もうかれこれ十往おう復ふくしていた。

「嬢じよう様さま、嬢様……！　何を上ったり下りたりをそんなに繰くり返かえしていらっしゃるんですか！」

［カシュー、カシュ？］

　足元をうろちょろしている危なっかしいカシュカシュを抱き上げつつ、パメラは顔に困こん惑わくを滲ませている。

「鍛えているのよ、パメラ」

「は？　そんなに階段の上り下りをしていたら、脚あしだけものすごく太くなっちゃいませんか!?」

「鍛えられるのならば、それも本ほん望もうだわ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいな、いったいどうしちゃったんです」

　セラフィーナについて上り下りをしているから、もう息も切れぎれのパメラだ。だが荒い呼吸をしながらも、足を止めようとはしない。

「パメラは休んでいて。わたし、あと十往復くらいはしようと思うから」

「えええ……っ!?」

　身体を鍛えたとしても、イヴァンはセラフィーナを聖堂に連れていってはくれないだろう。

　それでも、何もしないよりはましだ。

　午前中は研究室で実験をし、午後は運動をする。その後は就しゆう寝しんするまで、図書室から借りてきた本を読み続ける。

　それが、ハミルトン宮殿の北翼に戻ってきてからの、セラフィーナの日課だった。

　運動は、普段は外でしているのだが、今日は生あい憎にくの雨。

　季節は短い夏に突入しており、雨が降っていてもさほど寒くなかった。

　夏の雨は嫌いではない。

　だが、サラサラと降り続ける雨の音を聞いていると、なんだか物悲しく、そして物思いに耽ってしまうものなのだなと、セラフィーナは今け朝さ初めてそんなふうに思ったのだ。

　何かに集中していないと、常にイヴァンを想い、そしてレストンの離宮で聞いた言葉を繰り返し思い出す。

『おまえを塔の頂上に閉じこめておきたい』

『おまえは何を怖がるんだろうな』

『おまえをもう聖堂には連れていかない』

　どれもセラフィーナを想うが故ゆえの言葉だ。

　イヴァンの気持ちと自分がなすべきこと。そのどちらをも蔑ないがしろにしないためにはどうしたらいいのか、セラフィーナはまだ、いい案を思いつけない。

「そういえば、舞踏会でお会いになりましたか、嬢様」

「誰？」

「クレメンツ家のお嬢様、ジョージナ様が、会場にいらしてたんですよ……！　あたし見ちゃいました」

「ジョージナさんが？」

「はい。それで、嬢様に危害でも加えやしないかと心配になっちゃいまして、あたしいろんなひとに聞いてみたんです。そしたらびっくりしちゃいましたよ。ジョージナ様、今どこにいると思います？」

「……お母様とご一緒ではないの？」

「それがクレメンツ元侯爵の奥方様、裁さい判ばんが始まる前に離り縁えんして、今は別のお方の奥方様になっちゃってるそうですよ。で、ジョージナ様はそのお屋敷に連れていってもらえなかったとかで」

　赤みを帯おびた金の巻き髪の、つんと吊り上がった目をしたジョージナの顔を思い出したセラフィーナは、思わず足を止めていた。

「では、ジョージナさんは」

「それがですね、なんとマキャナリー侯爵家に引き取られたそうなんですよ。侍女として！」

　興こう奮ふんして腕に抱いたカシュカシュを上げたり下げたり振り回すパメラを、マジマジと見つめる。

「マキャナリー家へ？」

　パメラははい、とうなずく。

「もともとクレメンツ家とマキャナリー家って、ものすごく仲が悪かったようですよ。クレメンツ家はお家柄が新しく、マキャナリー家は初代国王の頃からの大貴族ですから。宮廷でもいろいろおありだったそうです。それなのに、没落したクレメンツ家のひとり娘を引き取ったってことで、宮殿内ではなんとお心の広い、優すぐれたおこないだと、つい最近まで侯爵様をもてはやす噂うわさでもちきりだったみたいです」

「そうなの……」

　止めていた足を、再び動かす。後ろでパメラが、え、まだやるんですかと言いながらもついてくる。

「ジョージナさん、それでは今はひとりではないのね」

「でもあんなにプライド高そうなお方が、誰かの下で働くってことができますかねえ？　まあ、今度お会いする機会がありましたら、侍女仲間としていろいろアドバイスしてやりましょう」

　パメラは、ふふふと悪戯っぽく笑った。

　マキャナリー家。

　マキャナリーの名を聞けば、セラフィーナの思考は舞踏会の夜へと戻ってゆく。

　──あのお方は不ふ思し議ぎ。

　何を考えているのか、どんな思いからセラフィーナにさまざまな言葉をかけてくるのかまるで分からない。

　それでいてこちらから訊きいても、答えをはぐらかす。

　マキャナリーに、まともに答えてもらったことはほとんどない。

　たくさんのことを知っていて、まるで遊ゆう戯ぎでもしているかのようだ。

　だが、もう一度きちんと話してみたい。

　──イヴァン様のお味方ならばよいのだけれど。

「それはそうと嬢様、鍛えるのは脚だけでよろしいのですか？」

「脚ではなくて、身体を鍛えているつもりなのだけど」

「でしたら、はい」

「？」

　パメラはカシュカシュを手渡す。

［カーシュ］

「カシュカシュを上げたり下げたりしたら、腕も鍛えられるのでは？」

　腕の中のカシュカシュは、円つぶらな瞳ひとみで見上げてくる。

　カシュ？　と首を傾げるカシュカシュの首には、舞踏会の時からずっと金色のリボンが巻かれている。

　アンドリューからのプレゼントだが、どうやらこれは気に入っているらしい。

　セラフィーナはふと口元を綻ほころばせ、そうね、とうなずいた。

「カシュカシュ、手伝ってね」

［カーシュ！］

　階段の中央で、思いきり高くカシュカシュを上げると、キャキャキャと喜んで手足をばたつかせた。

　と。

　コロン。

　カシュカシュのリボンの隙すき間まから、赤い何かが落ちた。

「……え？」

　セラフィーナとパメラの目が、その赤い何かを追う。

「あ」

　階段に落ちた瞬間、凄すさまじい勢いで白い煙けむりが噴ふん出しゆつした。

「じょ……、これ、嬢様の実験物!?」

　実験室にもついてくるカシュカシュが、どうやらセラフィーナの実験物に興味を示し、こっそりリボンに挟はさみこんでいたようだ。

　階段途中にいたふたりは、視界を奪われて、足をふらつかせる。

「嬢、様。動かれませんように、危ないで……、イヤァァァァ───ッ！」

　ゴロンゴロンとパメラが階段から落ちる気配がする。

「パメラ!?」

　慌あわてて手を伸ばしたセラフィーナも同様だ。

「あ」

［カ］

　つるりと足を滑すべらせて、真っ逆さまに落ちてしまう。

　カシュカシュをぎゅっと抱きしめながら痛みを覚かく悟ごするセラフィーナだったが、衝撃はとてもやわらかかった。

「え、……あ」

　もくもくと広がる富ふ貴き華か虫ちゆうと富ふ貴き華か土どの合体作品が、クッションの役割をしてくれていたのだ。

　見ればパメラも、その富貴華クッションの上に呆ぼう然ぜんと座すわりこんでいる。

「は、は、ははは……。び、びっくりした……」

　顔を引きつらせつつ笑うパメラに、怪け我がはないようだった。

「よかった、怪我はないわね？」

「は、はい。嬢様は？」

「わたしも大丈夫」

　ひとが落ちても、びくともしないのにはびっくりした。

　以前イヴァンは剣を突き立てたようだが、鋭いもので穴を開けない限り萎しぼまないらしい。

「それにしましても……」

　パメラは恐る恐る、周囲を見回す。

　北の翼棟の一階は、見渡す限り、富貴華クッションで埋うめ尽つくされていた。

「嬢様の実験物も、役立つのですね」

　お陰かげで命を救われましたと、パメラはしみじみと言う。

「嬢様の言うように、やってみなければ分からない、できてみなければ分からないというのも、案外スリルがあっていいかもしれません」

　セラフィーナが最近考えこんでいることに、一番傍にいるパメラが、気づかないはずがなかった。

　実験には賛成していないようだったのに、富貴華クッションの上で、パメラはそんなふうに言ってくれる。

「やってみなければ分からない。……そうね」

　イヴァンが納なつ得とくしてくれなくても、自分ができることをしよう。そして、ひとりで悩むのではなく、言葉を尽くして、イヴァンと話し合ってみよう。

　もしかしたら、そこから素す敵てきなアイディアが浮かんでくるかもしれない。

　黙だまっているより、その方がきっと建設的に違いないのだから。
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　掌の中にある『守護富貴華石』を、握にぎったり離したりしながら、イヴァンは本のページを捲めくる。

　セラフィーナにと言われた本だが、マキャナリーは己に読ませるために渡したのだと、イヴァンは理解していた。





　咲かしの王と枯らしの王は完かん璧ぺきなる一いつ対つい。






『守護富貴華石』について書かれた本に、イヴァンはこれまで数冊目を通していた。これはその時、毎回見たフレーズだ。

　もともとあった一冊の本を、時代ごとに写していったのだろう。

　遠い過去に書かれた文章は、表現が比ひ喩ゆ的てきで、寓ぐう話わめいてもいて、まるで預よ言げん書しよのようだった。

　軍記物や史実は好んで読むが、普段ならば滅多に手に取らない類たぐいの本だ。

　読み進めれば進めるほど、表情が険しくなってゆく。

　そしてあるページで、イヴァンの目がピタリと止まった。





　華はなは散る

　壊こわしの王の手に触れて

　だが七つの地の華が砕くだけたとき

　壊しの王の命をも

　奪うだろう






「華が砕けたとき、壊しの王の命をも──」

　この本を見せたマキャナリーの思惑が、イヴァンの胸に迫せまってくる。

　このまま『壊し手』を使い続けたら、セラフィーナの身がどうなるか分かったはず。

『守護富貴華石』同様に、その命は壊れる。

　だから、これ以上動くな。

　そう脅おどされているとしか、イヴァンには思えなかった。

「イヴァン様……」

　傍に控えるグレンの気き遣づかわしげな声に、イヴァンはちらりと視線を上げると、軽く首を振った。

　いずれ据え換えなければならない『守護富貴華石』はあと三つ。

　港町ウィルグレッド、北の都トリシア、そしてハミルトン宮殿内。

　いずれも陸地で、もし古い『守護富貴華石』が暴ぼう走そうすれば、ハミルトン王国全土を吞のみこんでしまうだろう。

　最初の無人島、アーキンを覆おおい、粉々に砕いたように。

　つい三日前に収しゆう穫かくした、掌の中の『守護富貴華石』をきつく握りしめたその時、控えめなノック音が、室内に響いた。

　開いた扉の先に立っていたのは、夏らしい薄青色のドレスを纏まとった、イヴァンの婚約者──セラフィーナだった。

「どうした？」

　セラフィーナがこの部屋を訪たずねることは滅多にない。

　それは、イヴァンは外出が多いこと、そして外から戻った時には、自らセラフィーナの部屋や実験室に足を運ぶことがほとんどだからだ。

　華美な設しつらえを好まない、黒や濃のう紺こん、銀といった色合いが多くを占めるイヴァンの部屋の中で、セラフィーナはひとり、花のようにやわらかな色彩を纏っている。

　イヴァンは一瞬だけ手にしていた赤褐色の表紙の本に目をやるが、ポンと椅子の上に放った。

「イヴァン様、新しい『守護富貴華石』ができたのですか？」

　イヴァンの掌の上に乗る黒く小さな『守護富貴華石』を、セラフィーナは目め敏ざとく見つける。

「何か用か」

　その問いには答えずに、イヴァンは立ち上がると、セラフィーナに歩み寄る。

「あの、『守護富貴華石』のことで、イヴァン様とお話がしたいのです」

「俺にはない」

　にべもなく言うと、セラフィーナはぐっと口ごもったが、黙りこんだりはしなかった。

「わたしはしたいのです。イヴァン様、わたしの手は必要でございましょう？」

「……セラフィーナ」

「『守護富貴華石』ができたのでしたら、聖堂に向かいましょう。わたしの手を使ってください」

「おまえを聖堂には連れていかないと言ったはずだ。自分の言葉を翻ひるがえすつもりはない。聞き分けろ」

「聞き分けたくありません。ちゃんとお話をさせてください」

　イヴァンの胸に、苛いら立だちが募つのる。

　セラフィーナがもっと自分のことしか考えない、濁にごった心持ちの人物だったなら、イヴァンもこんなには悩まなかっただろうにと、自じ嘲ちようする。

　セラフィーナを傷つけたくない。

　腕の中に囲いこんで、髪の毛先ほどの痛みすら感じさせたくない。

　たとえセラフィーナがそれを望んでいなくても、イヴァン自身がそうしたかった。

　頑がんとして気持ちを曲げないセラフィーナが憎にくらしい。

　憎らしくて、けれどそういうセラフィーナだからこそ、イヴァンは惹ひかれたのだ。

「互いが納得する話し合いができるまで、イヴァン様の前からどきません」

「……これを読んでも、そう言えるか」

　イヴァンは長椅子に放った本を乱暴に捲めくり、セラフィーナに突き出す。

　セラフィーナの目が字を追い、そしてある個か所しよで、キュッと唇を引きしめた。

「『壊しの王の命をも奪うだろう』とある。それでもおまえは、『守護富貴華石』を壊すと言うか」

　セラフィーナのアイスブルーの瞳の中に、かすかな揺らぎが見える。

　戸惑っている。迷っている。恐怖を感じている。

　そのまま折れろ。折れて、怯おびえて、部屋へと戻れ。

　だが。

　動揺したに違いないのに、セラフィーナは真っ直ぐにイヴァンを見上げてきた。

「イヴァン様、『だろう』とあります。『奪う』と断定しているのではありません。実際に奪われるかどうかは、やってみなければ分かりません」

　その言葉に、イヴァンはカッとなった。

「奪われるかもしれないのに、そんなことができるはずないだろう。やり直しがきく実験とはわけが違う──！」

　どうやっても思いを翻さないセラフィーナを乱暴に引き寄せ、きつく抱き竦めた。

「──ッ！」

「……、……」

　かき抱いだきながら、激しい想いをセラフィーナの耳へと注そそぎこむ。

「……、イ、イヴァン、様……」

「イヴァーン、お待ち兼ねのもの、できたよー！」

　身を強こわ張ばらせるセラフィーナの後ろの扉とびらから、兄王子が勢いよく飛びこんできた。

　イヴァンは抱きしめていたセラフィーナを離すと、アンドリューへと歩む。

「あれ。どうかした？」

　金の髪をさらりと揺らして、アンドリューが首を傾げる。

「なんでもない。──それか」

「あ、そう！　見て見て、力作だよ！」

　アンドリューは、その手に棒状のものを持っていた。棒状のものには、きつく布が巻きつけられている。

　その布をするすると床に落としていく。

　現れたのは、漆しつ黒こくの剣だ。

「それは……？」

　背後からしたセラフィーナの声には、驚きが滲んでいる。

「これはね、セラちゃんの指に嵌はまっているものと、同じ材質のものって言ったら分かる？」

「役目を終えた『守護富貴華石』……！」

「正解！」

　アンドリューはにっこり笑った。

　剣というにはあまりにもいびつであるために、収め得る鞘さやがないのだろう。だがひとを斬きるのではないのだから、どんなに不ぶ格かつ好こうでも構わない。

　イヴァンはアンドリューに、『守護富貴華石』を壊す手段として、セラフィーナの手以外に何かないだろうかと相談を持ちかけた。

　奇妙な実験や発明ばかりをする兄だが、その発想力にはいつも呆あきれつつ感心もしていた。

　アンドリューは頭をひねり、そうして導みちびき出したのが、役目を終えた『守護富貴華石』で作った武器──剣だった。

　セラフィーナへの指輪を作った時、どれだけ硬い天然石でも研けん磨まできなかった。そのため、使ったのは同じ『守護富貴華石』だ。

　確証はなかったが、もしかしたら、役目を終えたとはいえ、『守護富貴華石』ならば壊すことができるのではないか……。アンドリューとの話し合いの末、そういった結論に至ったのだ。

　イヴァンはアンドリューから、『守護富貴華石』でできた剣を受け取る。

　ブン、と振って、重さを確かめる。そして床に落ちた布を拾うと、もう一度巻きつけた。

「アンドリュー、礼を言う。グレン、行くぞ」

「はい」

　確かめてみよう。

　イヴァンはグレンとともに歩きだす。

「お待ちください、イヴァン様……！　わたしもお連れください」

　もし、剣で『守護富貴華石』を壊せるのならば僥ぎよう倖こう、けれどそうでなかった時のこともお考えください。

　セラフィーナの言葉に、だがイヴァンはそっけなく首を振る。

「おまえは連れていかない。──ここで待っていろ」

「イヴァン様！」

「見張りを置いていく。いいか、決して外に出るな」

　そうしてイヴァンは、振り返ることなく部屋をあとにした。

　部屋を守る護衛士に、セラフィーナを北ほく翼よくから出すなと言い置いて。










　振り返らず行ってしまうイヴァンを、セラフィーナは追うことができなかった。

「……」

　互いが納得できる話し合いを、と心に決めてこの部屋にやってきたのに、自分の気持ちは、イヴァンには届かなかった。

　消沈して、ため息を零こぼす。

「置いていかれちゃったね。いつもイヴァンはああなんだよ。僕も「たまには一緒に行きたい」って言うのに、絶対に駄だ目めだってさ」

　ひょいと肩を竦めながら、アンドリューは笑う。

「僕の身の安全を考えてくれているって分かってるけど、頭ごなしに言われると、ちょっと反発したくなるよねー」

「……だから先日は、おひとりでレストンの聖堂に行こうとされたのですか？」

　ヴァレリア様が心配していましたとセラフィーナが言うと、アンドリューは、あー、と天てん井じようを仰あおぎながら苦笑した。

「ごめんね、あの日はセラちゃんにも迷めい惑わくをかけて。ヴァレリアには、ある程度のことは話してるんだけどね」

「ある程度、ですか？」

「うん、ある程度。でも全部じゃないから、余計心配かけちゃうのかもしれない」

「おひとりで行かれたとあっては、心配するのも当然かと」

　アンドリューは、そうだね、とうなずいた。

「セラちゃんも分かってる？　イヴァンが君を心配する気持ち」

「……はい」

「本当に？」

　小さく笑うアンドリューの、言葉の意味が分からない。

「あの、わたし、もしかして分かっていないんでしょうか？」

　アンドリューは、そうだねー、とちょっと首を傾げつつ、セラフィーナの瞳を覗きこんできた。

「セラちゃんは、自分の命を削けずってでも『守護富貴華石』を据え換えたい。がんばりたいって思ってる？」

「それは……はい。自分にしかできないことならば」

「そっか。いいこだね、セラちゃんは」

　にっこり笑ったが、その直後にアンドリューはさらりと表情をあらためた。

「でも、ちょっと残ざん酷こくかな」

「え？」

　残酷、という言葉に、ドキリとする。

「イヴァンの気持ちを考えたらね。どうして僕に『守護富貴華石』の剣を作るように言ったのか、セラちゃんは分かっているようでいて、分かってないんだと思うよ」

　アンドリューは、とりあえず剣が役に立つかどうか、報告を待っていようね、と言って、部屋をあとにした。

　ひとり部屋に残ったセラフィーナは、左手の指に嵌められた指輪に目を落とす。

『──おまえが大事なんだ』

　先刻、きつく抱きしめられた時、イヴァンは低く囁ささやいた。

　その言葉を聞いた途端、炎にあぶられたように耳が熱くなった。

　自分は、イヴァンの気持ちを分かっていないのだろうか。

　赤褐色の本をじっと見つめる。

　長椅子に座り、セラフィーナは今一度本を開いた。

「『華は散る。壊しの王の手に触れて。だが七つの地の華が砕けたとき、壊しの王の命をも奪うだろう』……」

　命を奪う。

　その言葉は、セラフィーナを震わせる。

　それでもなお、先を読み進める。

「あ……」

　中ほどのページを読んでいたセラフィーナは、思わず声をあげた。

「『富貴花を咲かし、守護し、壊し、再生する者たちよ。──恐れず、前を向き、手と手をたずさえ、心を違たがえずひとつとなってともに歩むことで……』これは」

　セラフィーナは丁てい寧ねいに読み進めていく。

　そうしてすべてを読み終えたその時、再び扉が静かに開いた。

「嬢様にお客様です」

　自室にいてもらっていたはずのパメラが、セラフィーナを呼んだ。

「急ぎのご用とのことなので、こちらにお連れしたんですけど」

「お客様？」

　セラフィーナは顔を上げた。

　目の前に立つ男の名を呟く。

「マキャナリー侯爵様」

「迎えに参りましたよ、セラフィーナ嬢」
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　イヴァンが黒い剣の効力を試すために選んだのは、西の港町ウィルグレッドだった。

　残った三カ所の『守しゆ護ご富ふ貴き華か石せき』のうち、ここが一番早く壊こわれる危険性があるからだ。

　また宮きゆう殿でん内ないでは、もしかしたらセラフィーナが追いかけてくるかもしれない。

　北の都トリシアは、三カ所の中で一番安定していて、距離も遠いから除外した。

　ウィルグレッドは、首都ハミルティアから馬を走らせれば、一日かからずにつくことができる。方角は違うが、距離的にレストンと同じ程度だった。

　夜を跨またいでやってきたウィルグレッドの聖堂は、塔の形をしている。

　ウィルグレッドの聖堂の形は独特だった。

『守護富貴華石』の周囲に、筒状の壁が巡めぐらされているのだ。

　壁に隔へだてられた『守護富貴華石』を見て触さわるためには、螺ら旋せんの階段を使って、一番上まで行かなければならなかった。

　頂上に行けば、巨大化した『守護富貴華石』の天てつ辺ぺんが突き出ていて、見ることも触ることもできる。

　イヴァンとグレンは、朽くちかけた古い階段を上のぼり、最上階まで向かった。

　壁に囲まれているからか、ウィルグレッドの『守護富貴華石』の、あの甘い香りも、キィキィという耳みみ障ざわりな声も、さほど感じなかった。

　だが最上階まで足を進めた途と端たん、ムッとするほどの甘い香りが漂ただよってきた。

　腐くさりかけの果実のような香りは、少しの間ここにとどまるだけで、身体からだにしみつきそうなほど強きよう烈れつなものだ。

　イヴァンはさっそく、黒い剣を構える。

　どろりと青黒い体液を流す『守護富貴華石』をじっと見み据すえ、渾こん身しんの力で突き刺した──！

　キィン！

　金属同士がぶつかり合うような、高い音が塔の中に響ひびき渡る。

　硬かたい。

　剣を握った手が痺しびれ、痛みを訴うつたえる。だがイヴァンは、そのまま力ちから任まかせに剣を押しこんだ。

　と。

　グッ、と手ごたえを感じた。

　イヴァンはそのことに勇気を得て、全体重を剣に乗せる。

　なおも切っ先が『守護富貴華石』に突き刺さった。

　ア、ア、アアアアアア──、……！

　鼓こ膜まくを破らんばかりの悲鳴が、イヴァンとグレンを襲おそう。

「……くっ」

「──ッ！」

　あまりにも大きな悲鳴に、耳が痛みを訴うつたえるほどだ。

「イヴァン様！」

『守護富貴華石』に、ヒビが入った。

　もう少しだ。

　いける。

　イヴァンは今持つ力のすべてを、剣を握る手に込めた。

　ズ、ズ、ズ、と、剣はゆっくりと、だが確実に『守護富貴華石』に沈みこんでゆく。

　ヒビも少しずつ、ほんのわずかだが、広がってゆく。

　──壊れろ。……壊れろ……！

　祈いのるように、両手で柄えを握りしめ、突き入れる。

　だが。

「……イヴァン様」

　イヴァンは、額ひたいに滲にじむ汗も気にせず、じっと剣を……その柄を見つめた。

　刀身は見えない。『守護富貴華石』に、根元まで刺しきった。

　けれど、──壊れない。

『守護富貴華石』は壊れない。

　ヒビは入った。だが破壊はできなかった。

『守護富貴華石』の機能を停止させ、新しい『守護富貴華石』に据すえ換かえることは、このままでは無理だった。

「……、っ」

　激情のまま、拳こぶしを『守護富貴華石』に叩たたきつける。

「イヴァン様」

「……やはり『壊し手』でなければ壊れないのか」

　きつく唇くちびるを嚙かみしめ、イヴァンは『守護富貴華石』に突き刺さった黒い剣を見つめた。

　ただ、見つめることしかできなかった。
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　もしかしたら、と期待していた。

　浅はかな己おのれに、イヴァンは腹が立つ。

『守護富貴華石』を壊すのは、『壊し手』である『壊しの王』。

　それは遠い昔から決められていたこと。

　それを曲まげてでも、イヴァンはセラフィーナに『壊し手』を使わせたくなかった。

　大体、国を救う『壊しの王』の命も壊れる、というのが納なつ得とくできない。

　回かい避ひはできないのか。何かないのか。

　苛いら立だったまま、イヴァンは騎き乗じようする。

　思いきり馬を走らせてしまいたかった。

　ぐっと手綱たづなを握にぎりしめ、前を見据えたイヴァンは、ほんの微かすかな異変を視界の隅すみに捉とらえた。

　イヴァンの呼吸が変わったのを、従者はすぐに気づいた。

「……」

　合あい図ずはなかった。だがふたりは同時に馬を走らせる。

「──ッ！」

　森の木の陰かげに隠かくれていた何者かは、馬が走りだした途と端たんに、その姿を見せた。

　その数、二十は下らない。

　いずれも馬にまたがり、イヴァンたちを追いかけてくる。

　森を抜けたところで、イヴァンは手綱を引き、追いかけてきた者たちに向き直った。

「……何者かと思えば、見覚えのある仮面だな」

　顔全体を隠す仮面には、カラフルな色で螺旋の模も様ようが描えがかれている。

「ここで俺を襲う理由を訊きいてやろうか」

　周囲を賊ぞくに囲まれても、イヴァンは緊きん張ちようもしていなければ、恐怖も感じていない。

　飄ひよう々ひようとそんなことを訊くイヴァンに、相手は仮面の下で戸と惑まどっているようだった。

　見合うこと、しばし。

　だが互いが無言でいた時間は、長くはなかった。

　ひとりが一いち馬ば身しん分ぶん進んでくると、

「『守護富貴華石』を渡せ」

　くぐもった声で言う。その声は、男のものだった。

　言われたことが意外だったものだから、イヴァンはひょいと肩を竦すくめてみせた。

「『守護富貴華石』をどうするつもりだ？」

　もちろん、答えが返ってくるとは、イヴァンも思っていない。

　クレメンツとともに捕とらえた者たちは、いずれも元もと侯こう爵しやくの家に仕つかえていた従じゆう僕ぼくたちだった。それゆえ詳くわしいことはまったく知らされておらず、主あるじが言うままに『守護富貴華石』を壊そうとしただけ、というのが調べた結果だった。

　クレメンツは、国を新しくしよう、その時貴方あなたは国の王にも匹ひつ敵てきする力を得ましょう、と甘く囁ささやき、そそのかされたと証言しているが、その人物の正体も行方ゆくえも分かっていない。

　それがハミルトン国民なのか、他国の者なのかも。

　だが今ここにいる者たちは、クレメンツより詳くわしい事情を知っているだろう。

　捕とらえれば、何かしら情報を引き出せるはずだ。

　イヴァンはにやりと笑うと、剣を抜いた。

「ちょうどいい。少しムシャクシャしていたところだ。相手になってやろう」

　そう言うや否いなや、仮面の者たちに向かって馬を走らせた。

「どうぞ手加減を」

　併へい走そうするグレンが、さらりとそう言うのに、イヴァンは物ぶつ騒そうな笑みを浮かべた。

「まあ殺さない程度には手加減してやるよ」

　目の前にいた仮面の者が、慌あわてて剣を抜く。

　構える前に、イヴァンは剣を振り下ろした。

「う、わぁ……ッ！」

　仰のけ反ぞった敵は、馬から転ころがり落ちる。

　圧倒的な数の差であるにもかかわらず、イヴァンは怯ひるむどころか生き生きしている。

　グレンもまた、幼い頃からイヴァンの剣術の相手として長く剣技を磨みがいていたから、その腕は確かだった。

　二十人ほどの仮面の者たちは、瞬またたく間まに半数に減った。

　だが残った者たちは強敵だった。

　馬を乗りこなし、剣を振る腕にも迷いがない。

　けれどイヴァンは落ち着いていた。

　弱い者を相手にするより、実力が拮きつ抗こうしている敵の方がいい。剣の揮ふるい甲が斐いがある。

　相手が踏みこんで剣を振り上げる。それを真っ向から受け止め、ぐい、と押し返した。

　斜め前方からも、剣がイヴァンに襲いかかる。

　返した剣を、ひらりと逆さか手てにすると、二番目の攻撃を薙なぐように払った。

「なかなかやるな。だがそんなに行ぎよう儀ぎよくひとりひとりで攻撃してこなくても構わないぞ。まとめて相手をしてやるよ」

　イヴァンの挑ちよう発はつにカッとなったのか、相手の何人かは、馬を飛び下りた。そして鋭するどい声をあげながら、ある者は剣を突き刺すように、ある者は大きく振りかざし、一気に襲いかかってくる。

　イヴァンはその攻撃を受け、流し、まるで剣が己おのれの手の延えん長ちようであるかのように、自由に使う。

「う……ッ！」

「ああ……！」

　ひとり、ふたりと戦意不能の状態にしてゆく。だが剣を交まじえる背後から、馬のいななきが聞こえてきた。

　さらなる敵か、と気を引きしめる。

「イヴァン殿下……！」

　だが背後からやってきた数頭の馬に乗る男たちは、イヴァンを守るように、仮面の者たちに突っこんでいく。

「……なんだ？」

　それが誰なのか、イヴァンには面識がなく、だが軍人ではないことは確かだった。

　イヴァンを普段から守る護ご衛えい士しでも、近この衛え兵でもない、漆しつ黒こくの衣ころもを纏まとっている。見たことのない衣だった。

「あれらはマキャナリー家の私兵です」

　仮面の者と向き合っていた時より、よほど緊きん迫ぱくしているのはグレンだ。

「マキャナリーの？　どういうことだ」

　マキャナリーはイヴァンのなすことを牽けん制せいしていたではないか。

　戸惑うイヴァンの後ろから、四頭の馬に引かれた箱馬車が走ってきた。そして剣を交えるマキャナリー家の私兵と仮面の者たちの間を突き進み、森の中へと入っていく。

　ハミルティア国内の馬車には、それぞれ家か紋もんが記しるされている。

　一瞬見えたその家紋は──

「マキャナリー、か？」

　なぜマキャナリーが森……聖堂に行くのだ？

　嫌いやな予感がした。

　その嫌な予感に急せかされて、イヴァンは馬を走らせた。だが仮面の者が行かせまいと立ち塞ふさがってくる。

「どけ！」

　イヴァンの剣に晒さらされながらも、敵は必死になって飛びかかってきた。

　中には、イヴァンの懐ふところにある『守護富貴華石』を奪おうと、無む謀ぼうにも手を伸ばしてくる輩やからもいた。

「邪じや魔まだ！」

「イヴァン様！」

　まとわりつく敵との間に割って入ったのはグレンだ。

「イヴァン様、お急ぎください」

　頼む、とうなずいて、私兵と仮面の者たちが入り乱れ、怒号や剣同士がぶつかり合う音が響き渡る中を、イヴァンは進んだ。

　馬車は案の定、聖堂の前に停とまっていた。そしてまるでイヴァンが来るのを待っていたかのように、マキャナリー侯爵の姿もある。

　イヴァンは馬を飛び下りると、マキャナリーに詰め寄った。

「いったい何を考えている……！」

「何を？　はて、異いなことを申すものですね。ハミルトン王国の宰さい相しようたるわたしが考えていることといえば、陛へい下かの御み世よが、平和で幸福であること、それしかございません」

「父上のためか」

「当然でございます。わたしは陛下の忠実なる僕しもべ。陛下の御おん為ためならばなんでもいたしましょう」

「よく言えたものだな。『守護富貴華石』の件を放置しているばかりか、国を滅ほろぼそうとしている逆ぎやく賊ぞくは貴様だろう！」

　マキャナリーはすう、と口元に笑みを浮かべた。

「さて。国を滅ぼそうとしているのは殿下ご自身ではありませんか」

「俺が？」

「左さ様ようにございます。古い『守護富貴華石』を壊せるのは、『壊しの王』の力を持つあれだけ。下へ手たな小こ細ざい工くなど『守護富貴華石』には通じません。あれでなければ壊せないのですから。にもかかわらず、あれに力を使うなと仰おつしやる。その選択こそが、国を滅ぼすと申しているのです」

「……ッ」

　マキャナリーは笑んだまま、容よう赦しやなく言葉を続ける。

「殿下おふたりにはこの件で力を尽くしていただかなければなりません。それがハミルトン王国の──陛下の御為。どうぞ陛下を悲ひ嘆たんにくれさせない働きを」

　陛下、陛下、陛下……！

　マキャナリーの頭の中には、イヴァンの父、アルダス・ハミルトンのことしかない。王のためならば、セラフィーナの命が奪われることなど些さ事じでしかないと言っているのだ。

「──ここへは何をしに来た」

「殿下の忘れ物を届けに参ったのです。あれがなければ、『守護富貴華石』は壊せないでしょう？」

『あれ』。

　イヴァンの面おもてに、サッと緊張が走る。

「セラフィーナを連れてきたのか！」

「はい。忘れてはなりませんよ、殿下。国を救う、大切な『壊しの王』なのですから」

　ぐっと拳を握る。その白はく皙せきな顔を、ふためと見られないほどに殴なぐってしまいたい。

　だがその時間すら惜しいと、イヴァンは聖堂に向けて走った。

「殿下。お渡しした本、すべて読まれましたか？」

　背後でマキャナリーがのんびりと声をかけてくる。

　もちろん、返事などしなかった。
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「迎えに参りましたよ、セラフィーナ嬢」

　イヴァンがウィルグレッドへと向かったその少しあと、マキャナリー侯爵はそう言って、パメラや護衛士たちが追おい縋すがる中、セラフィーナを強ごう引いんに箱馬車に乗せた。

　四頭引きの馬車は、すぐに出発する。

「あの、マキャナリー侯爵様。迎えに、とは？」

「『壊しの王』の力を持つ貴女が、なすべきことをなすために」

「……」

「殿下はどうやらウィルグレッドに向かったようですよ」

「そう、ですか」

　アンドリューが作った黒い剣は、『守護富貴華石』を壊せるだろうか。

　壊せたらいい。

　セラフィーナ自身の身がどうということではなく、イヴァンがこれ以上、苦しまなければいい。

「殿下はなにゆえ貴女を置いていったのでしょうね。貴女がいなければ『守護富貴華石』は壊せないのに」

「……それは」

「それほどに貴女が大事、ということでしょうか」

　ふ、とマキャナリーは笑う。

「ところで、本は読みましたか？」

「本……、あの、赤せき褐かつ色しよくの表紙の本でしょうか。はい」

「殿下は読まれなかったようですね」

「いえ、読んでいらっしゃったようですが」

　そうですか、とマキャナリーは首を傾かしげ、だがすぐに何かを思い至ったのか、やんわり目を細める。

「せっかちかつ堪こらえ性しようのないお方だ。途中までしか読まなかったのでしょう」

　ひとりで納得しているマキャナリーをじっと見ていると、ふと気づいたように笑みを引っこめた。

「あの、マキャナリー侯爵様は、イヴァン様のことをどう思っていらっしゃるのですか？」

「どう、とは？」

「ええと、つまり……」

　セラフィーナは、どう言ったらいいだろうと考えあぐね、結局真まっ直すぐな言葉を放った。

「つまり、イヴァン様のお味方なのでしょうか？」

「わたしがお味方するのは、一いつ生しよう涯がい、おひとりだけですよ」

「……それは？」

「陛下です。当然でございましょう」

　陛下……、とセラフィーナは呟つぶやく。

「陛下の御為ということは、つまりハミルトン王国のため、ということですね」

「そうですね」

「では、以前にも質問いたしましたが、なにゆえ『守護富貴華石』の件で、宮きゆう廷ていは動いてくださらないのでしょうか」

　国のためならば、早急に調査に乗り出すべきではないか。

「陛下が必要ないと仰るからです」

「え、ですが」

「陛下が必要ないと仰おつしやるのならば、我々宮廷も動く必要がない」

「でも、それでは国は……」

「それが悩ましいところです。わたしは陛下の忠実なる僕しもべ。陛下のお言葉は絶対です。ですが陛下のお言葉を守れば、いずれ国は滅びる。──ならばどうすべきか。貴女ならどうしますか？」

　わたしなら、とセラフィーナは考える。

「わたしなら、陛下と話し合います。互いが納得できるまで、何度でも。……マキャナリー侯爵様とは違ったやり方かと思いますが」

「ええ。わたしはもっと違う手段を取りますよ。当然」

「よろしければどういう手段を取られるのか、参考までに教えていただきたいのですが」

　マキャナリーはふっと笑った。

「動ける者を動かす。それだけです」

「──動ける者……。あの、今回の場合、それは」

「もちろん、優秀なる我が国の王子ですよ」

「……」

　セラフィーナは、まあ、と大きく目を瞠みはった。

　自みずからが動かず、他者を動かし、己の思うことをなす。しかもこの国の王子を動かすなんて、セラフィーナには思いも寄らない手段だ。

「まあ、貴女には無理でしょうが。……いや、そうでもないでしょうかね」

　そうでもない、というのはどういう意味なのだろうかと首を傾げるが、マキャナリーはそれ以上は口にしなかった。

「聖堂に到着しましたら、イヴァン殿下より先に中に入ってください。タイミングよく触ふれてくださいね。『壊しの王』よ」

『壊しの王』。

　また、イヴァンにつらい思いをさせてしまうだろうか。

　左の指に嵌はめられた指輪を、じっと見つめる。

　──イヴァン様。
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　ウィルグレッドの聖堂の階段を上る。

　階段はあちこちが欠けていて、セラフィーナが一歩進むたびに、ミシミシ、と嫌な音を立てる。

　慎重に上りながらも、セラフィーナは先ほど見た森の手前の光景を思い出し、そっと胸を押さえた。

　──イヴァン様、どうぞご無事で。

　イヴァンが仮面の者と剣を交えていた。

　思わず馬車から飛び下りそうになったセラフィーナだったが、落ち着きなさいとマキャナリーに諫いさめられた。

　心配でたまらなかったが、マキャナリーは、あの程度の者など、殿下の敵ではありませんよとあっさりしたものだ。

　イヴァンの剣の腕はもちろん知っているが、だからといって安心なんてしていられない。

　それでも、殿下は必ず来るからと重ねて言われて、セラフィーナは先に聖堂の頂上に向かった。

　濃のう密みつな香りは、すでに馴な染じみのものだ。

　これからセラフィーナは、『守護富貴華石』を壊す。

　──今までこの国を守ってくれてありがとうございます。心から感謝します。

　青黒くぬめる岩のような『守護富貴華石』を、じっと見つめる。

　そこには、黒い剣が、深々と突き刺さっていた。

　いくつかのヒビ。

　かつて『守護富貴華石』だった剣は、『守護富貴華石』を傷つけることができた。けれど、壊すことはできなかったのだ。

　自らの手に視線を落とした時、階段を駆かけ上がってくる音が聞こえた。

　その姿を目にすると同時に、セラフィーナは『守護富貴華石』に手を伸ばした。

「セラフィーナ！」

「イヴァン様、……ごめんなさい。でも」

　そっと指先で触れる。

　痛みが、指先から全身に一気に奔はしる。

「……っ」

　悲鳴をあげまいと、セラフィーナは血が滲むほどきつく唇を嚙みしめ、眉み間けんをぎゅうっと寄せた。

　だが痛みは容赦なく、セラフィーナを苛さいなむ。

　頭から爪つま先さきまで、全身が痛みに包みこまれる。

　意識が朦もう朧ろうとし、『守護富貴華石』の断だん末まつ魔ますらも、どこか遠くから聞こえてくる。

「セラフィーナ……！」

　その声だけが、セラフィーナの耳に、はっきりと聞こえ──そしてなぜか、痛みが一気に退ひいた。

「……え？」

　手は確かに『守護富貴華石』に触れたままだ。それなのに全身を貫つらぬく痛みが、耐たえられるほどにまで軽減している。

　──どうして……？

　戸惑って、セラフィーナはきつく閉じていた瞳ひとみを、ゆっくりと開けた。

「セラ、フィーナ……」

　イヴァンの腕に、抱きしめられている。

「イヴァン、様……？　え……」

　その時、セラフィーナの脳のう裏りに、本の一節が浮かんだ。





　富ふ貴き花かを咲かし、守護し、壊し、再生する者たちよ。

　完かん璧ぺきなる一対の咲かしの王と壊しの王よ。

　いざゆかん。いざ進め。

　恐おそれず、

　前を向き、

　手と手をたずさえ、

　心を違たがえずひとつとなってともに歩むことで、

　痛みも苦しみも嘆なげきも互いを繫つなぎ、

　心をかたく結びつけるであろう。






　手と手をたずさえ、心を違えずひとつとなってともに歩むことで、

　痛みも苦しみも嘆きも互いを繫ぎ、

　──痛みも、互いを繫ぎ……？

「イヴァン、様、……イヴァン様……！」

　セラフィーナが受けるはずの『守護富貴華石』の痛みが、触れ合っていることで、イヴァンにも伝わる。……そういうことなのだろうか？

　抱きしめる腕の中からイヴァンを見上げる。

　思ったとおり、イヴァンの面おもてには苦痛が滲んでいた。

「お、お放し、ください、イヴァン様……！」

　セラフィーナはうろたえて叫んだ。

　イヴァンは『咲かしの王』。壊すのはセラフィーナの役目であり、痛みを負おうのも、『壊しの王』の役目ではないか。

　イヴァンから離れようともがくのに、強きよう靭じんな腕は少しも揺ゆるがない。それどころか、イヴァンもまた、己が感じている痛みが、『守護富貴華石』から伝わっていることに気づいたようだ。

「放すわけがない。……セラフィーナ、このまま『守護富貴華石』を壊せ」

「で、ですが……」

　思わずセラフィーナの手が、『守護富貴華石』から離れかける。だがイヴァンはセラフィーナの手首を摑つかみ、『守護富貴華石』から離れないように固定する。

「イヴァン様──！」
















「離すな」

『守護富貴華石』に、じわじわとヒビが入っていく。そのヒビは、ついには全体を覆おおい、やがてガラガラと崩くずれ落ちていった。

「──あ、あ……」

　ふたりの目の前で、古い『守護富貴華石』は、機能を失う。

　抱き合ったまま、ふたりはその場に座すわりこんだ。

「セラフィーナ、痛みは？」

「わたしは大丈夫です。……イヴァン様は」

　いつもより格段に苦痛は少なく、意識もしっかり保たもっていられる。

　全身から力が抜けてしまってはいるが、しばらく休めば、立ち上がることもできよう。

「……どういうことだ」

　荒い呼吸を繰り返しながら、イヴァンは今の現象を不思議がっていた。

「痛みが、繫がったのか？」

　戸惑いつつも、イヴァンの声には、明確な歓かん喜きが滲んでいた。

「イヴァン様、あの……」

「ウィルグレッドの『守護富貴華石』は、アランデル領内のものより、終末が近づいていた。なのにおまえは意識を失っていない。……おまえに触れていたことで、俺に痛みが伝わり、おまえが受けるはずの痛みを軽減できた。そういうことだな」

　イヴァンは、セラフィーナの言葉を待たずに正解を導みちびき出してしまった。

「……イヴァン様」

「もうおまえだけに痛みを与えない。俺もともに、痛みを負う。負うことができる」

　ぎゅっと抱きしめられる。

　その、痛いほどの腕の力から、イヴァンがどれほど喜んでいるのかが伝わってきた。

　──これほどにイヴァン様を悩ませていた。

　セラフィーナの痛みを、自らの痛みのように感じてくれていた。

　イヴァンの強い想いを目まの当たりにして、セラフィーナは目の縁ふちがじわりと熱くなった。

　──泣いてしまいそう。

「イヴァン様……」

　セラフィーナからも腕を伸ばし、イヴァンの背を抱きしめる。

　腕に力は入らなかったけれど、精いっぱいの、心を込めて。

　だが感激に浸ひたる暇ひまは、今のふたりにはなかった。

『守護富貴華石』の守護が失われたために、地が揺れだしたのだ。

「あ……っ」

「祭さい壇だんは一階だったか。セラフィーナ、下りるぞ」

「は、はい」

　グラグラと揺れるところを、イヴァンの手に支えられて立ち上がる。

『守護富貴華石』の衝しよう撃げきがまだ身の内に残っていて、いつものように動けない。しかも地揺れは次第に大きくなってゆき、聖堂を容赦なく揺さぶった。

「ああ……っ」

　身体が傾かしぐところを、イヴァンが抱き寄せてくれる。

　一歩ずつ確実に出口へと向かうふたりの目の前で、今まで保もっていたのが不思議なほどボロボロだった階段が、ついに音を立てて崩れはじめた。

「階段が……！」

　このままでは聖堂が崩れるとともに、自分たちも地へと叩きつけられてしまう。

　残る出口は、といえば。

　どの聖堂にも、陽を入れるための窓があったが、塔型のここにも、それはあった。

　イヴァンは、薄汚れたその窓を剣の柄で叩き割った。

「イヴァン様？」

　下を覗のぞくイヴァンに倣ならい、セラフィーナもそっと地上を見下ろした。

「じょ、嬢様～～～ッッ！」

「パメラ？」

　マキャナリーに拉ら致ち同然に連れていかれたセラフィーナを案じて、パメラはどうやら追いかけてきたようだ。

　北の翼よく棟とうを守る護衛士や、マキャナリーとともに来た私兵、グレンらの姿が見える。

　もちろんマキャナリー侯爵の姿もあった。

「飛び下りるのは、……無茶か」

　塔は四階相当の高さだ。飛び下りれば当然、ただでは済むまい。けれどここにいても落ちてしまうのだから、どちらでも一緒ということだ。

「絶体絶命だな」

　そう言いながら、イヴァンはセラフィーナを抱き寄せた。

「あ」

　セラフィーナはその時、救きゆう世せい主しゆとなりえる存在を見つけた。

「カシュカシュー！」

　セラフィーナが呼ぶと、パメラの腕に抱かれていたカシュカシュは、キュッ？　と上を向いた。そして、セラフィーナの姿を見た瞬間にパメラの腕から飛び出し、主あるじに向かって走った。

　身軽なカシュカシュは、塔の凹おう凸とつを使って、器用に上ってくる。そして落ちることなくセラフィーナの腕の中に飛びこんできた。

「セラフィーナ？」

「ちょっとお待ちください。ええと……」

　カシュカシュが首に巻いているリボンの内側を、ゴソゴソと探さぐる。

　そして、待望のそれを見つけた。

「カシュカシュ、あなた、わたしたちの救世主よ」

　きゅっと抱きしめると、カシュカシュは嬉うれしそうにカキューッと鳴いて、セラフィーナの首に抱きついてきた。

「セラフィーナ、それは」

　セラフィーナはイヴァンへにこりと微笑ほほえむと、『それ』……富ふ貴き華か虫ちゆうと富ふ貴き華か土どの合体作品を、ポン、と下に投げ落とした。

　地面に落ちたそれは、瞬またたく間まに白い煙を上げる。

　下の者たちは突然の噴ふん煙えんに驚きの声をあげたが、それがもくもくと膨ふくれ上がり、さらには巨大なクッションへと変わっていくのを見て仰ぎよう天てんしていた。

「イヴァン様、参りましょう！」

「は？　うわ……ッ！」

　片手にカシュカシュを抱き、もう片方の手をイヴァンの腕に絡からめると、セラフィーナは、せーの、と窓から飛び下りた。

「いやぁ────ッ、嬢様～～～ッ！」

　下にいたひとびとが、目を剝むいているのが、ほんの一瞬だけ視界に入る。だが次の瞬間、セラフィーナとイヴァンは、ふかふかの富貴華クッションの上に、勢いよく落下した。

「あっ、え、あぁ……！」

「セラフィーナ！」

　あまりにも弾はずんだために、危あやうくクッションから落ちそうになったところを、イヴァンに支えられる。

　引き寄せられて、セラフィーナはほぅ、と息をついた。そして焦あせるイヴァンを見上げると、パッと顔を綻ほころばせた。

「大成功、ですね！」

　全員が呆ぼう然ぜんとする中で、セラフィーナはひとり、輝くばかりの笑顔を見せた。

「……おまえは本当に突とつ拍ぴよう子しもない」

　イヴァンは苦笑しながら、安あん堵どの息をつく。

「殿下、『守護富貴華石』を」

　その中でいち早く我に返ったマキャナリーの声に、イヴァンはすっくと立ち上がると、崩れかけた聖堂に入っていく。

　程なく、地揺れは収まった。

　戻ってきたイヴァンは、聖堂を建て直さなければならないなと呟く。

「殿下、無事『守護富貴華石』の据え換え、おめでとうございます」

　マキャナリーは慇いん懃ぎんに礼をする。

「……」

　言いたいことは山ほどある、という思いを瞳に込めるイヴァンを、マキャナリーは平然と、だが満足そうに見返していた。
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　無事ウィルグレッドから北の翼棟へと戻ってきた時には、すでに日もとっぷり暮れていた。

『守護富貴華石』を壊した影響もあってか、セラフィーナは帰宅するなり寝台の上に倒れこんでしまった。

「嬢様？　あらら、もう眠ってしまっているわ」

　パメラの呆あきれたような声が聞こえてきて、お休みなさいと言ったつもりだが、音にはならなかったようだ。

　そのまま、すう、と意識が閉じていった。

　セラフィーナが吞のん気きに眠っている間に、イヴァンはウィルグレッドでの戦いで捕らえることができた仮面の者たちの取り調べに顔を出し、聖堂の建て直しの手配をし、アンドリューに報告を行い、さらにはマキャナリーと突っこんだ話までもしてきたのだという。

　翌日、セラフィーナが体調も回復して部屋にいたところ、訪たずねてきたイヴァンからそのことを聞いた。

　休む間もなく動くイヴァンに、セラフィーナは少しはゆっくりしてほしいと思っているのだけれど、動いている方が調子がいいらしい。

　昨日きのうの疲れは、まったくうかがえなかった。

　もっと身体を鍛きたえれば、『守護富貴華石』からの衝撃を受けても、自分もイヴァンのようにすぐに動くことができるだろうか。

　明日からまた鍛たん錬れんを再開しようと、セラフィーナは決意していた。

　アンドリューは、『守護富貴華石』で作った黒い剣が壊すまでには至らなかったことを残念がっていたそうだが、すぐに立ち直ったようだ。

『ヒビが入ったってことは、もしかしたら壊せるかもしれない。もっといろんな実験をしてみるよ』

　そう言って、砕くだけた古い『守護富貴華石』を収集するため、科学省の研究員らをウィルグレッドに向かわせたのだという。

　そしてマキャナリーはといえば。

「マキャナリーが動くのは、王のためのみ、というわけだ」

「そう、ですね」

　ウィルグレッドに向かう馬車の中で聞いたことを、セラフィーナはイヴァンに話して聞かせた。

「父上が生まれた時から仕えている男だからな。父上を甘やかしまくっているんだろう。何が起きても、尻しり拭ぬぐいは自分がすればいいから、くらいにマキャナリーは思っているようだ」

　イヴァンはふっとため息をついた。

「ですが今後はマキャナリー侯爵様が、仮面の者たちの追跡をしてくださるのですよね」

「『仮面になんの意味があるのか、黒幕が誰なのか、それらは今後わたしが調査いたしましょう。殿下たちは心置きなく『守護富貴華石』に集中してください』だそうだ」

　イヴァンの助けとなる人物が増えるのは喜ばしいことだ。だがイヴァン自身は、マキャナリーの手を借りることが、どうにも悔くやしいらしい。

「あれは王の害となると分かったら、誰であろうと排はい除じよする男だ。一いち概がいに味方とは言えない」

「では、互いの利が重なるところでのみ、手と手を繫げばよろしいかと」

「……」

　イヴァンは目を丸くしたが、すぐに、ふっと笑った。

「まあ、そうだな」

　イヴァンはうなずいたあとで、体調はどうだと訊いてくる。

　いつもならば、『守護富貴華石』を壊したあとは、一昼夜眠り続け、さらに何日かは不調を感じるが、今回に限っては、まったくそんなことがない。

『守護富貴華石』に触さわった時に、イヴァンに抱きしめられていたからに違いなかった。

　痛みを分け合ったのだ。

　だがそれが事実ならば、セラフィーナこそイヴァンの身が心配だった。

「イヴァン様は、痛いところや苦しいところはありませんか？」

「俺は問題ない。おまえは、いつもあれを……あれ以上の苦痛を受け入れていたんだろう？」

「平気です。わたし、丈夫ですから。それに明日からまた鍛錬をいたします。ですからイヴァン様、残りの『守護富貴華石』を壊す時には、わたしだけに触らせてください」

　セラフィーナがそう言った途端、イヴァンは一気に不ふ機き嫌げんになる。

「冗談じゃない」

「はい。冗談ではありません」

「おまえひとりが痛みを負う必要はないだろう」

「ですが……！」

「おまえも分かっただろう？　俺がおまえに『守護富貴華石』に触ふれさせたくない、その思いが」

「それは、はい。とてもよく分かりました」

『少し残ざん酷こくかな』

　アンドリューに言われた『残酷』という言葉の意味が、今ならば身に沁しみて分かる。

　誰だって慕したうひとが、痛みを覚えるのはつらい。

　傷ついたり、怪け我がをしたりしてほしくない。いつも元気でいてほしい。

　分かっていたはずなのに、セラフィーナは分かっていなかった。

　イヴァンは、……いや、イヴァンだけではない。身近なひとたちは、セラフィーナに傷ついてほしくないと思ってくれている。セラフィーナが、大切なひとが傷ついてほしくないと思っているように。

　それなのにセラフィーナは、自分自身を蔑ないがしろにしていた。

　自分を案じてくれるひとの気持ちを慮おもんぱかろうとしていなかった。

「とても、とてもよく分かりました。……ですがイヴァン様、やはり『守護富貴華石』を壊すのはわたしの役目だと思うのです。イヴァン様には、触ふれてほしくないのです」

「セラフィーナ」

　イヴァンはそっと顔を近づけてくる。

　近い彼ひ我がに、ドキドキと胸が鳴る。だが目を逸そらさないよう、綺き麗れいに澄すんだイヴァンの瞳を見続けた。

「駄だ目めだ」

「……え？」

「苦痛を半分もらうぞ。でなければ、聖堂には今後一切連れていかない」

「イヴァン様……！」

「この前話した男のように、おまえを鍵付きの部屋に閉じこめるから、そのつもりでいろ」

　納得はできないが、イヴァンもきっと、うなずいてはくれないだろう。

　だから今は、異を唱えないでおこうとセラフィーナは思う。

「そういえば、そのお話の続きらしいものを読みました」

「うん？」

「部屋に閉じこめられてしまった娘さんのお話です」

「どういう結末だったんだ？」

　イヴァンも興味深そうだ。

「ええとですね、実は娘さんも、その主あるじの方を憎にくからず思っていたようなんです。でも身分違いということもあって、娘さんは主の方に恥をかかせてしまうからと考えて、それで受け入れなかったんだそうです」

「……へえ」

「だから、娘さんとしては、閉じこめられてもそれは全然嫌いやなことではなくて、むしろ毎夜主の方が訪ねてくるのを、心待ちにしていたのだそうです」

「なんだ、そうなのか」

「はい、それでその後もいろいろあったそうなのですが、最後には娘さんが己の心の内を告白して、主の方と幸福な結婚をなさったそうです」

　イヴァンはそんな話だったのかと、拍ひよう子し抜ぬけしている。

「ハッピーエンドでしたわ。めでたしめでたし、です」

　その言い方がおかしかったのか、イヴァンはくすくす笑いながら、セラフィーナの手を取って立たせた。

「あ」

　そして流れるように片方の手を背に当て、くるりと回る。

「イ、イヴァン様？」

「おまえ、舞ぶ踏とう会かいでよりにもよってマキャナリーと踊ったんだって？」

「え。あ、はい。ですがあの時は、侯爵様が例の仮面を被かぶっておられたので、そちらに気を取られているうちに、踊る羽は目めに陥おちいってしまったんです」

「ふーん」

「そういえばどうして侯爵様はあの仮面を被っていらっしゃったのでしょう？」

「ああ、あの仮面をつけたことで、今回の黒幕がどう動くか探ろうとしたらしい。俺が追いかけた仮面の者とは無関係だというから、マキャナリーを陥おとしいれようとしたようだな」

　マキャナリーに疑いの目を向けさせるためのな、とイヴァンは言う。

「そうだったのですか」

　イヴァンがターンする。だが部屋には絨じゆう毯たんが敷しき詰められていて、ただでさえ動きの鈍にぶいセラフィーナは、足を取られてイヴァンの胸に突つっ伏ぷしてしまう。

「う……っ」

「ここじゃ踊りづらいか」

　イヴァンは呟くと、手を引いてテラスに向かう。

　イヴァンは軽く礼をして、セラフィーナに手を差し出した。

「……イヴァン様」

「猛練習の成果を見せてくれ」

　セラフィーナはおずおずと、イヴァンの掌てのひらに、自らの手を載のせた。

　引き寄せられて、背中にふわりと手が当てられる。

　イヴァンの脚あしが、一歩出される。合わせてセラフィーナは身を引いた。

　回転する、その動きに、セラフィーナはどうにかついてゆく。

「ずいぶん上う手まくなったな」

　やわらかな視線を向けられると、くすぐったくなる。セラフィーナは小さく首を竦すくめた。

「ありがとうございます。ようやくお相手の足を踏ふまずに踊れるようになりました」

　イヴァンはくすくす笑った。

　音楽もないし、ほかに踊るカップルもいない。

　舞踏会で着た、美しいドレス姿でもないが、セラフィーナはイヴァンのリードのもと、これまでで一番上手に踊ることができた。

　嬉しくて、セラフィーナも笑う。その笑顔のまま、イヴァンを見上げた時、ふわり、と。

　唇に、何かが優しく触れた。

「……」

　驚いて、頭の中が真っ白になった。

　セラフィーナにしては、上手くステップを踏んでいた爪先が奇妙な方に動いて、イヴァンの足を思いきり踏んでしまう。

「……っ」

「はっ、あ、す、すみません……！」

　慌てて謝ると、イヴァンは苦笑しつつ、大丈夫だと言った。

「あの、それで、よく分からなかったのですが、今のは……」

「分からなかったのか？」

　じゃあ、もう一度。

　イヴァンはそう言って、ゆっくりと顔を傾かたむけてくる。

「あ、え……、イ、イヴァン様……？」

「息は止めなくていい。だが目は閉じておけ」

「は、はい……！」

　言われるまま、ぎゅう、と瞼まぶたを閉じる。

　くす、と笑う気配がした。
















「……おかしい、ですか？」

　そろりと目を開けると、驚くほど近くにイヴァンの顔があって、慌ててもう一度瞳を閉じた。

　その瞼に、イヴァンは最初にキスを落とす。

　そして、髪に、額に、こめかみに、頰ほおに。

　もう自分で、息をしているのかすらも分からなくなってきてしまう。

　イヴァンの唇が触れるたびに、小さな音が聞こえる。

　ドキドキしすぎて、このままバッタリ倒れそうになるのを、背中に回ったイヴァンの手が支えてくれていることすら、セラフィーナは気づいていない。

　唇の端に、ちょん、と触れた。

　それからはもう、数えきれないほどに、何度も、何度も、触れて、触れて、触れる。

　──死んでしまいそう。

　その言葉を聞いても、イヴァンは今度こそ誤解しないだろう。

　きっと少し困ったように笑って、そしてまた、幾いく度どめか分からないキスを贈おくってくれるはず。

　セラフィーナは、夢を見ているように、ふわふわと意識を漂わせながら、自らもそっとイヴァンの背中に、掌を押し当てた。
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　科学省の壁に据えられた巨大な歯車が、ゆっくりと回っていた。

　それに伴ともない、建物自体もまた動いている。

　アンドリュー自らが設計した、自じ慢まんの研究室だ。

　お気に入りの窓際に座るアンドリューの手には、彩いろどり鮮あざやかな仮面があった。

　微かに軋きしむ音とともに、緩ゆるやかに動く研究室は、日が差しこむこともあれば、建物の陰に入り、薄暗くなることもある。

　陽光が差すところで仮面を透すかし見ると、宝石のようにキラキラと輝いてとても美しい。

「アンドリュー様、その仮面は？」

「これはね、クレメンツや、ウィルグレッドでイヴァンの持つ『守護富貴華石』を奪おうとした奴やつらがつけてた仮面だよ。ひとつ借りてきたんだ」

「犯罪者の所持品ですのに、借りても大丈夫なのですか？」

「いいって言ってくれたよ。『貸して貸して貸して貸して』ってお願いしたら」

　……それはお願いではなく脅きよう迫はくでは、とセスが口の中でこそこそ呟くが、アンドリューはさっくり無視する。

「カッコいい仮面だよね。白地にこの模様なんて絶妙」

「は？　薄気味悪くはありませんか？」

「えー、カッコいいよ。セスはセンス悪いなあ」

　アンドリューは、表から裏から、まんべんなく視線を走らせる。

「なんの材質かな。薄いのに、叩いても落としても割れない。木でも石でもない。としたら、金属なんだろうけど、僕が知らないもので作られている。……なのにこの模様、どこかで見たような気がするんだけど……」

　うーん、と首を捻ひねるアンドリューの背後から、セスもまたマジマジと仮面を見つめる。

「何やら呪術でもする時に使う仮面のようですね。……調べてみましょうか」

「うん？」

「中央図書館に赴おもむけば、相応の書物があるかと。アンドリュー様のご記憶にあるということでしたら、何かの本の中に記されているのかもしれません」

「そうだね。うん、頼もうかな」

　かしこまりました、とセスは頭を下げる。

「図書館といえば、本を盗んだ犯人、まだ見つかってないんだよね」

「はい。ただ、残されていた本と目録を照らし合わせましたところ、少し面おも白しろいことが分かりました」

「ん？」

「賊は殊ことの外ほか『富貴花』に執しゆう心しんのようです。タイトルに『富貴花』とある本は、すべて盗まれておりました」

　アンドリューは、ふーん、とうなずくと、頰ほお杖づえをついた。

「『守護富貴華石』を欲しがる仮面の一味と、『富貴花』に多大な興味を持っている本泥棒、か」

　神秘的な薄うす紫むらさき色いろの瞳は、手にした仮面をじっと見据える。

「アンドリュー様？」

　ふっつりと黙りこんだアンドリューを不ふ審しんに思ったのか、セスがそっと覗いてきた。

「衛えい兵へいも動いております。イヴァン殿下を襲った輩も一いち網もう打だ尽じんにできましたし、本を盗んだ者もいずれ捕つかまりましょう」

　セスの声には、ですからくれぐれもご自身で動かれませんように、という思いが滲んでいる。

　アンドリューは唇の端をきゅっと上げて微笑んだ。

「分かってるよ、セス。僕は僕ができることをするからさ。まずはこの仮面を調べて、あとは壊れた『守護富貴華石』から新たな武器を作ることにしよう。あ、それからレストンの聖堂の扉を溶かした劇薬のことも調べなきゃ」

「アンドリュー様、できましたら実験よりも優先していただきたいことが山ほどあるのですが……あの、聞いていますか？　アンドリュー様……！」

「うん、聞いてるよ。じゃ、実験しようか」

　アンドリューは、それが始める合図であるかのように、コン、と仮面を叩いた。
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　朝からうららかな陽ひ射ざしが降ふり注そそぐ、この日。

　ハミルトン王国第一王子、アンドリュー・ハミルトンと、エメリー国第三王女、ヴァレリア・エメリーの成婚の日である。

「ヴァレリア様、衣装のお支し度たくが整っておりますー。どうぞこちらへ」

「素す晴ばらしい『富貴華石』を、アンドリュー殿下から賜たまわりましたわ。ヴァレリア様によくお似合いの、紫色の『富貴華石』ですわ」

　はしゃぐリリとシャシャに、ヴァレリアはにっこり微笑んだ。

「分かったわ、今行きます」

　ヴァレリアの部屋は、サンルームを除のぞいて三つある。

　さまざまなひとと接見する居間と、寝室。そしてもう一室。

　そこは、衣装置き場として使っている部屋だ。

　衣装部屋はさらに、衝つい立たてでいくつかに区切られていた。

　ドレスを収納する場所と、靴くつ、帽ぼう子しといった小物を収める場所。また、そのさらに奥には、宝石を仕し舞まう専用の小部屋がある。

　ヴァレリアは、宝石を仕舞う小部屋の真ん中に、ゆったりと腰を下ろしていた。

　四方を真っ白な壁で囲まれた部屋には、金、銀、宝石、『富貴華石』が入ったガラスケースが、ずらりと置かれている。

　さして広くはないが、ヴァレリアは、この部屋が一番のお気に入りだった。

　ここには、ヴァレリア以外、リリとシャシャしか入らせない。

　ほかの侍女たちも、アンドリューさえ。

　ヴァレリアは、七色の『富貴華石』に彩られた豪ごう奢しやな本を閉じる。

　卓たくの上には、金、銀、『富貴華石』で飾られた美しい本が、何冊も散らばっていた。

　ヴァレリアはそれらの本を視線でさらりと撫なでると、その瞳をゆっくりと壁に向けた。

　真っ白な壁には、あるものが整せい然ぜんと掛けられていた。

　仮面だ。

　仮面には、赤や黄、紫色といったカラフルな色で、さまざまな螺旋の模様が描かれていた。

　壁一面に、螺旋の仮面が、ぎっしりと飾られている。

　仮面は天窓から注がれる陽光を浴あびて、キラキラと光り輝いていた。

　ヴァレリアは胸に本を抱きながら、仮面をうっとりと見つめ、そして誰にともなく嬉しそうに囁いた。

「これでようやくわたくしも、ハミルトン王族の一員ですわ」
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　はじめまして、こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。

　おかげさまで、『ハミルティアの花庭ガーデン』二巻を発刊させていただくことができました。

　今巻を初めてお手に取ってくださった方、また前巻に引き続き読んでくださった方、本当にありがとうございます♪




　前巻ラストでようやく乙女おとめらしい思考へと至いたったセラフィーナですが、恋心を手に入れても、やっぱり彼女は彼女でした。

　担当さんとも、「そんなに急には変わらないですよねー、セラフィーナですし。むしろ妙な方向へどんどん突っ走っていく可能性大ですよ」などと話していました。

　セラフィーナがどれくらい変わったか、あるいは変わらなかったか、ぜひ読んでいただけたらと思います。

　セラフィーナよりむしろイヴァンの方が変わったような気がします。

　ツンデレオレサマ王子だったはずが、すっかりメロメロ王子に……。

　セラフィーナにツンしても、スルーされるか理解されないか、そんな感じですしね。

　その代わりといってはなんですが、イヴァンのツンは、兄に向けて発はつ揮きされています。

　兄は弟を溺でき愛あい、弟はウザイと邪じや険けんにしつつ実際は信頼しているという、兄弟愛（イヴァンは絶対嫌がりそうな言葉だ）は、書いていて楽しかったです。

　そして今巻の副題のふたりですが、アンケートにアンドリューとヴァレリアのエピソードを読みたいと書いてくださった方がおられると、担当さんからうかがいました。

　ありがとうございますー。

　今回、そのふたりのシーンを書くことができました。

　かみ合っているようでいて微妙に食い違い、けれどどちらも気にしていないという、想像していたとおりの会話になりましたが……。

　今後アンドリューとヴァレリアが、無事意思の疎そ通つうを図はかれるのか、書いているわたしも楽しみです。




　新キャラのマキャナリー侯こう爵しやくは、平均年齢が二は十た歳ちくらいだったところを一気に上げてくれました。

　銀髪で長身瘦そう軀くのロマンスグレーなおじさまは、いろいろ裏設定があるので、機会があれば書けたらいいなと思っています。

　今回あまり活かつ躍やくできなかったパメラとグレンですが、このあとがきの後ろに、パメラ視点の話を、またエンターブレインさんの携帯サイト『ぽけっとB's‐LOG』で、グレン視点のショートストーリーを執しつ筆ぴつさせていただきました。

　よかったら読んでみてくださいね。

　相変わらず影が薄いセスは、もうそういう役回りということで（笑）。

　報むくわれないのがセスですもの。報われちゃったら、セスはセスじゃなくなっちゃうんじゃないかな（ひどい）。

　セス好きな羽は鳥どり先生には申し訳ないと思いつつ……。




　では、この辺あたりでお世話になった方々へお礼を申し上げます。

　表紙・挿さし絵えを描いていただきました羽鳥まりえ先生。

　今巻も素す晴ばらしいイラストで、拝はい見けんした時にはうっとり見み惚とれてしまいました。

　ますます男前になったイヴァンと、可か愛わいくなったセラフィーナがとても素す敵てきです。

　お忙しいところ、本当にありがとうございました。

　二巻を書くにあたり、たくさんお話をさせていただきました、担当のＹさん。

　今回も大変お世話になりました！　今後もよろしくお願いいたします。

　また、素敵なタイトルロゴを作ってくださったデザイナーさんはじめ、この本に携たずさわっていただいた方々へ、お礼を申し上げます。

　最後に、この本を読んでくださった皆さんへ。

　キャラクター、エピソード、何かひとつでも気に入っていただけたら、これに勝まさる喜びはありません。

　本当にありがとうございました。

　ところで見逃すにはあまりにも惜おしいので、ここに書いちゃいます。帯がついていましたらぜひその下のアンドリューとヴァレリアも見てください。そしてさらにカバーもめくっちゃいましょう。

　カバー下の表紙、わたしはこれを見せていただいた時、お腹なかが痛くなるくらい笑いました！

　アンドリュー……ッ！　ていうか、むしろ羽鳥先生！　と叫さけぶべきでしょうか（笑）。

　ビーズログ文庫さんは、ごくまれにカバー下にもこういうお楽しみがあるのですが、皆さんご存じでしたか？　めくったことのない方、さあ、手元にあるビーズログ文庫のカバーをペラッとしてみましょう。もしかしたら、可愛いオマケがあるかも？　ですよ。

　それでは、またお会いできますよう、心より願っています。





香月　沙耶　拝












※携帯サイト『ぽけっとB's-LOG』のサービスは終了しております。

※電子版にはカバー下の表紙イラストは収録されていません。


























「ごらん、パメラ。この子がセラフィーナだ」

　やわらかそうな淡あわいピンクの産うぶ着ぎにくるまれた赤ちゃん。

「せらふぃーなさま。おじょうさまですか？」

　若わか旦だん那な様さまはお日様のように輝かがやく笑顔でにっこり笑い、そうだよとうなずいた。

　若旦那様はあたしの目線の高さにまで、その赤ちゃんを下おろして見せてくださった。

「わあ、頰ほおがピンク色ですね、若旦那様！」

　きゅっと手を握にぎりしめ、フリルとリボンに埋うもれた小さなお顔は、とっても可か愛わいらしかった。

　金色の産うぶ毛げ、金色の長い睫まつ毛げ、小さなお鼻、お花のような唇くちびる。

　まるで天上に住まう神様が、「この子は特別だよ」と仰おつしやって作られたような、そう、お人形さんのように整ったお顔をしている。

　今はすやすやと眠っているから、瞳ひとみの色は分からないけれど、きっと青か緑色じゃないかしらとあたしは思った。

　若旦那様と大旦那様は空のような青い色、若奥様と大奥様は萌もえいずる新しん芽めのような緑色の瞳をしているからだ。

　目を覚さまさないかしら。起きて、にっこり笑うお顔を見てみたい。

　だってせらふぃーなさまは、あたしが仕つかえるとっても大事なおじょうさまなのだから。

『パメラ、生まれた子の最初のお友達になってくれるかい？』

　若旦那様からはそう頼まれていたし、お母さんからは、

『坊ぼつちゃまかお嬢様かはまだ分からないけれど、誠心誠意お仕えし、大切にお守りするのよ』

　と言われていたのだから。

　あたしは、おじょうさまだったらいいなあと密ひそかに願っていた。

　だって女の子だったら、あたしが大好きなお花の名前をたくさん教えて差し上げたり、お気に入りの本を読んでお聞かせしたり、女の子同士の、秘密のお話だって、きっとできるんじゃないかしらって思っていたの。

　だから、おじょうさまがお生まれになったと聞いて、あたしはとっても嬉うれしかった。

　しかもこんなに可愛いおじょうさま。

　あたしは、ふふっと笑って、おじょうさまを覗のぞきこんだ。そうしたら、金色の睫毛に縁ふち取どられた瞼まぶたがむずむずと動いて、おじょうさまはパッと目を開いた。

「青い瞳……！　若旦那様の瞳とおんなじ色ですね！」

「うん。セラフィーナの方が、少し濃こい色の青だね」

　あたしが声をあげたからか、おじょうさまは大きな目を、さらに見開いた。その青い青い瞳で、じいっとあたしを見つめる。

　ちょっとドキドキしながらあたしも見返す。そうしたら、おじょうさまは次の瞬間、にっこりと微笑ほほえまれたのだ。

　それはもう、お花が……ううん、ただのお花じゃない、このハミルトン王国の至し宝ほうである花──『富ふ貴き花か』がパッと開いたような、とっても素す敵てきな笑顔だった。

　あたしは、わあ、と思わず口をパカンと開けたまま、その笑顔に見入った。

「パメラには、セラフィーナのいいお姉さん、いいお友達になってもらいたいな。パメラは賢かしこいから、いろんなことをセラフィーナに教えてやってくれると嬉しいよ」

　若旦那様は優しい微笑みを浮かべて、そう仰る。

　若旦那様はいつもそう。

　何かしなさいっていう命令ではなく、お願いされるのだ。

　ちっともえばっていなくて、将来はアランデル領の領主様になられるのに、お優しすぎるんじゃないかしらって思うくらい。

　でもそういう若旦那様が、あたしは大好き。

　若旦那様のお願いは、何がなんでも叶かなえたい。

　そしてそれ以上に、あたしはすっかりおじょうさまの笑顔のトリコになってしまった。

　だからあたしは、若旦那様を見上げ、こう言ったのだ。

「お任まかせください、若旦那様！　あたし、せらふぃーなおじょうさまが素敵なレディになるように、いっしょうけんめいお仕えいたします！」

　と、そう。
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　確かに。

　セラフィーナ嬢様は素敵なレディになられた。

　外見は『完かん璧ぺきなハミルティーナ』、ご気き性しようは真まっ直すぐで、言われたことはすべて本気と受け取る、とっても純じゆん粋すいなお方だ。

　……まあ、純粋すぎてちょっと困ってもいるのだけれど。

　それだって、侍じ女じよなんて同じ人間とも思っていないような、意地悪な貴族のお嬢様がたくさんいるなかで、嬢様は誰に対しても公平に接する、お優しくて素晴らしいお人柄なのだから、仕えるあたしは幸せ者だ。

　とはいえ、まさかまさか、嬢様が王家に嫁とつぐことになろうとは思ってもみなかった。

　あたしが好きなロマン小説では、王宮は陰いん謀ぼう渦うず巻まく恐おそろしい場所として書かれていることが多い。

　そんなところに、ひとの悪意に免めん疫えきのない……ていうか、気づかない嬢様が暮くらすことになったとしたら、いったいどんな目に遭あわれるか、あたしは最初、気が気ではなかった。

『おじょうさまが素敵なレディになるように、あたし、いっしょうけんめいお仕えしますね』

　生まれたばかりの嬢様を抱いた旦那様と、あたしはそう約束した。

　嬢様が嫌な思いをしないように、たとえしたとしてもあたしがお支えし、そして強いお心で乗り越えてほしいと願っていた。

　けれどここ───宮きゆう殿でん内ないでは、どんなことが起こるか分からない。

　妬ねたみ嫉そねみなんて可愛いもの、命を狙ねらわれるような、最悪な事態にだって陥おちいるかもしれない。

　嬢様はきっと、ご自分に悪意ある視線を向けられても、まったく気がつかないだろう。仮に気づいたとしても、その理由には思い至いたれない。

　そういう嬢様があたしは大好きで、変わってほしくないけれど、でもそれではいつか傷ついてしまうかもしれない。

　それがジレンマなのだ。

　宮殿の色に染そまってしまえば楽。でもそうあってほしくない。

　今だって、こんな上から見ていても分かる。貴族の方々の、嫉しつ妬と交まじりの怖こわい怖い視線が、あからさまに嬢様に向けられていることが。なのに嬢様はちっとも気づいていないことが。

　レストンの離り宮きゆうの、大広間を見下ろせるこの控ひかえの間で、あたしは嬢様を見守っている。

　あの大広間には、貴族以外（給きゆう仕じの者を除のぞいて）、立ち入り禁止。だからあたしは、ここでハラハラしながら嬢様を見守ることしかできないでいる。

「そんなに不安がらなくても大丈夫ですよ。セラフィーナ様の隣には、イヴァン様がいらっしゃるんですから」

　下が覗ける窓にべったり張りつくあたしの後ろから、密やかに笑う声がした。だけどあたしは振り返らず、ひたすらに下を見続ける。

「イヴァン様が信用できませんか？」

「……そんなことは思ってません。たとえ嬢様の隣にいらっしゃるのが、この国一の剣けん豪ごうであったとしても、お傍そばにいられない限り、あたしは嬢様を心配します」

　何かと悪い噂うわさのあるイヴァン殿でん下かと嬢様が突然婚こん約やくし、そのいきさつを教えてもらった時には眩め暈まいがした。

　結婚相手を、『富ふ貴き華か石せき』を壊こわしたからといって、あっさり勝手に決めてしまったなんて、旦那様にどうお伝えしたらいいのと涙が出そうになったものだ。

　けれどその後、殿下が噂ほどには悪いお方ではないこと、それどころか国を想う、とても素す晴ばらしい心持ちのお方であること、そして嬢様を心から想っていらっしゃることを知って、今では以前のように反対する気持ちはない。

　まあ、ずいぶんと不ぶ器き用ようなお方だなあと思わないでもないけれど。

　貴族という階級に不ふ審しんでも抱いだいているのか、殿下は彼らに対し、とっても辛しん辣らつだ。

　無位のあたしからすれば、その振る舞いはスカッとするものだけれど、あれではいらぬところで恨うらみを買いそうだ。ていうか、確実に買っている。

　その恨みが、嬢様に向かわないとは言いきれない。むしろ殿下に向けられない憎ぞう悪おを、嬢様が被こうむるかもしれないことが、あたしは不安だった。

　お傍にいられないことでジリジリしているあたしは、誰になんと言われようと、この場所から離れるつもりはない。

「パメラさんは心しん配ぱい性しようですね。セラフィーナ様は、そんなに弱いお方ではないでしょうに」

　と、耳に注そそぎこむほど近くから、そんな声が聞こえて、あたしはぎょっとして振り返ってしまう。一瞬後、そうした己おのれを、あたしは心底呪のろった。

　耳元で囁ささやかれたのだから、当然相手は身を寄せてきていたのだ。そこへ振り返ったのだから、互いの距離はほとんどないに等しい。

「ちょ……っ」

　案の定、背後にはイヴァン殿下の従者がぴたりとくっつくように立っていた。

　あたしはその場からものすごい勢いで跳とびすさった。

「あいた……ッ！」

　けれど後ろは窓で、あたしは思いきりそこに頭を強打してしまった。

　ゴォンッ！　と音が響ひびいて、頭がクラクラする。

「うわ、大丈夫ですか？」

　あまりにも大きな音がしたからか、相手は驚いたように、さらに近づいてくる。

「だ、大丈夫です。だからそんなに近づかないでくださいな！」

　あたしはみっともないほど裏返った声でそう叫さけんでいた。

　すると、殿下の従者は一瞬だけ動きを止め、そして両手を軽く上げて分かりましたとうなずいた。

　一歩下がるのを見て、あたしはホッとする反面、苦い思いも抱く。

　距離ができた相手をちらりと見上げると、近づくな、なんてひどい言葉を投げつけたのに、いつものように柔にゆ和うわな笑みを浮かべている。

　この笑顔が胡散うさんくさいのだ。

　北の翼よく棟とうで働く侍女たちは、あの笑顔が素敵なの～、ほかの棟で働く子たちにもグレン様は大人気で、あたしたちすっごくうらやましがられるのよー！　……なんてキャーキャー言ってたけど、あたしは、大人気といわれているこの笑顔に不審を抱いている。

　殿下に対しては、マイナスの感情はすでにないけれど、彼に関していえば、どうも警けい戒かい心しんが先に立つのだ。

　そんな不信感がたっぷり滲にじんだ眼まな差ざしでじっと見ていても、殿下の従者の笑顔は鉄板のように揺ゆるがない。

　彼は頭がよくて──そうじゃなきゃ殿下の従者なんて務つとまらないでしょうし──、ほっそりした体型だけれど剣の腕も確かで──そうじゃなきゃ……以下略りやく──、不器用な殿下をフォローすべく、宮殿内での立ち回りも達者なんだろうと思う。

　だけどあたしはそこが嫌。

　なんでもさらりと器用にこなすようなタイプは、あんまり好みじゃないのだ。

　なのに嬢様が殿下と婚約なさって面識ができた頃から、彼はどういうことか親しみを込めて接してくる。

　といって、いずれ結婚する主あるじたちに仕える者同士、長い付き合いになるんだから仲良くしましょう、という感じでもない。

　どういう意い図とか分からないから、一緒にいると居い心地ごこちが悪くて、あんまり話したくもない。

　──そりゃあ、アランデル領内の聖堂では助けてもらったけど。

　あの時は、もうダメだ、ここで嬢様もあたしも、得え体たいの知れない仮面の者たちに殺されてしまうんだわと悲ひ嘆たんに暮れていた。

　そこに颯さつ爽そうと現れた殿下と彼は、確かにカッコよくて、……ちょっとはドキドキしたけれども……。でもやっぱり、油断しちゃいけないように思うのだ。

「パメラさん？」

　黙だまりこむあたしを、首を傾かしげながら覗いてくる。

「……前にも言いましたよね、クラウザーさん。あたしのことはハーシェルと呼んでくださいって」

　けれど彼は、あたしの言葉をさっくり無視してやっぱり微笑んでみせた。

「ぜひグレンと呼んでください。パメラさん」

「ですから！」

　なんで言葉が通じないんだろうな！

　思わず拳こぶしを握って、彼を睨にらみつける。

　すると彼は、端たん整せいだと侍女たちに大人気のその顔から、ふと笑みを消した。

「どうして貴女は、アンドリュー殿下に相あい対たいしたカシュカシュのような態度を、わたしに取るんでしょう。わたしは何かしましたか？」

　あからさまにそう問われて、あたしはぐっと押し黙った。

　何かされたわけじゃない。どちらかといえば助けてもらってばかりだ。

　なのに、あたしは彼に、必要以上に近づいてほしくないと思っている。

　ただ、胡う散さんくさいという、あやふやな理由だけで。

「別に何もされてませんよ。ただ、殿下と嬢様が仲睦むつまじいからといって、あたしたちも仲良くしなくたっていいと思っているだけで」

「仲良くしてもいいですよね？」

　にっこり笑ったかと思うと、彼はさらに近づいてきた。

　後ろは窓。これ以上は下がれない。なのに彼はぴったりと身を寄せてきて、あろうことか顔を傾かたむけてきたのだ。

　それは、唇を奪うため、追いつめるためとしか思えない動作だ。

　先刻さつきはいきなりだったからうろたえたけれど、あたしはぐっと奥歯を嚙かみしめながら、近い場所にあるその顔を睨みつけた。

「──クラウザーさん。貴方あなたは殿下の従者ですが、クラウザー伯はく爵しやく家けのご子し息そくでもありますよね。つまり貴族の称号をお持ちです」

「それが？」

「貴族の方は貴族らしく、無位の者をからかうなどせず、相応の身分のお嬢様と仲良くなさったらどうですかと言っているんです」

　彼の母親は、確か現マキャナリー侯こう爵しやくの実の妹だ。

　マキャナリー侯爵家といえば、名門中の名門。噂では侯爵は、王を差し置いて宮きゆう廷ていを牛ぎゆう耳じっているとも言われている、実力者である。

　そんな名門出のお嬢様を母に持つ彼には、しかるべき婚約者がいるに違いない。それなのにどうしてあたしなんかと仲良くしたいのか、理由がさっぱり分からない。

「つまり、貴族のボンボンの単なる戯たわむれと思っている、と」

「それ以外にどんな理由があるんです」

　ハミルトン王国には、身分の差が厳げん然ぜんとしてあるというのに。

「貴女の故こ郷きようでは、本人の資質が一番大事で、身分差など瑣さ末まつであると聞いています。貴族が領民に恋をしても、それが心からの想いならば、領主は喜んで祝福をするとか」

「──ここはアランデル領内ではありません」

　どうしてそれを知っているのかと、あたしは思いきり不審な目を向ける。

　中央の貴族たちからは辺へん境きようの田舎いなか貴族と莫ば迦かにされている、アランデル領の領主──つまり嬢様のお父上様だけれど──は、それはそれはお優しく、領民は家族も同然と、分け隔へだてなく平びよう等どうに扱ってくださる。

　アランデル家の方々は、ご自身の役目を弁わきまえていながら、身分に頓とん着ちやくしていない。

　息子や娘たちに、心から愛するひとができたら、それがたとえ平民であっても構わないと常々仰っていた。

　けれどそれは、このハミルトン王国内においては特異な意見だと、あたしは知っている。

　旦那様のようなお方は、ほかにはいない、と。

「確かにここはアランデル領内ではない。けれど貴女はアランデル領で生まれ育ったひとだ。そんな貴女が、身分でひとを差別するとは思えないのですが」

「あたしは差別なんて……」

「してますよ。ただの戯れと、貴族だからと、わたしを差別している」

　ドキ、と胸が強く音を立てた。

　貴族だから差別している、という言葉は真実だったからだ。

　むむ、と眉み間けんを寄せるあたしを、ずっと近い場所で彼は見み据すえ続けた。

　──目を逸そらしたら、何かが変わってしまう。

　意味の分からない危機感に追いたてられて、あたしは彼からの視線を受け止め続けた。

　変わってしまう。

　あるいは。

　……負けてしまう……？

　がんばりすぎて、あたしの顔はひどい状態に違いない。

　眉間は最大限に寄せているし、ダラダラ冷や汗が出てくるし、目が寄ってしまいそう……！

　見つめ合うというより、もはやにらめっこのようだ。

　それでもあたしからやめることはできなくて、ずいぶんと長く見合っていたように思う。

　ふっ、と。

　ふいに彼が、目元を細めた。

　途と端たんに、緊きん張ちようの糸がぷつりと切れて、あたしは思わずその場からくずおれそうになった。

「おっと」

　あたしの腕の太さとそんなに変わらないみたいなのに、やっぱり男性の腕だ。あたしを軽く支えてくれる。

「だ、大丈夫です……！」

「アランデル領の女性は本当に一ひと筋すじ縄なわではいかないな。そこがいいんだけど」

「アランデル領の女性って……、嬢様のことですか!?　ちょっと、一筋縄ではいかないって、それ、嬢様がすごく根こん性じよう悪わるいみたいに聞こえるんですけど……ッ！」

　聞き捨てならないと、あたしは彼を睨みつけた。

「褒ほめているんですよ。セラフィーナ様のことも、もちろん貴女のことも」

「ちっともそうは聞こえませ……っ、あ、ちょっと……!?」

　口だけはよく回るけど、実はまだ脚あしにちゃんと力が入らなくて、自じ力りきでは立っていられなかった。そんなあたしが獲え物ものにでも見えるのか、彼は上じよう機き嫌げんのまま抱きしめる。離すどころか徐々に腕に力を込めてくるんだから、たちが悪いったら……！

「ひとつだけ訂てい正せいをしておきましょう」

「え？」

「わたしは養子です」

「──は？」

　ヨウシ。容姿。用紙。……養子？

　いろんな『ヨウシ』が頭を巡めぐって、最後に出てきた単語に、ドキリとした。

　思わず見上げた先には、いつもと変わらない……違う、いつもと少し違う笑みを浮かべた彼の姿がある。

「実の両親の顔も名前も知らない、ただの馬の骨ですよ。養母に、『なんて兄上によく似た、性しよう根ねの据わった子なんでしょう』と気に入られて、九歳の時に養よう護ご院いんからクラウザー家に養子入りすることになったんです」

　大体わたしが貴族だったら、殿下が傍に置くわけがないでしょう、あの貴族嫌いなお方が。

　そう言って彼は朗ほがらかに笑った。

　朗らかだけど、その瞳の中に、一瞬だけ影が走ったような気がした。

　それは、出自に対してか、そんな自分を馬の骨と嘲あざけったからか。

　あたしはきゅっと唇を嚙みしめた。

「殿下は貴族じゃないから貴方を従者に選んだとでも思っているんですか？　そんなわけないでしょう。ただの馬の骨に、殿下の従者なんて務まるわけがないじゃないですか。そういうの、謙けん遜そんじゃなくて卑ひ屈くつって言うんですよ！」

　そう言った直後に、あたしは思ったことをすぐ言葉にしてしまう己のこの口を塞ふさいだ。

　全然遅いけれど……。

　彼はきょとんと目を丸くした。だけど次の瞬間、怒るどころか柔和な面おもてにじわりと笑みが広がった。

「貴女のそういう、歯に衣きぬ着せぬ莫ば迦か正直なところが好きですよ」

「す。……はあ……!?　何莫迦なこと言ってんですか！」

「莫迦正直な貴女と莫迦なことを言うわたしは、お似合いじゃありませんか。そう思いません？」

「思いませんよ！」

　ムキになって返しても、相手は全然意に介かいさない。それどころかますます上機嫌になったような気がするんですけど、いったいどういうこと……!?

「ちょっと、いい加減にしてくださいな！　殿下や嬢様をちゃんと見てないと……」

「職務に忠実で真ま面じ目めで、セラフィーナ様が大好きな貴女が、わたしは好きですよ」

　と、にっこり。

　胡散くさいのに、今のにっこりには、鼓こ動どうが跳ね上がる。

　く、悔くやしい。

　負けそう。

　負けたらどうする。どうなる？

　──このひとの思うがままではないか！

　弱気になったのは一瞬。

　負けるものかと、あたしは目元にぐっと力を込めた。

　そしてにっこり笑ったあとで、思いきりあかんべーっと舌を出す。

　ほかの貴族の方には絶対にできないこと。でも彼は驚いたようなのに、怒るどころか弾はじけるように笑いだした。

　彼はすぐに笑う。

　でもその笑いにはいろんな種類があって、好きなひととそうじゃないひとへの笑顔の質が、全然違うように、あたしには見えるのだ。

　あ、だから。

　あたしは唐とう突とつに思い至った。

　大人数向けの、やわらかで尖とがったところのない笑顔が胡散くさいように見えてしまうのは、このひとの素すが見えてこないから。

　だけどこうして腹を抱かかえて笑う姿はすごくナチュラルで、心から笑っているように思える。

　────こんなふうに莫迦みたいに口を開けてる笑顔だけならいいのに。

　でもそんなこと、あたしは絶対彼に伝えない。

　身分の違いを抜きにしても、彼は苦手だし好きじゃないもの。

　あたしの好みは、片手でだってひょいと持ち上げてくれそうな、逞たくましくてちょっとやそっとじゃびくともしない、力強いひと。

　単純だけど善良で裏表がないひと。

　だから、顔が綺き麗れいで頭がキレて、誰からも好こう印いん象しようを抱かれつつも、実はちょっと腹黒いところが見え隠かくれするようなこういうひとは、全然好みじゃない。

　好みじゃないのに、いまだに笑っているその顔から目が離せないのは、ちょっとした脳の誤作動に違いない────と、思うことにした。
















　決して、気になるからとか、好きって連呼されたからうっかりその気になってしまったとか、そういうんじゃないから。

　絶対に！





了
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６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

前巻が発売された頃に観た邦画にハマりまくり、視聴用、保存用、友人への貸し出し用と、ＤＶＤを３枚購入しておきながら、まだ１度しか観ていません。

好きすぎて、ながら見ができないのです……。
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９月14日生まれ・乙女座・Ｂ型・千葉県在住

２巻です！

最近アボカドにはまっています。食べるとちょっと目が良くなる気がする…（気のせい？）

しかしこれは何かの味に似ている！と思ったら、ピータンでした。

どちらも栄養満点です。




http://eggnut.fc2web.com/
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